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卵！氏と陣屋

堀秀治の父である秀政は、

織[Ilfif長の側近としてfl:え

た頂臣であった。その織[Il

信長が本能寺の変（天正十

年）で倒されてしまうと、

彼は・⇔臣秀吉に近侍して、

r~ 移知久太郎秀政の姓を

与えられるとともに、越前北庄の城主としての待遇を

も受け、布力な武将の一人となっていった。 ところが、

関東の北条攻めにおいて、小田原の坤中で没してしま

う。

その跡を継いだのが堀秀治であり．この文保 ・綬長

の役の際には、 三千名ともいわれる兵を半いてこの地

成1こ在綽している。

陣辰はこの lそ．陵の全域を占めていたようであり、頂

部から派生する束 ・北両 ・Jfli方向の各I(¥根にも何らか

の跡をみることができる。

その広さは十Ji',,{にも及k

でおり、それらはすぺてlrit(

主自身の1,!ll.t空間に悦した

ものと推定されている。 し

かし、彼に従って求たK勢

の兵達の生活空間を、その

周辺に窺うことはまった＜

でさない。

（上） 堀陣跡と名11/ll!城跡

（中） 坦陣躊全景

（下） ・



曲輪の潤査

すでに舘UIしている茂石列から建物の配償

を窺えたり、深く掘られた硲ら込みから堀跡

の行き先を追うことができるなど、遺構の残

存状況はさわめて良好であった。

その他のほとんどの遺構も、わずかに表土

を除去しただけで確認できている。それら礎

石 • 石列 ・飛石 ・石段・王石敷などの様子か

ら、主郭（本曲輪・北曲輪）と各曲輪の使用

H的も大きく撲なっていることが判明した。

最も遺情が集中しているのは主郭であり、

その中央に位骰する栄壮な建物 （広1111・御殿

などと考えられている）

住の場にふさわしい。

(.J:)主郭 ＜＊手躙〉

（中） • ＜綱査中）

（下） . <鋼手 鋼



主JS<大手）

主 判S

通称、停Jilhのltl沿¥J所がこの陣斥の中1亥であ I)、そのP,;)I)りは I:>:¥. 石Nそ L て空堀で略,~, にII/illりされている i

しかし 、一方で1よ茶屯 ・能埓t,.庭fSIIなども協えており、戦時下の人名の1,,;•lt"~lnJ としては＂もか緊吸感に欠けて

いる。 Iii 元を遠く雌れ、この名没hlの地でIll兵を持つJIilには、能や茶の沿あるいは船遊ぴなどに II 々明け f~れる

ことも多かったのであろうか占

主fK<ii物群）



大 T・迎
大手遁

セ祁からJOOn,以 I:も延々とドるこの通路は、その先80<hnf£~t /iに位閥する名汲9ぅt城へま っすぐ(iりかって し ・る

他の飩蹄においても、その9足II(j!li路）を名.iJ衿城あるいは城に辿じる追へとrn1いている例が多l'

また、この ）9手泊の脇にはひとつの1111輪 (),;手JUJ位）が` ＆けられている 通路の防御を-f,なI」的としたもので

あろうが、柑1ヽzm月造の佳物跡や衣味心VJの上哄群などは七邪とはまた趣を1¥1にしている

大手曲綸

北西曲は



オヒil§曲蛤

「陣尾」という概念に疑問を投げかける様相をみせているのが、この北西曲輪である。ここでは、曲輪の松辺

部及ぴ虎口を石凩で構英しており、主郭よりもひとつの堅固さを示しているが、逆に、その中心区域には整然と

した建物配詔も鶯く、只、縦横に幾筋にも1よしる飛石を主体とした空1111を造り出 している。 まったくの遊煎的な

（左）北西曲輪全景

（右）・

（左） 飛石厨

（右）石段と敷石

（左）虎口

（右）11物鶏と飛石



青花嘘

（右）美濃天目譲

（左）土鍋

（右）朝鮮製陶磁醤

（左） 中国製陶磁器

出 土 品

宏大な純吊、整然とした建物群、そして大勢の＃臣団などの様柑から

はま ったく 考えられないはど、出土した遺物は少ない。この陣屋におい

て、大名そ Lて家臣達が本当に生活していたのかと疑うほどである。

Lかし、わずかながらの品々のなかにも、中国 （明）製の磁器 （＇廿花

盤）や文濃産の天目茶碗あるいは鉄砲玉や,Jヽ柄な どもみられ、 平和 と戦

争の一燐を魂かせている。
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整繍中の11i1跡
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ー^／ 主f&(建物踏）の望繊

阿i跡の幣俯i
問跡の全域を整協対象としたのは、ここが駁初の例である。前例のm・臼秀保絆跡においては、遣情の保存をJ/:;

本方針としており、盛土した後に快貶石 ・天石舗装 ・1l/i芝な どで遺9青の復JI;(を行ったが、本絆跡では、発掘時の

状況をそのままに公開することを必本方針として、追構の狸め戻 しはあまり行わずにそれらを露出する手法を多

く用いた。今後の謀俎としては、これら菜観の維持1"i理や来訪者のための情報提供に努めなければならない。

（左）主邦 (11物跡）の復元図

（右）主輯の復元惧製



序

文禄 ・慶長の役 (1592-1598年）に際して、この東松浦半島一帯

に構築された名護屋城と諸大名の陣屋は 、400年を 経過した今も良

好な状態でその跡を残 しています。

本県では、この壮大な遺跡群の保存と活用のため、昭和51年度か

ら「名護屋城跡並ぴに陣跡保存整備事業J に取り組み、これまでに

豊臣秀保・堀秀治・加藤嘉明・古田織部・徳川家康 （別陣）そして

木下延俊の各陣跡の発掘調査あるいは保存整備を実施しているほか、

昭和63年度から本年度にかけて名護屋城跡の石垣も修理しています。

また、この保存整備事業と関連して、日本と朝鮮半島との交流に

暗い影を落としたこの戦乱の反省のうえに立ち 、今後の両国の理解

と交流を目的とした「佐賀県立名護屋城跡査料館 （仮称）」の建設

を進めているところです。

今回の報告杏は、その堀秀治陣跡の発掘調査およぴ保存整備の概

要を示しています。彼は、登臣秀吉の重臣であ った父秀政の跡を継

ぎ、越前北ノ 庄 (18万石）次いで越後春日山 (30万石） を領した大

名であり、この役の際は名設屋の地に在陣 してい ました。陣屋の規

模としては、豊臣秀保• 徳川家康 （別陣） • 前田利家陣跡などとと

もに最大級のものであり、そのほぼ全容を明らかにし得たことは、

今後の本事業の進展に大きな参考となるでしょう 。

「名護屋城跡並ぴに陣跡」は広い地域に点在しているため、地域

開発との調整など問題は多々ありますが、地元 • 関係機関等の御協

カ、文化庁 ・保存整備委員会の御指導 ・御助言 を得て、本事業を進

めていく所存です。今後ともよろしくお願いいたします。

なお、今回の事業に御協力をいただいた地権者の方々をはじめ、

関係各位の御援助と御配慮に対し、深く感謝いたします。

平成 5年 3月

佐賀県教育委員会

教育長堤消行



例 言

l. 本むは、昭和56-平成4年度に1削I!補助の交付を受けて実捻した r堀秀i甜虹和保存整協の報告l~(発掘

讃査紺）である。

2. 111土遺物のうち、約磁器類の鑑定は佐灯県立九州陶磁文化館のK橋庫二氏、鉄滓の成分分析は佐n~ri:栗試

験場の臼井一郎氏に、そしてPli跡 （建物跡・塀跡など）の復元は熊本大学工学部建築学科教授北野陸氏1こ．

それぞれお顧いした。

3. 本l1fの執策分担lj次のとおりである。

I. はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

n. 堀秀治飩跡保存整f帽事業の既要

ID. 堀秀治陣跡の発掘潤査

. I. 2 ........................... . 

3. (11• ··" ·"···""'"'' ' '" 

121ー( 61···· ···· · ·· • ······

171・・・・・・・・・・・"・・・・・・.. ・・・ 

4 ..... ... . ..•.•.•..•.. •.•.... 

IV. ,Jヽ結・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

tゞ瀬frnn
，， 

~ 

天本洋一

宮武正登

松比古甜

硲瀬折郎

扁瀬竹郎・ B武正登

4. 潤imwの作成および整理の分担は次のとおりである。

遺構写真扱影........● ...............  …... 

遺構実測

遺物実測：：：：：：・ロ：::::::::::::::::::::: 

遺物写真搬影・・............................

製図..........................................

写襄現像焼付 ． 整理・ ・ ・い• • •….. .... ...

(.:j涌-rr郎・西田手IIビ・松尾法悼

,, ヽ 符松ニ ・中tlJ芳子..明瀬伯吾 ・Ill:戸たまみ ・ ti t本りえ • 松本美保

;fi;'i由紀子 ・中Lit芳子・

宮武正登 ・,::;瀬1斤ftj;

中tlJ芳子

占;j'{栄f・・中tlJ:);:子・

その他、県文化財沢料立の方々の協JJを得た。

5. 本11fの編集は、硲瀬1•r郎が行った．

凡 例

I. 各遺構の分類記サは、次のとおりである。

SA  ......... 土益

SB・・・・・・・・・礎石建物跨 ．掘"・柱建物跡・ l"I跡

SD…・・・・・沿跡・ 空堀 ・堀切

S G .... , .... J廷1鉗跡

SK ......... 土城

SX ・・・・・・・・ ・石段跡 ・ 飛石 ・ 敷石• 石涅 • 石列 ・塀跡な ど

2. 遺t/11の寸法数字は m紺．位、遺物の寸法数字はcn,JjS.位を原則とする。

3. 遣t/11図に用いた方位は 、 すべて兵北 （国1:1'1!~) である。
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I. はじめに

1. 名護屋城をめぐる環境

(1)歴史的環境

天正10年 (1582)に織田信長が本能寺の変に倒れたのち、その行謀者である明智光秀を,11約の合戦に破り、次

いで柴田勝家（賤ケ岳の戦い）や徳川家康 ・ 織田信雄 （小牧 • 長久手の載い）らとの新権争いにも勝ち抜いて

いった〇臣秀吉ば侶長がめざした天下平定へとさらに進んでいく。

天正13年 (1585) には中国の毛利雄元、四国の長宗我部元親、天正15年 (1587)には九州 (j'j(ほ）の島沖義久、

天正18年 (1590)には奥州の伊達政宗、そして関東の北条氏を制し、ついに長い戦国時代を終匹に沿さ、天下の

紘ーを為し遂げたのである。

この後、秀古は大陸への r文禄・隈長の役 (:f:辰丁西の倭乱）』をおこしているが、その出兵の意同を初めて

公にしたのは、織田信長の死後わずか3年しか経ていない天正13年 (1585)9月3日のことであり、 当時の英濃

大柿（大垣）城将であった一柳未安宛朱印状に．既に r秀古日本国祁者不及Ff!l:!i国迄被仰候巾二候敷J と見えて

いる。これが、秀古自らの現状眩識にたったうえでの文甘かどうかは別にして、彼が天下統一を見通せるかなり

以前から、その構想を抱いていたことは窺えるのであり、その翌年の天正14年 0586)には イエズス会日本準'i:i'

区長ガスパル＝クェリョ 、毛利謀元、宗殺潤義智父子、安国寺恵攻 ・黒田i,-:;a;へ、さらに天正15年には北政所に

・対するそれぞれのむ状の中にも、 r1:!t同』のことが次々と見られてくることから、次第に現実みを増してきたこ

とは確かである。

その実行に向けて出兵の拠点として造られたのが、名設届城であり 、各大名の陣屋なのである。

まず、名護用城の構築の状況を探ると、その菜城の準偏がすでに天正18年には図られていることを、ひとつの

史実から窺うことができる。それは、天下統一のためには煎妥な戟のひとつであったこの年の小田原の役に、九

州の甜大名がそろって参陣していないという点に係わっている。当時のfll勢からみると、彼らが独自の判断でそ

のような行勁を取り I!)たとは労えられないのであり．とすれば命に依りそれ以上に成要とされていた.it面、つま

りこの「名護凩城」の晋請あるいは作串の準偏をいち早く進めていたことをここに推定できるのである。

もっとも 、そのことが具体的なB程としてみえてくるのは、Ul兵のわずか前年の天正19年 0591)のこ とであ

り、8月23日付の石田正濫による肥後 （人古） 相良投鉗宛のむ状には、 r米年三月朔B二、店へ可被作入斤候、

各も御出陣御用慈尤餃、なこや御Hi所御晋折、黒田甲斐守（黒田長致） ・小西摂渾ぶ（小洒行長） ・加桜主flt

（加藤渚正）彼仰出候、筑紫衆者箪役三分ーほとつヽ用捨仕候へと御淀候」と、また r黙田家譜』には、 r其縄

張を孝高（黒田如水）に命ぜらる、孝祢・地割を定らる、惣奉行は長政 （浅野長政）に被仰付、十月より斧初あ

りJ とあることから、 10月1081こh咋エ、翌年の天正20年（文様元年） 2月には早くも竣J.'.したことなどが知られ

ている。つまり、これらの文むから判断すると 、天正19年後半に九州の甜大名を中心に苫胡が実施され、早くも

数ヶ月後には名渡限城は完成していることになる。彼らの出陣は天正20年3月、そして秀古の名設応到がtは翌4

月258のことである。

ここでIUJ迎となるのは、これらの史料にiJ;づく恨り、 r名設尽城』の築城は、九州の踏＇人名の総動員に依り、

わずか数ヶ月の短期間で完了したと見倣さなければならない点である。しかし、これに関しては、内藉呂氏が述

べているように、石垣の苦甜と天守および本丸の主な段合の作事までは九州の諸大名が行っているが、その他の



本丸，ニノ丸 ・三ノ丸 ・111毘丸などの構築は彼らの渡海と入れ違いに到粁した全国の各大名に依るものではない

か、という経過が一般的に考えられている。九州のan大名の築城勤只数が明らかでない現状においては、そのよ

うに推定せざるを得ないであろう。それにしても、これほどの大城郭であるにもj/,Jらずこのように完成までの期

間がさわめて短いのは、後JU;の江戸城や名古尾城の例にもあるように、やはり2t大名への割苫請の手段でなされ

ていたからであろうか。

一方、彼ら大名自身の陣楊の構築についてであるが、その様子を窺うことができる史科はほとんどないようで

あ知わずかに、常陸佐竹氏の家臣平汲滝俊による r名設展陣ヨ＇）告翰（仮） J に、 「なこゃの在所ハにしのう

み、くるハくるハハ山にてハなく候、くるハくる Iヽ いりうみきれ申候、町中へ直にたうせんを汗候、更々美事な

る所にて候、洋へIヽ 仔諸国の大名衆御陳取にて候llll、野も111もあく所なく候、 J r屋形様卯陳場ハ、にしのうみ

きわにて候、みねを去り御取ふささ候、殊外おびた、しき陳場にて候J 、また、細川忠飩が堀秀治9こ宛てた文む

に r...、 陣替仕1111敷之由、自但馬守申越餃!Ill、我約も今日は渡海不仕候、其方も其地に御逗留尤9こ候.'"J など

と記されている程度である。また、その日常生活や周辺の様子についても、同じく家臣の大和田近江痕済あるい

は怜多商人の神屋宗湛に依る 『日記』などから、わずかにその様子が窺える程度でLかなく 、その陣場の構造な

どの詳細はほとんど不明のままである。

また、この名設足を拠点としたことに関連して、ここから高殿への渡海経路上気姿な中継点となる壱岐および

対馬にも 、新たに卸座所（城郭）を築いていたといわれる。壱岐に関しては、天正19年 (1591) 9月3日付の肥

前平戸城主松浦訊侶宛の朱印状に、 r就今度大明国高閤御動径、於笠岐困御座所作事普請之事、其方諸取之、可

申付餃、然者:f.illll修理大夫（有馬晴侶） ・大村新八郎（大村・▽前） • 五島字久大和守（五島純玄）相加、 右之作

事若踏以下供可仕候由申間、入精無由1祈可申付候也J と、そして、天正20年 (159Z) 4月以日付の細川忠典宛の

朱印状に、 r従壱州対馬渡し口風本之御座所将笥、岐旱宰相令相談、巾付之斤尤候、入精旱述出米候伐専ー候」

§
 

こつ
済州島

I' 
Fig. I 「文禄 ・疫長の役J前後の日本と朝鮮 (1/10万）

゜
500km 
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とあることから、現在の壱岐郡勝本町に残る勝本城跡がその御座所であったと考えられている。しかし、一方の

対馬に関しては、このような事実を示す史科がはとんど確認されていない。わずかに、後litの陶111存に依る r津

島紀略』 (1699年刊）に rt/1水111有古城、数臣秀古公時所築也、両朝平壌鉗云、万歴十八年、関白令＇ダり国築城於

肥Jill・一岐 ・対馬三処、以為渡店館駅、 ?i'.llJI・・八年当I]本天iE十八年、所謂英城於三処者、肥前名設尾城 ・を岐

勝本城 • 本州清水Iii城和とあり、下県郡厳原町の沼水山城跡をそれと比定している。このように、壱9支に御匝

所を四いていたからには、さらに航路途中に位位する対馬にもそれが存在したことは容易に推定し得るのである

が、しかし、現段陪ではその場所についての確たるiif:左を示すことは、やは 1')できない。対馬の消水111城の麗に

は、宗義汀の居城であった金石城跡も残っている他、当該期の城跡として繋方山城跡も知られているようであり｀

それらの城跡について、縄張 ・石垣などの遺構の検討も待たれる。

(2)地理的環境

〇臣秀吉が何故に大陸出兵を慈閃したのかはもちろんのこと、そのための拠点となる軍事上の甚地をどのよう

にして逍定していったのかということは、ほとんど明らかとなっていない。

ただ、 rt, 廿南蛮国まても可被仰付与思食餃之条、九州之倍者五畿内la!前二被仰付餃ハて不叶儀候1月J 、また

「!.~者1導多津、大l.'i南蛮高脱自国々船芍候1111、段下号御座所晋胡巾イわ などとあるところから、九州それも大

陸 ・半島に至近の北部九州沿岸ー帝を念頃において考えていたことは確かなようである。その理由としては、ま

ず他の地域に比ぺて渡海距雌が極めて短いことが端的に推定でさる。しか し、さらにその地成を限定していくに

おいては、もうひとつのことも要件として提示でさるのではないだろうか。つ まり、全OOのこれだけのiii大名が

率いる大紅洞l群を梨結させ、そしてそれらの全てを係留させ得るほどの海城を、その拠点となる基地周辺に多く

絃保L得なければならないという軍事上の必然的な要諮である。そこで、勘案 してみると、この北部九州沿1;,部

のなかでは商都博多かあるいは束松涌地成がその布ブ」な候補地とされるのはまた当然であったのかも知れない。

つまり.lilf者には博多汀と宏大な福岡平野、後者には多くの深い入り江と平Jりな上場台地が控えているのである。

蚊終的には、拠点としてこの東松浦地域を定めており ．一方のI専多はその物資集散地と Lてその役割を担った

ようである。

いま 、名譲届城跡および陣跡は、佐Ti叫北洒端の東松浦郡鋲i州町 ・呼子町 ・玄海町一帯に分布 している。これ

らの地域は、地理的には、いずれも玄界濯を臨む束松浦半島に位四しているが、この半島からはその北の彼方に

壱岐さらに対馬の島影をも硫認でさるはどに近い。さすがに朝鮮半/,~を見通すことはできないようであるが、韓

困の釜111まではわずか200kmはどの距鎧しかない。

一方、地形的には、この半島はいわゆる上場台地と称される丘陵の一部でもあり、そのなだらかで起伏の少な

さを特徴とする地形は、内陸部からはるか北側の海際にまでも絨いており 、かなり宏大な広がりをみせている。

つまり、丘陵の地形としてはまったく変化に乏しいともいえるのである。しかし、逆に海洋線は深い情入とその

小さく突さ出た小半島の連続により、リアス式海沿を息わせる複雑な地形をなしており 、呼子浦 ・名設1咽浦 ・りl

iili・外津浦などの入り江の癸達をみる。これらの入り江には、ii:頭川 ・潟)II・志礼川などの河川が流れ込んでい

るが、いずれも小河川であり 、その台地上における流域の広がりもかなり狭い。

ここに、名護尾城跡を中心として約120の陣跡が確認されている。
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Fig、2 束松浦半島北部の地形 (I/40.000) 

。
2500m 

2. 名護屋城跡並びに陣跡の概要

名渡尺城跡は、東側を名護歴補、そして西側をりJi紺という深い入り江に挟まれた小半島のはぼ中央、栖高邸m

ほどの微高地上に位骰している。地形としては、北側と東側へのそのつながりはみられないものの、洒側へはさ

らに細侵い丘陵として次第に下 り、また,W慨へはやや狭い鞍部を挟んで低い丘陵と述続しており、あくまで独立
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した斤．陵ではない。 また 、 この小半島地域のなかでも骰も店所の場所ではなく 、 南方のやや誼れた後-~r地に 1;1:.::.

こよりも存い斤．陸地形がかなり多くみられる状況にある。にもかかわらず、この一帯が城地として選定されたそ

の理由を考えてみると、まず船が倅泊しているそれぞれの浦々に容易にたどり消ける地点であること、それに.6:

餃の蚊上部に広域かつ平坦な地形を多く有している.:となどが想定でさる。なにしろ、秀吉の追m以前には、こ

の地域を治めていた波多三河守親の将名古屋経述も、ここに城 （岨沫城）を構えていたほどのところなのである。

いま、名渡尾城跡に残る遺構の状況からその縄張りをみると 、Jt;本的には三段の渦祁式と称される曲蛤紀阻を

採用しており 、最窃位に位代する木丸とその北西端の天守台を中心として、東憫下段に三ノ丸 ・東出丸、 北lll1下

段に水手郭 ・Lil里丸 ・台所丸、酉側下段に遊奴丸 ・ニノ丸 ・弾正丸の各郭を構築するとともに、北側外緑部には

蛛鉾池という r水濠」 、南側の弾正丸下には屈切を設け、さらにそれらの各郭に大手ロ ・水手ロ ・山里ロ ・船手

口そして措手口という虎口を付設しているのを、それぞれ碗認することができる。その各郭及ぴ虎口の位紺関係

からみると、 三ノ丸は本丸前面の貨要な邪であること、東出丸はその大手逍への横矢的施設であること、惰手方

向に位置する弾正丸 ・ニノ｝しからは天守台を問近に望めるものの直接的には到達できないこと 、Ur里丸はそれら

の主要な各郭とは半ば隔絶した空間であることなどが窺える。また、虎口の形態においては、招手ロ ・111生□な

どに桝形を使用していることも特徴のひとつであろう 。

しかし、このように概観はできるものの｀この名護尿城蹄が抱える1111週のひとつは、それらの郭跡やl"I跡にお

ける内部構造がはとんど明らかでない点にあろう 。 l•J L ろ 、本格的な発掘訓資が実施されたのは昭和 6 2年度の

111且口が最初であり 、それまではわずかに r肥前名汲屋 （城）閑』の：h科などにより、その多くの推定がなされ

ていたにすぎない。城の中核となる天守I川の存在さえも疑問視されていた位だったのである。

また、残存する石厨の状況であるが、それによって構築されている郭群及び虎口においては、その隅角部のは

とんどが欠失してしまっている。いわゆる r穴太積み」と称される石垣侶染技法によるものとしては、紺年上大

変にn重な遺構であるが、残存状況としては決して良好とはいえない。 この/~)壊している石垣については 、 寮永

1咋 (1637)におこった島J原の乱に関係した行為とも考えられているが、どうなのであろうか。それ以前の元手II

元年 (1615) には、いわゆる一国一城令も発せられているのである。

また、諸将の蝕跡であるが、名護屋城跡を中心にして現在120箇所はど確認されている。その多くは、この名

渡足城踪の立地する1司じ小半t・し上に分布しているが、他に東1111対埠の丘陵や南側の後-~丘陵地域にもいくらかを

雑認することがでさ、その位も陵れた陣跡は、名護届城跡から約3kmもの距雌にあり 、現状では大陸への出発点

となる海域からも やや遠いはどである。その各陣蹄の遺構の残存状況をさらにみてみると 、一部に谷地形の図域

に比定されているものもあるが、ほとんどがその半島のなかに点在する丘陵の高位四となる地形を返定し、そし

て、その最硲地点を中心と して各々の陣局を構築している様子が窺える。しかし、それら各閉跡の縄張りを概賂

すると 、名没淫城跡はどのいわゆる近Ill:城郭の体を成すものはなく、空堀 • 土昆 • 石益などの配償や規模からみ

て、やはり r騨屋J と称されるほどの構えでしかないようである。

このことは、今後さらに実施される発掘瀾査の逸展を待っしかないが、もうひとつの大きな謀題は、それら帷

認されている各々の陣屈はいつ誰が熱いたのかあるいは推が居住していたのかということである。これらに関し

ても明硫な沢科を提示することはできないが、 構築の時期としては、ひとつは前述のように九州の~n大名が名渡

飛城築城（天正19年）に際して、その剌辺1こ陣を1昇えていたであろうということ、またひとつは他の大名衆も⇔

臣秀吉の手I)滸 （天IE20年4月25ll)前にはこの名護屋に参陣 していたであろうということだけは推定されている。

また、彼らの陣尺の配骰については、現状では、江戸時代末期の作とされる rrJ~跡図J 及び倅屋に関する 『北
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杏』 哨rl云』などの貢料と各陣跡の分布状況との比較検討から、中村質氏がその問迎に対しての比定を唯一行っ

ているだけである。しかし、氏自身も述ぺているように、その比定には検討すぺき課俎も残されているようであ

る。 そのひとつの例として、民は先の平塚滝俊の密状にある r~形様御陳場ハ、にしのうみきはにて餃、みねを

より御取ふさき候．殊外おぴた、しき御陳場にて候、 御とうちんうしろのかたのみねニハ、石田殿（石田三成）

御本辣にて伐、 一入す、しさ地形二餃、 Iiりの方のみねニハ、大rこに穀 (};.谷古継）御ちん二候、其,iiiニハ菜勝

（上杉菜勝）之御陳二候、それより,;1つ、さ、ました殿 （増田長盛）をはしめ、ほうしう衆（房衆里見氏） ．＜ 

につな殿 ('f'都宮国綱）御陳にて飲、更所々みねみねあ<wrなく候．御城きわニハ御小姓衆、 J を掲げている。

つまり、この文面から考えられる各大名の陣昼の位硲と、 r陣跡図」に記されている閥主名は明らかに民なって

いるのである。詳しくは、中け質氏の考察に依ることとしたいが、 fi!かに疑問となる状況である。

以下には、これまでに実施された各陣跡の発掘潤在の例を参考までに示す．

山城遺跡 (No. 113) 鋲jllj町;k<i'楢竹れli城に所在する陣跡で、県立l.li津北必校の注設に伴って発掘湖1tを

実施している。土れによって区袖iされた曲輪を2箇所で確認しており、ひとつは30X3Jmのほぼ方形、もうひと

つは19X69mの長方形をなLている。しかし、 1H1輪内部においては土凝あるいは集石以外に遺構Iよ検出されてお

らず、遺物もまった<l.ll・t:Lていないため、その沿跡としての性格はあまり明らかではない。II肝1151年度調介。

豊臣秀保陣跡 (No. 6) 鎮村町人字名護展字神ノ木 （通称、鉾畑）に所在する。陣跡の中でも最大規模のも

のであり、第一陣とり文二陣にわかれている。 その第一怖のみ発掘鴻介を行っており、石摂によって区~1 されたは

ぽ方形の曲輪を主郭とし、それに副郭及び数段の腰1UJ輪が付設する状況を碗認している。主郭の規模は45X60m

でありその北束屈に桝形の虎I]を造る。内部には、杏院・坤月そのIll!.遠侍 ・1魯・数斉届に推定される蛭石建物

跡それにJ足団跡が．それぞれ配骰されている。 昭和53-55年度謁査。 なお、この綽段の様子は r名汲t~(城）

l~I」に描かれている。

後田遺跡 (No.120) f(!j厨町k字横竹字後田に所〇；する陣跡で、ファームポンド建設に伴って発掘；J:Jfcを実

施している。上嬰によって区i貞iされたほぽ方形の1祖輪が中心であり 、それに数段の曲翰が付設するものである。

その中心となる曲輪の規投は30X33mであり 、門跡 ・建物跡 ・飛石を確認している。この状況からは．陣9もの本

格的なtti..:・施設ではなく 、いわば遊煎的な性格が弛いと判断されている。11/lf1156・57年度潤1t.

加顔嘉明陣跡 (No.100) 呼-7-町）ご字貶ノ浦字辻に所在する絆跡で、 加部,:~への架低 (Df-7・大橋）」．．事の事

＂恥閏代として発揺を実施している。狭くてやや傾斜の強い岬上にあり、 曲佑，石出を確認している。ひとつの陣

跨とすると、 他のそれと比ぺてかなり小規民であると.:ろから．南側斤，陵地域が陣の中心部であり 、この区域は

その一部とも考えられている。昭和58年度澁査。

兌川家康陣跡 (N<>. 10) 鎮i叩町人字名設屈字竹ノ丸に所在する紳跡で、町立保有園の改築に1•r. って発掘鴻介

を実施している。一部石虹によって1昇格された主郭の南側に、 I.Ill郭が付設している。主郭の南及び西軋1には、空

堀がめぐる。瓦が出土しており 、主祁の隅櫓に使用 されていたと考えられている。昭和60年度講究。 「名渡厖城

図」に描かれている。
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古田織部陣跡 (No.60} 鎮西町大字名設朕字赤玉毛に所在する。石垣によって構築された主祁の北酉及び北

東側に 、 やや狭い曲輪が付設している。 主郭の内部から、掘立柱建物跡 ・ 石段 · 柱列 • 土吸 ・滋跡が確認されて

いるが、絃部らしさを しのばせるような r茶道J に関わる遺構はみられない。平成 1-3年度調査。

毛利秀頼陣跡 (No. 94} 呼子町大字殿ノ浦字イザナヲに所在する。土塁によって区圃された方形の曲輪を主

郭とし、その北東隅に桝形の虎口を付設する。主郭の規棋は、25X40mである。

徳川家頃別陣跡 (No.99) 呼子町大字敗ノ浦字ワタリに所在する陣跡で、名設屋浦を挟んで向かい憫に位詮

する徳川家康陣跡の別陣とされている。仰跡のなかでも、敢大規模のものであり、いくつかの曲輪が土塁あるい

は石塁によって構築されている。 しかし、それらの曲輪においては、未だ小規校な建物跡しか確認されていない。

平成 3年度から関査中．

Il. 堀秀治陣跡保存整備事業の概要

昭和51年度から開始された r名複屈城跡並びに陣跡保存整偏事棠J において、 fi臣秀保粋跡に次いでその対象

として選ばれたのが、この堀秀治陣跡である。 しかし、壼臣屁跡の場合は、主要なUII輪 （第一陣）の一部を発掘

講介 ・保存整偏したに過ぎなかったのであるが、今回の堀陣跡では、そのほぼ全域について保存整偏まで実施し

ている。このように、ひとつの陣跡のほぽ全容を解＂！するという発堀霜査は他に例がなく、その規模の大きさや

確認した遺構の様々な内容からみても大変ft孤な事例といえよう 。対象面積は、町あるいは区の所布地の約10

万m'に及んでいる。

以下にその事深の概姿を示す。

1. 事業の粗織

総 括 教脊長 堤惰行 （平成4)

教行次長 土居正 ( ~ ) 

文化課長 天本博 （ ~ ) 

文化財謀長 高島忠平 （ .. } 

名設尺城跡講．査研究室長 樋渡敏瞭 （ ，, ｝ 

発揺調査担当 高瀬哲郎 （昭和58-昭和60) 指尊主事 （現、文化財課調査係長）

松尾法博 （昭和59一平成3) 文化財保護主事 （現、文化財諜文化財保護主事）

西田和己 （昭和62-平成0 名渡屋城跡潤査研究室 企画濶整主査

保存控鉗担当 高瀬哲郎 （昭和60)

西田和己 （昭和61)

松尾法博（昭手U61-昭和62)

五島8也 （昭和62-平成4) 名没屋城跡関査研究当 文化財保護主平
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2. 事業の経過

本陣跡の保存整伯lfl業は昭和56年度に開始され、平成4年度に終了しており、 12筒年に及んでいる。そのうち、

発掘因究には延 7箇年、そして保存整憐には延 8箇年を要 している。各年度における本飩跡の発掘溝究あるいは

保存整憐の区域は次のとおりであり、本1U1輪及び北曲輪のいわゆる主郭部を中心に実施している。

昭和56年度••…… •本曲輪の樹木伐採 ・ 表土刺ぎ

57 ... …••本曲輪西区域（御殿跡）の発堀調査

58 .... …••本曲綸北区域 （能揖台 ・ li掛 り ・ 楽吊跡） の発掘調査

59 ……•••本曲輪 （大手口） ・北曲輪 （庭園跡） • 主邪大手道の発掘潤査、本曲輪の遺構保存工事

60 .. …•••本曲輪 （大手口） ・北曲輪 （大手口） ・大手1lb輪の梵揺詞査、本曲輪 （御殿跡）の保{i-

梵偏

6] ……•••北西曲輪 ・ 西曲輪の発掲芯査、本曲輪西区域の保存登鉗

62 ...... ・・・北西曲輪の発掘苫査、本1111輪 （数“尾 ・飛石）の保存整偏

63 ......... 本曲輪北区坂 （能昇台 ・低掛り ・楽用跡） ・北曲輪 （庭園跡）の保存整憐

平成 1 …• •••••本曲輪空堀• 主郭大手道 ・大手曲輪の保存整協

2 …• •…•東曲輪の保存整偏

3 ..... ・・ ・・北西曲輪 ・ 堀り） • 本曲輪措手口の保存整偏

4 ……・・・絆跡全域の排水路工事

m. 堀秀治陣跡の発掘調査

1. 陣跡の概要

(1)立地 (PL.l・2) 

堀秀if;陣跳は、名渡屋城跡が吃地するこの小半島上に同じく配匠されている。その位骰は、城跳から 1km捏

下った所、 つまり 半島中央よりやや附而方の丘陵全域である。この丘陵は通称袴人111と称されているように、係

高約54mの比較的なだらかな独立丘陵であり、地形としてはわずかに東開の丘陵とつながっているに過ぎない。

そのm部一布には、かな り平Jllな地形が大きく拡がっており、そこからは、北 ・北両 ・jllj・東の各方向にやや低

＜尾根が派生している。そのうら、 北と束方向への尾根の延ぴが短いのに対し｀他の北西と西方向へは長くそし

て幅広い地形をとる。また、これらの尾根の位ぽ及び地形の関係において、求尾根と北尾根、それに北洒尾根と

両尾根のそれぞれのIll!には、谷状の地形が深く人りこむ状況もみられる。このように、それらの迅根が遥萩して

出入りする東から西側への丘陵北半部の地形はやや複雑な状況を示 しており、それらから周辺への平坦部へもや

や急な傾斜をもって下っていくのに対し、届根がまった＜派生していない酎西及び南側においては、頂部からそ

のまま緩やかに低地へと傾斜していくにすぎない。 周辺低地と丘陵頂部との比茄差は、およそ30mである。

北尾根I:、丘陵頂部の前面に迷続している。兄根の延ぴは短く、頂部からも Imはどしか低くない。北阿方向

にやや折れながら、下っていく 。
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北西/:I!,根は．頂部より 7mほども低い。平坦部は頂部ー帝に次ぐ広さをもっており、かなり広い。ただし、そ

れからの北 • 西 ・南の各方向への傾斜はかなり}知い。

西/(¥根は、li'l部より 13mも低く、各/(¥根のなかでも敢も低い位四にある。平坦部はT!i部、 北尾根に次いでおり 、

やはり広い。ただし、北西尾根の場合と阿様で、それからの北 • 西 ・南の各方向への傾斜はかなり弛い。

東尾根は、頂部東端から北東方向に連続 している。尾根の延びは短く、その幅もあまりない。平JJJ.部もほとん

とない。

(2)縄張り （付図 1)

この陣跡に関する史料がま ったく残っていないので、当時この陣松の各場所 ・建物などがどのように呼称され

ていたかは不明である。ここでは、甜氏の検討に基づいた仮称により、以下の遺構の説明を進めていきたい。

曲輪としては、餃も高い位佑にある頂部ー帝に陣の中心となる曲輪（本1111輪）を配謹するのはもちろんである

が、それから派生する各尾根上にも曲輪（北曲輪・北西,u,輪・西曲輪 ・東1柑輪）をそれぞれ構梨している。また、

これらの他に、本,111輪への大手道となる通路の上 り口右手 （西側）にも、曲輪（大手曲綸）を 1箇所設けている。

それらのなかで、 本曲輪と北曲輪は本来(i!Jには一つの曲輪として考えられるものであり、その全域をもって、

いわゆる主郭と Lて捉えられるぺき性格のところである。

本曲輪部は土品と空堀で防御しており、その内部に中心となる建物 (2棟）と数棟の小規楳の建物を配骰して

いる。一方の北曲輪部は、低石J:r(により防御しているが、建物の配霞はみられず、自然石を多く配個しているこ

とから、 J足団的な様相が強い。

また、この主祁への虎口は北及び洒傾に配謹されており、前者が大手口、後者がIii手口である。その大手逍1:1.

北側の斤．陵褐から上ってくる経路を採っ ているが、東16根と北尾根の間の谷部を通る途中で、いったん東方向へ

曲げて造っており、直線的にはつながっていない。そして、大手道が主郭に到達する最終地点においては、石段

は二方向に分かれている。両への石段は北lり1輪、即への石段は本曲輪へのものである。本曲輪へのその石段を上

ると、 一対の1'1礎石がみられる。大手門が設けられていたようであるが、それを通って、さらに右折し、ようや

く本di!輪部に至る。なお、この門から本曲輪への通路には、本1U1輪の東沿に配散された小曲輪から弛い横矢が掛

かっている。

また、この主郭のまわりに配閥されたIll!輪群であるが、北洒曲輪は 2条 ・西曲輪と東曲輪はそれぞれ 1条の堀

を切って主郭との分担を図っており、ここには、評屈の構築手法としていわゆる中Ill:山城に通じるものを窺うこ

とがでさる。しかし、 一方ではいずれの曲輪の選構の状況をみても、主郭あるいはそれぞれの曲輪を肋御するた

めの施設を 、 内容としてその他にもっておらず、いわばそれぞれl~-独の曲輪としての性格が弥い。 つまり、惰英

手法としてはそうであっても 、実態としては中IU:1l1城のそれとやや異な っているのである。

まず、北西曲輪であるが、貶上部に礎石建物と飛石群を紀骰し、それにさらに 2段の腰曲輪を付設して、情築

している。詳細にみると ｀最上部の而半域は低石匝と石塁によって整然と区圃 しているが、その内部に建物跡は

3棟しかなく、規校も大きくはない。しかし、その東側に広がる飛石群は、曲綸頂部の求半域全体に縦横に次々

と連綬してはしっており、いわばこちらが中心的箱設とも考えられる状況を示している。その他にも遺構はいく

らか確認されているが、その性格に不明のものが多い。また、この区域と南側の腰曲輪とは小さな石段で結ばれ

ているが、この腰llh輪部にもさほどの施設はみられないよう である。
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なお、この1ll1f"への虎LIは北とIiiにはItられているが．いずれもfiN及び石段による,l,;1/¥(1りな111おであり、 i, 

邪部のそれに劣るものではない。特に、 i釦月の石段は延長約66mもの長さがあり、 liぽーj1'(線(:旧凌褐郊へ延ぴ

ている。

次に ．西1111輪であるが｀かなり1広い区域であるにもかかわらず、敷石逍1昇以外にはまった＜藷!,'2されていない。

すぐ隣の斤．陵に(1:る北ill/uり輪と I!かなり汎なる状況を示している．

舷後に、 東1111佐であるが、状況としては北111/曲輪の場合とはぼf,;1楳といえよう つまり、 llllfiiとしての/'.'./1'/lj

余り行われておらず、どちらかといえば、自然地形をそのまま取り人れている という予法を用いている。逍I昇と

しても、建物跡はま ったく 無く、わずかに飛石 ・延段 ・旗下石 （御手水石）、それに東間へ抜ける玉石敷さの通

路を確認．でさるだけなのである。ゃはり、遊が¥(Iりな・妥；i; が弥いようである。なお、 ..:のTILL輪の人手追側には礎石

のl"I跡もみられる

2. 遺構

今Mまで..:: の区域一・・:i;I!はと人どJ.:. さな改変を受けていなかったようである。 建物の紐石 ・ 玉石敷さ • 石段

などは、 1り！もれることなくそのまま,i,/1¥しているものもあり．発掘...l'l1f.の済手Iiりに現品でさる遣構の状況はK変

良好であっI;,また、発堀潟1f.においても、此I:下約IOcin程疫で建物跡などのjr_tj胄も綿術に確認していることか

ら..:. Q)堀f)li跡の中心的な 1111輪部の全，t叫ば It~罪lし得たようである。ただし、それにf-1¥う逍物の11¥J:は逆に柘

めて少なく．遺構の年代lt:心に係るif¥'l炉な沢科とするにはやや棺しいようである。

その発掘，~ff.の成果を、各1111輪ごとに既略していさたい。

( 1 ) 本曲輪 (jす,~, ,、 P L. 2・3) 

,u, 輪令体はILL謄へ広がって おり、 1;1ぱ'WI形をなす。隣接する北憫の北1111輪及ぴ大和(JJilf1iは、 .!:!;¥.石虹の

如hにより｀企州,j性をもって桜然と Ix.陣iしているが、1H開はこの Ir.陵の自然地形を大きく変えることな く．そこ

に・1ぅ；しそして・令堀を巡らせているにすぎない

K手は1111輪北東l閣に配凶されてお り、ギ斤．陵の北州部から絞qといi!li路を上り詰めたと.:ろに．整然とした石

役および1"1を情染している

また、 I計f・Iよllli輪北1叫湛にみられるが． 小規楳な石段で1昇英されているに過ぎず、K手に比ぺてtt(,りである，

1111輪の内部は、求溢の低い一劇をFtいて明碓な段沿らIiみられなし 9。1111は,,火部にやや広い,j!J暉 iを造りIllし

ているだけで、西或いは1tl開へは紛やかな傾斜をその1ま残Lており自然地形を大さく変えるほと'Q)魯社は行

われていない。また、その中央部から西'I油成にかけて多くの沿情を確認しているが、東半域にはまったくみられ

ない，9

その敷地中央部をみると、 2棟の礎石建物跡が東西方向に配jl'(されている。1妬Wrりには勿品、規悦的にみても、

これらがこのillJ輪の中心的な施設、つまり硼穀であろう 。東開の建物粉 (S13001)は、,t,:1H1輪大和")から絞＜

）ヽ：派な構えの石段 (SX033)に近い1;mにある.-);、 111/ll!りの建物跡 IS13002)は、それから約!Om雌れてい

るが、東0月の建物跡 (S13001)とははぼiHrして建てられている。

束11!11のS8001建物跡は 、東1Iり61111・南北 4Jillの・j,屋 （身含）に IJillのtぷを1川方に巡らせるというものであり、
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特に復雑な惰造は採用していない。残イ／：する統石の紀詮をみても、西側のSrl002建物跡と異なっており、稔柱

とは考えにくい状況を示している。なお、この建物跡の間I!りには、北側にSX 019・020・029敷石il'.t惰、それら

をIX:りJるSX OII · 014-01邸~,がやSXOI~ 石培跡．そ して J~/ll!!にSX021・028敷石遺111がそれぞれみられる。

1/tj開のS13002俎物跡は、東西6!ill・ 南北1011りの建物の西端に、さらに東西4!ill・1ll北51111のものを組み合わ

せるt@rの主fill昂造を採rnしており、その周11りには、やはり I/Illの松を令体に巡らせている．）＆悦構造は慌石に

よる総仕であり、重I•/.な趣をもつ建物跡である ．こららには、 北1l!りにS8003-005紐物跡とそれに係る敷石遣情

がみられる他、束謂に SX022敷石遺構、西開に SX025敷石遺惰、そ Lて1tl11!1にSX023・024の各敷石遺11/とや

ゃ踪れて S8006・007建物跡が、それぞれ配沢されている。

その北隅の建物跡の状況であるが、このS8002建物跡と 対iliiする形で 1棟の礎石建物跡!S 8003)がみられ

る。 しかし ..: の追物跡はlji,独ではなく．北西悶に斜め)j向にはしる細・！もい礎石述物跡 (SBOO.I)を付よして

おり、他の建物跡とは1嘩配代がやや異なる。そのさらに西側には、この建物群とやや隣れて、 1棟の礎石建物

淋 (sfl005)が建てられていがつ まり、中心となる建物 IS8002建物跡）との関係でぷすと、そのri•iiTii (北

開）に、.:Itら3棟の社物跡がひとつの計1愴i性を もって配i荏されているようである。

また、南開であるが、述物跡と推定される辺溝は 2棟 (S8006・007)である。S13007建物跡については、

礎石のIJJoがな配謹1よ確認できていないが、惰手に伝っているIR石の東側最終地点であることから、それらの付{1:

を考えている。 しかし、中心的建物である S8002から、これら 2棟への直接の伝いは確認でさていない。

その飛石群は、措手から'"'輪の南側へ回る：1:J:! の走りに合わせるように、ゆるやかに南}j向へ1111がりながら、

紐いているものである。ただし、その伝いは L条ではなく ．飛石のこの紋終地.'!!.に至るまでに 3節i所の分岐点が

没rtられている。そのうち、惰手に近い方の分＊文、つまり北側の 2節所のものは、紺くいずれも西11Mil面に下っ

ておりそして、その先をたとるとそれぞれ御手水林ともえられる人・石がさらんと据えられている． また、残る

rli開のものは．これら 21成の建物跡： (S 8006・007)への伝いの分鼓であり、それらの手前においてJ.:.さく分か

れている。

本1111輪の概咲は、以」1 の通りである。次に．それらの各沿構について、詳細に.ii.明してい<.: とにしたい、9

建物跡

S 8001謹物跡 (Fi~. 6・7、PI.5・6) 

liHr11.88m・梁11119.02mの東西棟の礎石姓物蹄である。1忙j北中柚線の方向1よN-E 251反30分で、東に板れる。

その礎石は、東側梁fill部のものを作いては1か炉．んでいるが、北ftl!Hi行部の仕石とill側のそれ、あるいは東1l!1梁『l

祁と西側のそれとで. ,,: いに対1心するf,):,nにあるものは少ない。そのために建物内部の11111-tl;IJ・UIIIJを,,rn位に蝕

認することはでさないが、 一1i::• 、 Iii行 6111) ・ 梁11114 1:11の主用に會回り 1111)の令わがめぐる楕造であろうか。主Iiの

柱IIりは、 liHfl.98m・梁11112.26m。紺は、主/¥t北開ll)f如社において、 SX020炊石遠措が一線を11hiして11・.まって

いること、それに東と南側に残イトする礎石の状況からみて、 •iJ0 .98m か。 また、その敷石遺構に関する.::. とであ

るが、求及び西1こば接する1,,1様の敷石沿情 (SX019・029)との1111.そして主1,1の北求溢に、はぽ一定した範I!り

で砂.fl)敷さの途切れがみられる．ここに.1iiU↑ではSXOIJ・014の塀i位後名・では主限の一部をそれぞれ想とし

ている。

なお、そのHII収ili:において.S 13002建物跡のような総柱の状況を確認し得ていないが．この建物跡の内部に

は．なおいくつかの野1fli石もみられるところから、そのような梢造も考えられるかも知れない。
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S B002達物跡 (/.tfiil3、PL5・7・8)

桁行18.88m・梁111112.06mのK大な束棟を誼き、その北西部にfir行10.0Sm・梁JIIJ8.70mの洒棟を組む、いわ

ゆる矩折の姥石建物路を主／丞とする。南北中帖線はN-E25度30分で、S8001建物跡とほぽl司じ方向を採る。

それらの礎石配四の残存状況は良好で、 lllJ仕切 ．柱JIりも慨ね推定 し得る。それをみると、東棟はHi行1011り・梁JIii

6『l、iltil景l:t.lfi行5lfll・梁IIり4間となる。しかし、その両棟の組み合わせ部では..ti: いの礎石列に0.95mのずれ

があり 、！前っていない。柁LFLLは、概ね約 2m (6.5-6.6尺）であるが、 一部に I.75m (約5.8尺）を使用してい

る。そして、その主用には IIUJの秘をやはり全体に巡らせている。その¢屈は0.95mである。

また、この建物舒にも周囲1こ敷石迅構がみられる。そのうち、 SX022は東棟の東端、 SX023は同じt点の南端、

そしてSX024は洒棟のfij端にそれぞれ位訟し、その礎石中柏線を境としている。 しかし、 西側のSX 0251J.、そ

れら碇石中帖線には接しておらず、一定の距難をおいて分布している。なお、 S8001建物跡との関係でみると、

互いの建物は主は部分で約9.Smの間隔を霞いているが、その南北中飴線が同 じ方向を採る.::と、それぞれの主

限北叫の柱列の位佑．`が1首うこ となど、同一のilti制性が袖＜窺える。

S B003達物踪 （付l苅4、fig. 9、PL. 9) 

S B002建物跡の東匝棟北捐 （前uii)Iらはぽ正対する状況で配沢されている。この建物跡の周訓には、前 ・

束 • 西の三方に石敷さ (SX026敷石）を施す他、東開約2mのところにSXOl7、西側約4mにSXOISのそれ

ぞれ市北方向にはしる石列を設けて、その区画を行っている。つまり、本建物跡は整然と限定された領域の中に

設骰されたものであること、そして、この区両の中ではやや東窃りに位沼していることが、これらにより窺うこ

とがでさる。

桁行は6.45m・梁I開は4.85mのr.w北棟の礎石注物跡である。m行3JIii・梁flり3llllであるが、その梁111)の東il!IJI 

flりは他より狭い。その南北中軸線は、 N-E25度30分．また、他の廷物と異なり 、その内部に 1箇所の掘り込み

がみられる。建物中央よりややl柑東に位骰しているもので、直径1.28m・深さ0.26m・断iliiV字形の円形J洟況で

ある。逍物などはまったく出土していないので、紐物跡との関連については;i,明である。

なお、その周訓のSX026敷石沿溝の状況からみて、この建物防1よ巣独の棟ではなく、西側のSB004建物蹄と

つながっている。しかし、その互いの建物跡の取り付さは斜め方向であ り、通有の建物配誼ではない。

S 8004達物跡 （付団4、Fig. 9、PL.9・10) 

S B003建物跡の北西端に付展する逍構であり、その SB003建物跡と隣接する箇所において、 SX026及びS

X027敷石遺構が途切れる状況を確認でさるところから、そこに建物跡を想定 している。規模は、その空白区域

となる幅1.92m・長さ7.80mの範阿内で考えられるが書礎石の配誼は明確ではない。 しかし、他の建物跡と異な

り、かなり細長い廷物跡となる。その建物跡の東端部 （碇石）はSB003建物跡とほぼ岡じ麻さ に位詮している

が、 西端はそれよりも0.35mはど低くなっており、西へ緩やかに顧符しているようである。 そ L て 、 それがm~t

方向をは しるSX018石列の境界を越えて、はぱ真っ直ぐに延びる特徴をも持つ。11/北中他線の方向はN-E43

炭30分で、 S8003建物跡とは矩折れではなく、東側へ18度振れている。

なお、その建物部分のなか、 SX018石列より約0.6mi!!i側のところで、 21即の南北に並ぷ石をみることができ

るが、この建物跨との閲述は不明である。

-19-



S B005達物跡 Ifす図4、Fig.9、PL. 9・IO) 

S 8003述物跡と述紀する S800-1建物跨は西側に延びているが、そのはしる）:,101より南Illの位inに配誼された

束jlり棟の悦石述物跡である。それら SIJ003・00'1¥.ll物蹂の一つの1が切りである SXOl8石列とは約4.0m隣れてお

り、この間はS8004建物跡の延ぴを1/l人で、 1柑北西側にSX027敷石が広がっている。 しかし、 S8004佳物跡

の111/端部が不叫確であるために、これらの状況からは．

｀ (JO .。 S 8005追物跡 ゜<:PO ゜ ゜
5m 

゜
心

~ 
Fig. 9 ＜本11l1綸＞ S 13003-005建物跡 (I/100) 

o_ ., 
．． 

..: . . •.. , •. ,. .. 
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Fig. 10 <本曲輪> S 8006・007達物跡配附 (I/100) 
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にあったのかを確定することは難しい。

院石は建物南側部分が良好に残存しており、現状では甘1行3IUJ・梁IHI2 tUJが推定される。その規扱は桁行

4.98m・梁IUJ3.96mであり、 SB003廷物跡と比ぺてやや小さい。そのjfj北中柏線の方向は、 SB003建物跡よ り

約5度30分束へずれており、 N-E31度である。

なお、残存する東11!1 (揉間） 廷石のうち、南側 2 個の表面中央には 、 寸•文字の浅い彫り込みを確認することが

できる。おそらく建物建て上げの応の基準点と思われるが、その心心距雌は1.98m、つまり 1llllを6尺5寸1こ

採っているようである。桁行の方は、11111約2mとImか。

S B006廷物跡 (Fig.10・11) 

S 13002建物跡の南西矩折れ部分に一定の空間があ り、そこにSX024敷石遺構が広がっているが、そのさらに

rti倶lにこの建物跨は配沢されている。SB002建物蹄よ り南へ約7.Sm屈れている。

小規梃な建物である。桁行部分は、概ね良好に残存しており 、411りが考えられる．しかし、梁Ill!部はほとんど

欠失しており｀柱IUIは不明。東西棟で、その規模は桁行3.6Srn・梁UIJ2.76m。その南北中柏線は N-E26度。礎

石は小さい。 なお、この達物跡には、 1•1東方向に位閻する S ll007建物跡の例とilfJ様、洒側に飛石遺構が続いて

いる。その状況からは、性格を一にする遺措として考えられよう。

a 53.Sm a' 
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且 I I 

DoO —a ， a— 3 ． 
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゜＇ 
2m 
• 

、山s・ts
Fig. II <本曲輪> S BO⑯建物蹄 (1/50)
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S B007建物筋 (F'ig, 10・12) 

S 8002建物跡の東棟には、北 ・東 ・fllの三方に 11111の松が巡っている。そのflj秘の1粕1側には SX023敷石追情

が広がっているが、さらにそのI悧渭に、この建物蹂Iii記；rtされている。 S8002建物跡より、約7.501離れる。

この遺情1:ついては、わずかに 2-3伽の石を確認でさるに過ぎず、その焚石配詮をは と人ど維泌できていな

い。..:のため、建物が.::..::.に{f{iしていたのか、やや疑間である。傍柾でしかないが、この遺構の西側に配訳 さ

れている SX031飛石遺情が、 Sll006l..ll物跡に↑る SX030飛石遺構と分かれてこの付近まで延ぴていることか

ら、一紀、佳物跡を推走している。規校的には、その一帝の状況から判断して、やはり S13006建物蹄とH程度

のものを想定せざるを得ないであろう 。詳細については．不11/-Jの遺1昇である。
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S 8040門路 (Fig.14、PL.11-13) 

丘陵裾から主邪へ通じる大手辺を 1こがると、本曲綸と北1111輪のそれぞれに通じる二方向の石段がよけられてい

る。このf"I跨は、その本1111輪側へ111進する SX037石段に付屈して配骰されたものである。

S X037石段は 6段萩いているが、その南側餃上段部より約1.2m躍れたところに、この1"1跡の礎石が東jltjに2

憫並んでいる。その心心距離は、4.38m。磋石にはかなり 頂姑感のある石材を用いていると .:,7;っから、1門の規殷

としては大さなものであっfふことは窺える。 しかし、この状況からは、櫓門な どのいわゆる本格的な城l"Iを想定

することはでさ ない。ml糸な造りのようである。

西ll!9のものは長さ I.Im・$:;II.Omのほぼ方形の野面石、また束1博のもの1:1.f乏さ I.Om・幅0.65mの長方形の粗

割石である。なお、東側の石材には、その割り跡を示す矢穴が 5箇所残っている。その9晶Jl-16cm・深さ 7(111で、

かなり ~,1.;に掘り込まれている。8式の石割り技法である。

-23-



Fig. 13 <主郭（本曲輪 ・北曲綸）＞ 大手口 (1/200)
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・石段跡

S X037石段跡 (Fig.14、PL.11-13) 

t郭へ辿 じるK予・JUは、延々と 115mも杖いているが、それを上がり終えたところに西および1tJ側へ,;りかう ィ；

段が設けられているv *石段は、その人予追からはlf11¥進するiii阻9に配四された石段である。 さらに、その1lifllll

.I: 位には S80401"]蹄も[~かれているとこ 7,から、；「（要なm人I)IJのひとつを形成していたものと名えられる。

特に、それらの溝応状況および位閥関係からみると. 4-1111輪への最初のl~l"Iであり、その内部へはさらに1tiヘ ii(

進した後、 西へ折れて SX038石段を通り、そして1t/ヘ1111がってSX033石役を I:らなければ到注しないという 一

述の竪II.Iな防御牒能をイiしているところからみて、この場所がまさにそのJ.:.f-U If"!) といえよ ，i， また．その

伐能をさら1:,岱めるものとして 、.:iいらの通路の正面iあるいは仰l血には、必ずSA034上培の配詮もなされてい

る。

紋上段を失っているが、段としては、1~ 6 段設けている しかし、それらは¢柑かの}j向に延びておらず、 F Lit 

11!1) 2段は人:f.it:iとはぽ圃じ）i向でii¥かれているが. 3段IIではそれより/,'I11り）開へ8度、そして残る I:l1IJ 

11!1) 3段ではそれよりさらに13度はど折れていく しりは1よ、下3段と」:3段とで異なっており 、前/'i・が5.0m、そ

l
l
l
O"
IS
 

q
 

｀``

 

咳

な
’

~ 

ぐ

Fig. 14 <本曲輪> S X037石段蹄、 SBO•JOl"I跨 (J/80)
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して後行が5.65rnであ I')、.I'.蘭lがやや9広い。 また、蹄み船も一；としておらず、舷上段は不明であるが、上から

1.06・1.30-2.20・1.20-2.20それに1.75mとな っている。 しかし、 各段の9品は概ねかなり広く設定されている。

蹴上げは、上から0.30・0.16・0.20・0.20そして0.20mである。 また、その勾配は下段部が約8J虻、 上段部が的

II度であ り、かなり緩やかである。その使用した石材は、".面石あるいは粗割石である。

S X033石段跡 (Fig.27、PL. 14) 

S 8001建物路の東憫約12mのところに、この遣構は6聞骰されている。本曲輪内へのII¥人り[lとなる石段と し

ては他に1111綸jltj濡部にもみられるが、 .:のSX033石段跡の方が．丘陵の北閥褐部から延ぴる人手辺からSX037 

石段跡. S 80401'1跡、 SX038石段跡へとた どる追程の故終の関門 ともなっている状況からみて、この1U1佐のな

かでもir{jたな虎nであったと考えられる。

段1よ;1t5段が殴Itられている。紺は北側 2

段が4.3m・南fl!IJ3段が4.0mであり、石段の

上段の方がやや狭い，、 踏み輻は、下段側から

1.3・0.95・0.9、そして1.2mである。蹴上

げは0.J6-0.34mはどで、その勾配は約JO度
2m Fig. 15 <本曲輪> S X038石段蹄 (1/80) で緩やかである。また、その使Illした石材(;j

G .,,._. 芦

~ 

。

＇ 

E
N
.
～5

 ~ ／
 

・。口量
0”

いずれも,,.而石であ り、 各段に 7-9似lの石

を用いている。

石段は、東側lを'.S/¥034土）：lとそれにつづ

<SX009石摂、またill/ll!IをSX 010石）；｛で

各々防御されている• (I し し、その1•i側の塁線

の延ぴは撮っておらず、方向としては喰い

迩っている。つまり 、東側のものは石段のm
3・4段、そして西側は石段の北）段のと.:.

ろから1tfに折れて、それぞれ取り付いており 、

東『9の石）：りの方が1nfiPJrn11輪l勺祁）に引<! 昇

造を採っている。

Fig. 16 <本曲輪> S X032石段蹄 (1/80)

゜
4m 

S X038石段跡 (Fig. 15) 

1i1f述の本1り！輪 J.:.手口となる SX 037石段

跡 ・SB0401"1跡を抜け、砂利敷の通路を右

折 したところに配誼された6段跡である。こ

れをJ・.がると、本till恰への舷後の進入に1であ

るSX033石段蹄に至る。

残存状況はあまり良好ではないが、石段は

上下 2段のものである。上段部は石材 1個L

か残灯・せず、また下段部もrli請の一部を欠く 。
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―- - S X033石段路 ・SX009. 010石塁跨立面
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似は、現イ9部分で3.81,n、復元S.Smはどか。跨み幅は0.56m。蹴上げは0.25,n。その勾んは約24度であり、

やや急である。また、使Jllした石材は野面石あるいi;l..ffl割石である。

S X032石段路 (Fig.16、rL. 15) 

先述のように、 SB002建物跡のff/1111にはS8006・007建物跡の 2l成が配誼されている。そして、..:itらには、

それぞれに飛石が取り付いているが、やがてその伝いは一になり｀さらに延ぴる。それをたどっていくと、 !Ill輪

丙開に設；fられた上謀のはぽ中央を切って、そ して外部 (SX4l延段）へと祓いている．その下ってい<W11!1外

法而上に、.:の石段は造られている。SX033石段に比ぺて．簡#iな趣の遺構である。

石段は、現状では~t 6段分しか確認することがでさないが、西側の下から 2段目を欠いているようであり，元

火は 7 段であったと．思われる。 各段の蹄み·~は約0.7-0.Smで、狭い。その餃上段を除いて、各々 2洞の野画石

を用いて．造っている。蹴上げは約0.2m。その勾配は30度で、かなり急である。

石垣 ・ 石坦 • 石列

S X009石塁跡 (Fig.17) 

S X033石役跡の東開に取り付くもので、その東開に連絞するSA034土棋跡と一体となって、本曲輪北ll!Iの~)j

岬を形成していた沿t/11である。これらは、 ・人・手道の方向に対Lてはぽ正対するI立骰に配されている。

長さ4.51110 0呂は束側2.35m・1閲憫1.95mであり 、石段憫の河方向へやや狭 くなっていく 。また、必さは北面

0.95m・ft,fffii0.33mであり、やはり北面の方がj';f,い。使用した石材はいずれも野面石で、北1l!I)に積まれているも

のはやや大きめである。

S X010石塁跡 (Fig.17、r1.. 18) 

S X033石段跨の西側に取り付くもので、その東側に配殴された SX009石嬰跡それにSA034土嬰跡と共に、

本1り1輪の北Oilを防御していた遺111である。楳線は、石段部分で東西方向から南へはぽ矩折れしており 、庚っ直ぐ

取り付く SX009石壌跡とは状況を異にする。また、石塁の西塙は、 SXOl2石抵跡と接して止ま る。

長さは東西II.Im・南北3.9m、位は東西部分1.4m・ 南北部分I.Smである。 また、麻さは北面0.8m・;ti而

0.lmであ り、この石!;¥¥亦もやはり北fl!!が硲い。但し、この北面の石積みは西方向へ延びるにつれて、次第に低

くなる。f史）llした石材は野面石で、やや大きめのものを 1-2個用いている。

なお、この石晶跡の南憫には、SXOI9敷石が広がる。

S X012石塁跡 (Fig.18, P L. 18) 

やはり ,11:;のSA034土坦跡、 SX009・010石梨跡と共に、火手と本JUI綸を画する遺溝である。 SXOIO石嬰跡

とSXOl3石虹の境界部分を起点として．北側に兵っ直ぐ延ぴる石品跡であ り、特に、 SXOIO石塁跡とは、その

西端部で矩折れの配骰を採る。

北沿部を欠失しており、現{/:する長さ9.8m、幅1.0-1.lm。また．窃さは0.16-0.56mであり ．その取り付

< S XOl3./i垣よ りもやや低い。現状では、石は積み上げられていない。

なお、この石担跡の東西而側には、一而に砂利を敷いている。
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S X013石垣 (f'ig.18) 

S X012石投跡を挟んで、東側のSXOIO石翔蹄 と接絞する遺!/IIである。その並ぴは 東洒方向で、S XOJO石培

跡 とlu1じであるが、配ii<としては一線に協っていない．

へJ、とく延ぴている。
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S X013石垣 (Fig.18) 

S XOl2石媒跡を挟んで、東開の SXOJO石塁跡と接粒する遺溝である。その並びは東洒方向で、S XOIO石嬰

跳と l•J じであるが、配四としては一線に楢っていない。

ヘ長く延ひている。
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長さ 15.4m。/:'Iiさは0.4-0.?mで低く．その北開平JH.部 (SX 029敷石）よりもわずかに扁い段を造っている

に沿ぎない。その構柾には、 1-3個の野iiii石を積み上げて石煩となしている。

なお、この石煩と南側の SB001建物跡の1111には SX020敷石が広がっているが、石面の星線から南側帖約 Im

の1111には、これらの砂利石の広がりはみられない。

S X017石列

S 8003建物跡の東西両開は石列に依り区jilijされているが、本石列はその東側に配雹されたものである。石列

は南北方向に延ぴており、その北r.:iには石段も付設されている。

長さ6.8m、裔さ約0.3rn。その並ぴは野面石を連絞させて造っており、東面を揃える。ただし、北方向へいく

につれて、］段低い位：笛にある石段と捧り合わせるために、石煩にして高めている。

なお、石段は SX036不叩遺情の方へ下るためのものであり、その初段は SX026敷石の面と同 じ称さにある。

段は 2段しかなく、その石段幅l.36m+a・ 踏み＄晶0.28m・蹴上げ0.24mの小規校なものである。

S X018石列

S X017石列と反対方向、 SB003建物跡の西側を区両するものである。

この石夕~)は、そのは 1が中央を S 13004建物跡に横切られており、品線としては分断される。一部分を欠いてお

り、残存する長さは、北側2.3m・1H側3.9mである。その並ぴは、やはり野面石を連絨させて造っており、洒側

を揃える。

敷石迫構

S X019敷石 (PL. 18) 

S 8001建物跡の北東部に位骰 し、 SXOJO石嬰とのJfl)に広がる遺構である。

その範囲は、西11!11こついては SX020敷石とのJflJに幅約0.7m・長さ約 4mほどのIIIJ隙があることから推定できる

が、他の東及び1iJ開の広がりは一定しておらず、確定し得ない。現状では、東西の般大幅約 6m・南北の政);../;j

3.Sm。石材は細かい砂利である。

S X020敷石 (PL. 18) 

S 8001建物跡の北側 （表開）に位誼する。四方には、北に SXOl3石只、束に SXOII不明遺構、 1fiにS8001 

建物跡、そして西に SXOJ4塀跡の各遺構が配詮されている。

敷石の範囲は、それらの各遺構との状況からほぼ推定できる。たとえば、北 ・東そして西の各側については、

その各々隣接する遺構との1111にみられる111]隙、 また附側は SB001建物跡とのJIilにほぼ一線を袖iする砂利の分布

状況から、それぞれの棧と した。それに依ると、敷石は東西約14.Sm・南北約 6mの範囲に広がっている。石材

は細かい砂利である。
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S X021敷石

S 8001建物跡の南開（裏憫）に位誼する。周囲には、他に遺構1ょ配箆されていない。

敷石の範l用は、他のものと比ぺてやや狭い。また、その分布状況をみると 、定形の広がりをなしていない。最

人糾約5.5m、最小9は約2.6mである．石材は細かい砂利である。

S X022敷石

S 13002達物跡の束講に位霰する。SB001建物粉とのIUJには、.:.の遠1昇しか"'営されていない。

敷石の範圃は、他のものと比ぺてかなり狭い。また、その分布状況をみると、定形の広がりをなしていない。

汲'):_幅約3m・敵小幅約1.5mである。石材は細かい砂f1)である。

S X023敷石 (PL.20) 

S 0002述物跡とS0007迂物跡とのIUJに位i在している。その配設をみると、 SB002建物跨の東棟利松 （裏

開）に接している状況を確認でさることから、それとの関連が強いと考えられる。

石は、長方形の範圃1こ敷かれているようであり 、その対角の位罰と思われる北東及び市西の各々の悶部を検Ill

している。 それによると、東西栢6.8m · r~北似3.5mの広がりをもつことになる。石材は細かい砂和）である．

なお、この敷石の西辺部分は、 SB002建物跡の西棟の西側紐石列とその方向がはぱ/iiiっている。

S X024敷石 (PL. 19・20) 

S 8002建物跡とS8006建物跡との間に位詮している。その配置をみると. S X023救石の例と同様.S 13002 

建物踪の西棟酎憫 （裏間）に接している状況を確認でさる。,;.いの関述は、や1より強いと考えられる。

石は、南丙部分にまったくみられないために不確定であるが、長方形の範1/l!Iこ敷かれていたと推定する。ある

いは、現状そのままの台形かもしれない。ー/.じ、 rtl西部を除く各部に、その隅々の状況を確認でさる。それによ

ると、東西幅約7.5m・南北紐約5.4mの広がりをもつことになる。石材は、他のものと代なり、数Clllほどの偏平

な丸い石であり 、それらをやや重ね合わせながら、敷き詰めている。

なお、この敷石の北辺部分は. S 8002建物跡の西棟のI酎慨礎石列とその方向がはぽ憐っている。

S X025敷石 (PL. 19) 

S 13002建物跡の西flllJ2.3niのところに位甚している。その配設において、.:.の建物跡の北西隣部とさらに石敷

きで述続させる他、建物の内北中軸線ともその方向を揃えている状況からみると、 ti・.いの関連はかなり強いと考

えられる。

敷石の残存状況はさわめて良奸であり、細艮い長方形の範囲に敷かれているのを確認することがでさる。東西

幅 lm・ 南北幅!I.Omの広がりである。石材は細かい砂利である。

この敷石の北端部から東側のS8002建物蹄へさらに敷石が通じており 、.:.れらの石敷さと SX024敷石の分布

により 、S8002建物跡の西側には、それらに区j1hiされた一定の空間域が生じている。その範阿は、東洒約

2.2m・ft;/北約7.0mであ り、あまり）よくない。なお、このSX025敷石の北沿部は、 S13002建物跡の北側礎石列

とその方向がほぽ揃っている。
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S X026敷石 (PI.. 19} 

S B 002建物蹄の北開（前~til に位il't している しかし、そのnmをみると、 S13003建物跡の東 ・1tiそして111j

の:C.:)iをIIり人でいることから..: ちらの建物と関わっていることはIJJらかである．

その敷石の範IIりは、 ::方ともはIf確認でさる。たとえば、 東能lはSX017石'iii、西側はSXOl8石クlj、そしてlti

側は束~lj方1りにはIf―線を袖iする石の、i~び）jをもって、それぞれ）gと名える.:とがでさよう。それによると 、東

開はS13003建物粉より約2m、西fillよ約4"'. そして1ti飩lは約2.3mの範IJりに石は敷かれている

なお．石材1よ砂利でもなく、また SX024敷石例のは平石でもない。丸みが強く．長径15cm佐度のやや人きめ

の6を使用 しており、これをかなり J芍u:敷さ J.~めているものである。現状では、この石材は本帥跡の北・11り）i、

細!II忠輿陣跨の西側海/j1(通祢人f.lillDにしか9名しない特別なものであり、本IHI輪,,.,においても、本i州の他には

S X028敷石にしか使用されていない。

S X027敷石

S U00-1注物跡と SB005建物跡のIii!に位硲しているが、敷石としては一連ではない つまり、敷石1よ.::o>SB 

004建物跡の延長域には無く、 1W北に分断した形で敷かれているのである。このことから S13004述物跡の情造、

特にその注物範皿I~ついてぢえると、ひとつ1よ.::の建物がSXOJ8石りりの ところまでで終わり、その先の区域は

通路であ った.::と．またひとつはそこに通路はなく 、その区域までの全体が建物部分であったこと の2通りの配

in! 関係が想定される。現状ではj!IJ断し得ないが、後れ＇とした場令．その延 J乏域の中央よ りやや東寄り ISX018 

石ダ!Ji州謂）において11/北 1ぷI~ぷ 21彫1のfiの町I:が疑Ill!と思われる。

S X028敷石

S 8001建物跡のIII西)J約!Omのところに 1個の）S石がNiっており＂その北側にこの敷石は分布している →分

布としては2筒所に分かれているが、いずれもその範()りは狭い。その状況からみると 、原状を保っていないよう

であり ．令（和の様子を窺 う.:.とは困帷である。石材は、 SX026敷石の例と""様で、）Lみが強いやや大さめのイi

である。

S X029敷石 (PL.18・19) 

S BOO! 建物跨の北/j(本曲輪ii1il(li)、一段低いと.:.ろに位閥している。分布範IJIJとしては、4'1111位でも1,,:).:

規模のものである。

その範1!11は、[/Q}iともIiぽ確，忍でさる。東開IJ.S XOl2石棋.,umoはSX O l 3石.hiで明確に)~昇と Lている他會

西ll!IIJ.S X 036不明逍構の~ir..、そして北ft!IIJ.束西方向にはIf一線を直iする敷石の分布をもって、およそ判断で

さよう 。 その広がりは），~本的にはK11形であり、東西船約18 ,n · 南北船約Sm。 しかし、その北東隅の一定範I!り

に敷石を欠く反面、逆にl!Ti叫渇には突Illして分布するなど、ここに何らかの意図的な配詮が窺われる。今、 1iil名

は本111,輪の北溢1こ面し、礎石と思われる石の配散をみる こと やSX 012,fi媒に接 していることから、一}j、後r,

はSX036杓りI道1昇のなかに この箇所だけが人り込む状況からもえて、それぞれにllilわるIll人り LIと推定 してい

る。ii¥/行は2.0X3.0m、後者は2.0X2.0mの規段であろう 。1史Illしている石材は、細かい砂利である。
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飛石遺構

S X03()JR石 (PL. 15) 

本曲輪招手の SX032石段跡と S8006建物跡の1111を結んでいる。その伝いは SX032石段跡から約 4mまでは

はぽ其っ直ぐ進むが、そこで大きく南方向へ折れた後、 SX052・S X246・S X031飛石への分岐、そして S8 

006建物跨へとたどるに従い、ゆるやかに弧を描きながら、その方向を最終的に南東へと変えている。その総延

長は約38mであり、かなり托い。この飛石にはほとんど0.5m程度のものを使用しているが、所々にかなり火さ

めの石も配紺している。すぺて自然石である。

S X031飛石

S X030飛石から分かれて、 S8007建物跡へと至るものである。その分岐点は SB006建物跡の手前約 5mの

ところ 1:ある。ここに屯釦らしき大きめの石を紅き、そこから南方向へ向けてやはり弧を描きながら、 SB

007建物跡へと伝っている。総延長は17m程度か。使用している石は、やはり0.5m位のものが多い。すぺて自然

石である。

旗竿石 ・手水石

S X052旗竿石 (F'ig. 20・21、PL.23) 

・ S X030飛石がSB006建物跡へ到達する地点より、約10m手前でi柘ri'liへ人きく折れて飛石が延びる。その短い

飛石の先端に、この旗竿石がみられる。最大長1.48m・紋大幅1. 18mの自然の石であ り 、そのI~凸のある石面の

は1が中央に大を穿っている。穴はIiぽ正IIJであり、 i/1:i釜0.26m・深さ0.30m。

S X249手水石 (Fig.20・21) 

S XOS2旗竿石の例と同様、S13006建物跡の約21m手liりで SX030飛石から分かれる飛石があり、その先沿に

やや大さめの石が 11¥11配骰されている。/JU工は施されていないが、自然の石を大きく祖割りにして、その凹面を

上にして据えているところから、一応手水体ではないかと名”える。最,・人長1.72m・I!!!面の深さ0.lm。

52.6m 52.2m 

゜
Im 

一

I 
Fig. 20 <本曲輪> S X052旗竿石、 SX249手水石 (1/40)

5
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延段遺構

S X041延段 (F'ig. 22、

本曲輪の西端、招手に配iltされてい

る。この延段は、その虎口部分に設It

られた SX032石段と、主郭北洒部に

位償し郭全体の括手となる通路 (SX 

063) をつなぐものである。SX032石

段からは北東方向にほぼ一I似線に延ぴ

ており． ゆるやかに下っていく 。延段

の投さ 16.0m・f品0.8m前後 ・傾斜角

6度。そのうち、一定幅をとる延石部

分は托さ13.2mであり、通路へ下る穀

先端部では、別に).;.きめの平石 11Wを

跨み石として配詮している。使用した

石は野面石がほとんどであるが、一部

に祖割石もみられる。そして、それら

の石面を巧みに利用し、 9品を一定に憤

えている。

なお、本遺構は S0035空堀の直」；

に位四しており、

ど埋めた後、

.:.の空堀を1.6mIi 

ここに新たに配il!LIここ

とが判明している。

土烈 ・空堀

S A034土塁 (Fig.23・24) 

本曲輪は、大手庇口部分だけには石

品を採用しているが、

PL. 16) 

その他の箇所で

は、周圃に延々と土坦 (SA 034土

J;¥) を巡らせることによって、その防

卸としているようである。特に、曲輪

の洒 ・ 1♦1 そして束側においては、その

外側にさらに空堀 (SD035空堀）

配誼する ことで、

を

より竪J/;Jな防卸機能

を保とうとしていることが窺える。

土埓は、 北側の一部を除いて、その

残存状況が良好であるため、塁線の走

りも明瞭に追う.:とができる。そのな
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かで、曲輪の北西溢部をめぐるものだけは、やや特

代な状況を示している。

ここでは、嬰線はSX033石段に付設する SX009 

石坦から東方向へ約12m絞いた後に、北には1よiii.角

に折れて約10,n、次いで東1こ折れて約20m、そして、

さらに.,.,両方向には しって、曲輪南捐へと祖り込人

でおり、本1り1輪から北東部に突出したこの区域を大

さく囲t,,t: りとなっている。

つまり、この区域は平面が北東から北方向への矩

折れの変形でかなり狭いが、明らかに他より 一段低

く下げられていること 、そしてこのように蒻い土投が巡っていることからからみて、ひとつの小ilb輪を形成 して

a -a・ 1 b-b 1 C - C # 

敷
： 

4. J ： 6. 7 ： 7. 5 
： ： 

悧 I. 3 I I. 6 ： 1. 5 

内 法 1. 9 l 3. 8 i 4. 6 ： 

外 法 5. 8 ： 6. 0 j 2. 9 ： 

必さ （内側） 1. 0 i I. ,, l l. 8 ： 

（外側） 3. 9 j 3. 8 ： 2. 2 ： 

l<l SA034土）；収の各部一笈 I肘．位 (m)

いるものと考えられる。 まにその位骰関係からみる と 、 ~II輪としては人手筋の正面及び束但9に対して、 1肯染さ

れたものであ り、SA034土益は、 SX037石段跡、 S130401"1跡そ して SX038石段跡へと進む経路に対 して、袖

い横矢の横能をもって忙詮されていることが窺える。いわゆる片袖の横矢枡形の惰造によるものといえよう 0

この箇所の土品各部の（復元）規楳は、右上表のとおりである。

a 53.0m a, b― 54.0m b, 

C 
54.0m C, 

Fig. 24 <本曲輪> S f¥034上塁断面 (1/200)

。
IOm 

S0035空堀 (Fig.25-28、 PL.21-23) 

本1ll1輪の南隅斜,ra.それに両 ・北西の各ブjli,Jに延びる文．丘駿との分断を1•;11 るために ． 一条の空堀 <s oo:is • 
0-15) が配沢されている。 .::の空堀自体は本~II綸の防御を図るものであるが、地形的に派生して紬くそれらご．筋

の・x丘陵においては、その空堀の外開に、西曲輪とのIIりで一条、そして北西ILLL輪の間で二条の堀l;IJを堀って、さ

らに相,,:の防御 を強化しているようである。

そのS0035空堀であるが、本曲輪の南開傾斜面上 （保高49m前後）を、東から西へは(;I'.元の地形に添って

巡っているなかで、曲綸1t.J東部の一節祈だけには鉤形の折れを造り、外開へ張り /I',させている。それから、さら

に曲輪南西屈部へと延ぴ、そ.::で北と西の二方向に分かれている。そのうち、北へはぱ直fりに折れるものを SD
＼ 

035空堀のつづさとしている。この空堀は、本UII綸惰手方向を防御する配骰のものであるが、その北半部を)II[め

た後、先述のSX041延段を新たに造っており、ここには遠情の新l□I関係が窺える。

空堀は、堀底に帖0.8mはどの広さをもっているが、 lbr面と LてはV字形を込している。その傾斜は、やはり

-40 -



Sl.7nt 

52.Sm 

52.8m 

52.Sm 

第 1地点 （東面）

I ti! 茶褐色1:
2 褐色・t
3 褐色t
4 凩褐色上
5 lfr船色土
6 Ill茶褐色:f:
？ 晴赤褐色t(I: 復部）

8 褐色t
9 lU: 

第2地点 （西面）

1 貨渇色土
2 赤褐色J:
3 fl¥褐色 I:
4 Ill茶褐色i;(t塁部）
5 'l<t 

第3地点 （西面）

1 渇色：I: 
2 • 
3 • 
•1 貨褐色土
5 掲色・I;
6 ~, 土

第 3地点 （拡張部西面）

1 赤褐色士
2 陪褐色士

3 赤褐色土（＂灰色土糾じり）
Iヽ ti! 褐色土( . ) 

5 1/1褐色土
6 /J.I褐色上
1 ta 

゜
Fig. 25 く本曲綸> S D035空堀土膚断面 I(l/200) 

IOm 

ー、11-



第 3地点（東面）

I ;Ji; 褐色土
2 • 
3 閉褐色土
4 赤褐色土
5 表土

52.Srn 

52.6m 

第 4地点 （西面）

1 褐色土 6 黒色士
2 ” （混じりtiり） 7 赤褐色士
3 ． （砂只） 8 Ill褐色土
4 ． 9 去上
5 印褐e:1:

51.6m 

第5地点 （西面）

I 陪貨褐色土（帖只）
2 囀

3 貨褐色士
4 問褐色土
5 明褐色士（混じり打り）
6 • 
7 表土

51.4m 

第6地点（西面）

1 哨貨掲色土（砂詮じり）
2 • 
3 褐色土（沿じりfil'J)
4 囀

5 明渇色J:
6 褐色土
7 咽褐色土
8 #褐色土
9 去土

Fig. 26 <本曲輪> S D035空堀ナ府断ilil2 (J /200) ゜
IOm 
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第 7地点 （北面）

1 明渇色t
2 晴褐色上
3 lLヒ

52.Gm 

第8地点 (tfi面）

I IU: 

52.5m 

~I 

52.2m 

第9地点

1 赤褐色上
2 褐色土

3 ·~ 褐色t
4 黄褐色土
5 表土

52.6m 

士 塁

第10地点（北面）

I 渇色：I: 
2 表七

Fig. 27 <本曲綸> S D035空堀土崩断面3 (J/200) 

゜
IOm 
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1111輪間の方がやや急である。外側からの堀祁はJ.5-3.0mであり、それほど広いものではない。 しかし 、その内

測上部に位詮する S/¥034土塁との高低芯 （土坦上面一堀lif:)は、いずれも Sm近くあり 、かなりの防御性を保

持している。 また、各地点の土培では良好に確認でさないが、 ~3 及び第 6 地点の1訴面状況からみると＊この空

堀の外謂にも土媒が築かれていたようである。

なお、空堀の第 3 地点において．中国務の磁岱 （染付:klDll と国窪の瓦代土i~ (鍋）の破片が検出された。 い

ずれも一閥体のものであり、ほぼ堀底に近い深さから出士． している。

瓦賃上踏（鍋）

公器

瓦買士器（鍋）

D~Q 
Q ヽ

紐△
Gil<? 

，ヽ

゜
lm 

Fig. 28 く本曲輪> S 0035空堀遺物出 I:状況 Cl/20)
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その他の遺構

s xooa不明遺構

本dll輪大予石段である SX033石段は、東西I山jfl!IJを石）1によって1鼻哭されている。本渭情は、その西側イ沢；！

(S XOIO石埠跡）の知折れl勺0月部分にみられるものである。

'I判rfiiは、）］形である。北およ び東側Ifill!S X 010石-':!蹄のものをそのまま使用し 、西開と,tJIUりに祈たに石を斯

ぇ閥いて、形と為したものである，それら四面とも、石列の1/iiはl勺側に揃っており、東西約2.4m・11/北約2.2m

である。

.:..の状況からみる と、 SXOIO石媒跡と怖い係わりをもつものと考えられよう 。 LかL、その,,りおよび1ti1f1j ダ•J

がSXOIO石棋より新しく 糾まれているということやその石ダリの）/;;~ が1-t~りである という.:..とからみると、.:..の

遺惰が当初のものであるのか疑mlとして残る。

S X011不明遺構

S BOOI建物跡の北側 (1i,J1!ii)に広がる SX019敷石とSX020敷石の111!1らそのような敷石がはとんど分布し

ていない筒ijiがみられる。この空f'lとなる区域が、SX012石棋跡のはぽ,i1mi延長線.t.にある。幅約0.7m・ 艮さ

約4'"の範1111に細長 く111へ9広がっていることや、この位社がSXOJO・012石.':!跡およびSX013石虹の各j酎，Y/IT)

接点にあたっていることから .(•~ 跡に係わる遺構の一つとして 、 ,~とえば板塀跡などが想定されている。

S X014不明遺構

＂妬述し ,~s noo1建物跡北側のsxozo敷石には、 SXOJI不lPI遺構の他に西側にもう 1筒所の敷石の途りJれが

みられる。ゃはり SXOllイ；明遺情と同様の状況であり、その空白 となる区域は転約0.7m・Jiさ約5mの範訓に、

細長く lfiへ延ぴて いもその北1;;;はSXOl3石Jr(の西燐を始点としているとこ 7,から、これとの係わりをもつと

息われる。

S X0l5・016不明遺構

S B001建物跡とS8002建物跡の11111:、計 3閥の石が東西Ji向に並んでいる。その0雌しが1J,J建物ill'の泣も北開

の礎石柱列 と 方向をはぱl•l じくしている.: と、ま た、達物跡前1面に広がる SX020敷石の紋も1柑開のに接し てい

ることな どからみて 、この場所を直線(1¥Jにj!liす惜造物、つま り塀などのff.{i'が考えられる。

各悦石IiりのiE雌は、東から1.7mと2.2,nであるが、その西端の石は、 SX020敷石がIii西端で1りJU!/.に張り出す

分布状況からすると 、東へやや移動 しているのかもしれない。

S X036不明遺構

S 8002紐物跡の北1111{前面）には、S8003-005辻物跡が配i7(されているが、この東隣:Iこ礎石も敷石も まっ

た<1l-{1: しない広く平JfJ_な区域がみられる。

ー帝は、内側を SX OJ 7石列、 1♦1および束側を S X029敷石、そ して北lli'lを上星で皿まれている。それから判断

すると 、東lll!(J)一部に SX029敷石が人 り込んでいるが、東西幅約J0.7m・南北,.1約JO.Sinのはl;l'/j形をな して

いることが窺える。(v.i7tl't-Jにみて、まった＜ イりにも屈JIilされなかったとは考えにくいが、このよ うな状i兄からは

:,r.(本的な構造物のイ輝；はまったく 推定でさない。
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(2)北曲輪 (Fig.29、PL. 4) 

*'りl輪の前面（北側）に配閃 されたdll輪である。ただし、 1Aj曲輪の間には．他の曲輪にみられるような堀切で

のI引娩な分断はなされておらず、巾・なる土品による境界を設けているに過ぎない。

後述するUII輪内の遺構の状況からみても、ひとつの小独のIり）輪としてではなく、本l祖輪に付成する r区j丸とし

て捉えられるぺさところであろう 。 しかし 、その r区域」の範机lを示すにも、北憫を東西に延ぴる石桓 ISX 

050) で投としている以外に明瞭なものはない。 一Li:•、東側は主祁の大手道、そ してi釦開はやはり主郭の附手辺

の~~jr( をもって、ひとつの境界と名えるしかないようである。

また亀 1/fj憫は地形としても長く延びており．その広が1)は大さい。ゃは 1)、区袖iを明煎に示すii!lllilよみられな

ぃ。ただ.1rt/膳へ広がるなかで、 J箇所に段落があるに過ぎない。

出人り n は、 1111輪削東部に~~il't されている。 本丘陵の北裾部からの長い通路（主郭大手辺） を上がり詰めたと

ころで、本IUI輪J.:.手と分かれて西側へ折れる石段 (SX039)が、それである。 しかし、この石段から紐く 北lill

綸とのIll)には、I'りな どの間1引する施設は何もない。直に、曲輪令体に広がる砂利敷、そしてそのIll)にl(:(1,する自

然6の一群を目の当りにすることがでさる。

その分布範訓はかな り広く、この北1111輪をはぼ占布 している。.:.れらが元来この一帝にfl!::{fしていたのか、あ

るいは他のJ,O所から述んでさたのか判晰しがたいが、さらに西方には、自然的な状況での石の一詳も什在してい

る.:.とから、 riir/:',・の可能性が姦い。手を加えたとしても、大規校なものではないようであり 、その分布にも規Ull

性は iったくみられない。自然石には Iniを越すものも多く、かなり大さめで1f(io(感がある．そのうち、011輪の

1:1. ぱ中央と東端部に（姐在する石には、それぞれ 1(彫lの穴が穿たれている。いわゆる旗竿石 (SX053・054)であ

る。..:のように、自然石の一群とその周囲に敷かれている玉砂利群が、北曲輪での主要な遺I柑と考えざるを得な

い ， その状況から、この一帝を本JIii輪に関わる庭~I CS G0-16)と推定している。

他にi:な遺情としては、.:の1111輪への出人l)CIである SX039石段跡、それから西憫へ約llmのと.:.ろにみら

れる建物跡の屈礎らしさ石列 (SXい7)、それとIUI輪北面の石煩 (SXOSO)くらいにすぎない。

次に、それらの各遺けについて、詳細にみていくことにする。

S X045石列 (PL. 25) 

*'"'輪の北0りをはしる上.¥:I,は．惰手から S13003-005建物跡 ，SX036不明遺構の北側を通 り、 SX029敷石の

北東溢で終わっている。その土益の北軋IJ、つまり本IHI輪外開に付設する形で、.:の SX045石り1)1よみられる。

位骰(1りには、本LIii輪の SX029敷石の北西ほと北曲輪の SX056敷石の西溢の!Illをつないでいるが．配詮と して

は．南北にはしるその石列束側の SX039石段及び西側の主郭招手のti:いの巡路方向を必ぐものとして慣能して

いるようである。

fi列はJ所々破壊されており、その配硲と思われる石を点々と確認でさるに過ぎない。使用している石材は小版

りで、それらの石1面を束側に揃えている。残{f.するその長さは約JIrnであるが、やや緩れて西方阿へ並ぶ石列と

述紐するのかもしれない。

なお．屯邪1計手のIll人りのために、.:の石りりの南端はl"Jとなっているuf能性もある。

一 』16-





S X047廷物跡 (PL.25) 

S X039石段を上がり、砂利敷をそのまま進むと正面右 （北） O!IIここの遺構がみられる。

遺構は鉤形に折れる列石であり、東側からl-酎1111に迷絞して配硲されている。その東1111の列石北端が砂利敷の範

皿J卜．まっていること、また、南罰のはしりもその砂利敷の方向とほぼ同じであることから、この遺構と砂利敷さ

とはなんらかの関連があるものと推定される。

使用している石材はかなり小板りで、それらの石面をそれぞれ束と南側のいずれも外1111へ揃えている。しかし、

その列石に1用まれた内側は無ではなく、因囲と同様に砂利が全面に敷かれている。東憫列石の延長3.Srn、南側

の残存長4.I"' • 

Fig. 30 く北曲輪> SX039石段跡 (1/160)0. 

S X053旗竿石 (Fig.31、PL.27) 

以上のような状況からみて、本陣跡で確認されて

いる他の建物や塀などと同じ構造のものを想定する

ことは難しいと思われる。しかし、そのようなもの

ではないとすると、何が存在していたのか判Ill]しな

し‘． 
S X039石段跡 (Fig.30、PL.25) 

北曲輪への出入り 口であるが、その市側に存在す

るSX029敷石部に本曲輪へのひとつの出入り口が

想定されることから、そこに至る通路としても懐能

していたことが考えられる。

石段はかなり欠失しており 、残存状況は良好では

ない。上方で 2段がみられるほかは、下方に石段の

存在を窺わせる石列を 2箇所で確認できるに過ぎな

し‘•

その上段においては｀幅約6m・跨み紺2m、そ

して蹴上げは0.44m。全体の勾配は約13度で、緩や

かである。

なお、.::の石段の最下段に付設して、その1打側裾

部に長さ4.3mはどの列石がみられる。使用してい
4m ＝ る石は石段のそれと比べるとかなり,1ヽ版りで、それ

らの石而を南恨9に揺えて四いている。

北dll輪の中央北寄りに位置している。やや大さな自然石であり、長さ2.40m・幅）.57rn・ 窃さ0.55m+ a。そ

の上面平坦部に穴を穿っているが、かなりi相側に呑っている。,'(は1が幻EP-1であり．直径0.、13m・深さ0.23m。

なお、その周囲ー佑にはかな り多くの玉砂利が敷かれている。
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S X054旗竿石 !Fig.31) 

北1111恰の東沿、大和i'.i.を臨むところに[ti代している 1:.11川には、この他にまった＜逍栴を確品することがでさ

ず、その虻ir,状況において他の旗平石とやや料なっている。11:lllした石は、や1より自然石のままであり 、長さ

1.65m・,』1.50m・硲さ0.63m+a。そのほぼ中央に穴を穿っている. , ·~ はIiぼ」1:11]であり、 11(if0.36n1・深さ

0.25m, 

52.9m 51.2111 

‘
 

、4 -. こ::-―̀
/ 

゜ S X053 

Fig. 31 <」t~1l輪> S X053・054旗竿6 (I /40) ゜
2m 

S X050石垣 (Fig.32、rI .. 28) 

北!Ill輪の北沿つまり名涵9谷城とはlfllりかい合うl,Zi代1こ111築された石h(である。.:の七邪部のなかではこれは

どの規代の石hiはなく ．最も本格(Iりなものといえる。

石出は、北面を主としてその束匹面1阻1こllrれて絞く 構成となっているが、それらで北1111輪の北fl!I仝域をIIりんで

はおらず、その東半域だけに限っている。つまり 、総石厨によりltliil!Iする構造を採ってはいない。

北,mの石Jtiは延長19.0m・残存位）,,*iJ.,15m・ 傾斜角79度、西IHIは残，，浪6.2m・残存餃k治ii.42m・ 傾斜角

801笈、それに東面1.l延:l,l:5.95m・f曳{/:位）,/:Ji0.84m・ 傾斜ft180度である。

使用 した石材は既ね,1涌i石である。その1鼻英に応しては、それらの石の控えを長く 取 り、下段の石と石のIIIJIこ

I: 段の石を積み上げていくという安定した技法で行っている。その積み方と しては、いわゆる r./ri Fl luiし積み」

と称されるものである。特に｀傾斜面 I:に構築された西及び束fi1iの石h.iにおいて、その代み力の使川はみごとで

あり、飩位購への叩姑の過政、 つまり石垣のずれを防ぐたのにはぽ水平方向へ石をmんでいくという状況を明確

に認めることができる。 また、角石は北東閑部にひとつ しか残-(f.していないが、それは)JU1: された石ではなくfl・

lill石である。もちろん、 角脇石もみられない。

以上のようなことから、これらの石煩が古式の石凧111築技法をかなり蹄まえて辿られていることが窺える。

-50-



t
u
L
.-c 

9
1
印
唱
図

'
"
l'
-5
 

|
3
 

月

三、
.D 

;:~ 
'° 

イ

g
m
旧
阻
1
F

‘,A

1
ー

ー

ヽ

ー

・

3
 

mrzs 

に`(
O
O
O
¥
-）

g『

.
'
:
J
O
S
O
X
S
 

＾
逗
―
―
―
I
~
~
>Z
t

・8
1
,
1
 

E
<
 

凹
2
阻
嶽

・＇」
＇

|
p
 

゜

-51 -



(3)大手曲輪 /Fig.33・34. P L . 29・30) 

本丘陵から北および北東方向に延ぴる二筋のIt根の1111を絹うように、本tlll佐 ・北曲輪の大和C/111よって設けら

れているが、そのヒり llill/脇 （右手）に、この曲輪は配沢されている。r:i:inとして、 他の1111恰がいずれも lテ政の

ぶj所に代かれているのに対し、唯一根部の低い所に配;nされていることから、この).:.手辺の防師をいかに成要視

していたかが窺えるs

地形的には、主祁 （北Ill!佐）の所在する斤陵頂部から北東方向にやや傾斜の'Mlい尾根がみられるが、その16根

附近くの束側傾斜ifii部分に位霞している。 Lかし、その自然地形をそのまま利用しているのではなく、その1£.t;ク

ー帝の掘削と排出した I:砂の盛土による人規扱な地業を行って、曲輪の店位を造り出している。.Jll1'1:では、掘削

は印凌斜面から東へ約12mの範II~:! で、そ して、それより大手逍まではばり上により、 ii'!成されていることを確

認している。この点でも 、他の曲輪の形成とゾくさく異なる状況を示Lていよう。

1111輪は．束洒約21.5,n・ 南北約20-28rnの平面介形状をなしており、奥が8mほど狭い。もちろん、人fillに

接する東蘭9を開いてお I)、その中央よりややrtr謂に出人り口となる石段を設けている。それを上がると、 1111輪の

内部には、最も奥1111の建物跡を中心として、土樅 ・飛石 ・i昇、それに柵な どがその一布に梃中して配骰されてい

る。その他には、 1川輪l.ll人り口の1酎開にSxoss・086の不明遺構がみられるにすぎないn

建物跡は 2械 (S8078・080}であり、 1111佑造成のために丘陵を人さく削平したその西開収面近くに、いずれ

も建てられている。 この両建物跡は南北）i向に並んでおり、その1111開2.85mと近接している。 しかし、北謂の S

B078建物粉は 東西棟であるのに)-tLて、川側のS13080建物蹄は••r北棟であること、また, If, いの中柚線も やや l'❖

なっており、 1U1輪全体からみればS8⑱0建物跡のほうが東へ少しずれるなど、その状況にやや遠いがみられる。

:l→．城は 3)!;である。それらは、曲輪洒側の削り出した斜面と主要な建物群2棟 (S8078・080)との間に、鉤

形に配沢されている。 そのうち 2基 (SK 076・077)は、S8078建物跡と S8080建物跡、もう IJ,~ ( SK 

075)はSB080述物跡とiUJ輪i"i隕の削り出した斜面とのfrtJに、それぞれみられる。 しかし ．いずれの区域でも、

その隙間は2.5-2.?mしかなく、かなり挟い空間に代かれている。

以下に、それらの主な追構について、概略していさたい，

建物跡

S B078廷物跡 (fig.35, P L. 31) 

1iHr9.88m・ 株11113.96mの東西棟の拙立柱建物跨であり、 Iり1輪西側の大さくl'iiJった斜面にほぼ接するはどに．が

せて建てられている。 その1•1北中袖線は N-El 度30分で、 1酎11111に配iri'. されている土坂群とはぽその方向をJuj じ

に取る。柱9むの残杯状況は良好であり、 1111仕切 ．柱111111概ね推定し得る。それに依ると、桁行は 51111・ 秘JIilは2

！！りで．その柱1111の・-J法は、いずれもI.98m (6.5尺）である。そのうち、西側の2rnix21111が仕り）られているが、

この悦域には建物跡とは1£並行してはしる 6条の浅い溝を、また南側桁行の柱大の間にはさらに 2側の小穴が掘

られているのを、それぞれ確認でさる。その配骰状況からみると、やはりこの建物跡の構造となんらかの関わり

をもつものと芳えられる。

柱の掘方は一部に円形のものがあるが、閑）し方形を）t木としている。一辺の妖さ0.25-0.82mであり、それは

ど人さくはない。その柱穴のほぼ中央に、柱狽を確認でさるものがいくつかみられる。 しかし、その人きさは直

径0.14-0.20mはどしかないところから、やはり、かなり細めの丸い材＊を使用していた-とが窺える。
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S 8080建物跡 (Fig.36、Pl,.31) 

桁行7.46m・梁11113.64mの南北棟の堀立柱建物跡で、その西阻IIこI1111の廂が付く 。その南北中軸線は N-ES

度45分であり 、北側のSB078建物跡や土墟詐とは、その方向をやや異にする。主凩は桁行41111・渠Jill21111で、

その往IIIJば桁行1.87m (6.16尺） ・梁間1.82m (6 . 0尺） 、廂部は桁行7.46m ・ 梁 IIり 1 . 26m 。 柱,,~の残存状況は

北側の一部を除いて、良好である。

柱の掘方は、 一部に円形のものがあるが、やはり閑丸方形を碁本としている。一辺の長さ0.36-0.64mで、S

8078建物跡のものと 阿様、あまり大きなものではない。また、この建物跡の南東悶から、構列 と考えられる小

穴 ( SX084) が南側に延びている。 方向はその東側祈行に瀾っており、その延長からみる と 、この建物のT♦l側

の空間を曲輪全体から仕りJる施設のようである。

土堀

S K075土墳(Fig.37、PL.32) 

曲伶~lj側の斜ilii咬際に位沢 しており、 S 8080注物跡の廂部分からも ．わずか1.2mしか痘れていない。配社と

しては、曲輪の周囲をめぐる憫溝に口接 しているところから、 互いの関連性が窺われる。しかし、潤査の結果か

らは、この上漿が何のために造られたのか不明である。土咲自体はかなり規格性をもっており、細長い。平面は

k方形．艮さ3.80m・幅1.28m・深さO.SOmで、 m側がやや狭い。哄底はほぼ平Jllであり 、そこに0.1mはどの

小石が多く分布Lている。し かし、それは墟底全体に密に広がっているものではない。Ill!溝とのIIIJは、硲さ

0.08m・ りf.10.12mのわずかな窃まりを設けて遮っているが、土墟の西敗中央付近は、現状では途切れている．

S K076土墳 (Pig.37、PL.32) 

位置と しては、SK075土漿の真北そしてSK077.:l洟知の真i!!iにあた り、いわば、鉤形の配1Nの隅部に償かれて

いる。北側のS8078建物跡とは0.6m、また、iLij側の側溝とも0.45mしか院れておらず、かなり近接している。

しか し、配霞としては、束憫1のSK077土墟とはぱ並行 してし辺ぃことから、それとの関連性が考えられる。小型

の土墟で、平面は台形。長さ1.18m・幅0.64-0.81m・ 深さ0 .85m で 、 南の方へ次第に狭くなる。 城Ii~はほぽ平

Jllである。土咲の中位に石が2個みられるが、本土咲とは関係がないようである。

なお、本土墟とi肖謂の SK075土吸とのIIりには、幅0.15m・深さ0.07mほどの小さな溝 2条が曲輪西側の11!1溝

へと流れている。Lかし、やIiりその性格は不明である。

S K077土墳 (Fig.37、PL.32) 

S K076上り名の東側に位肛 してい る。北側の S8078述物跡とは0.55m、また、rtl側のS8080述物跡とは

0.80mしか離れていない。 SK075土隣と同じく、かなり規格性をも っている。平面は長方形で、虻さ2.18m・

即 .30m・深さ0.50m。底面は平坦である。その中火よりやや南fl!!)に2個の小穴がみられるが、紀置と してはこ

の土城の長軸方向とはぽ憬っているので、なんらかの1関連性は考えられる。穴のギ面は、いずれもはl:!'Pl形であ

る。火きさは、東開が直径0.27m・深さ0.10m、西側が悧径0.22m・深さ0.30mであ り、後者の方がかなり深い。
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石段跡

S X081石段跡 (Fig.38、PL. 34} 

この曲輪の大手道側のほぼ中央に配霞されている。しかし、周辺の遺構の配霞状況からみると、これが巣独で

機能していたものではなく、 I村001のSX087さらにその西側のSX082石段と一体とな って、虎口（通路）を形成

していたと考えられる。つまり、この石段が大手曲綸への穀初の通路であり、西へ直巡した後、南へ折れて SX

087石段を通り、さらに西へ曲がって SX082石段を上がって、曲輪の内部に到達するというものであろう。この

ように、通踏としては折れて進むものであり、直線的な平入りではないという点においては、優れた構造といえ

るのかもしれない。

このSX081石段跡で確認し得た石段数は 2段だけであるが、その初段と大手道とのmlには約2.7mもの窃低差

があることから、さらに数段の石段を構えていたとも推定される。石段は、いずれもその北側の一部を欠いてお

り、下段の幅的l.2m、上段約2.3mしか残存しない。柁み幅は、下段1.64m・ 上段2.58mで、互いの蹴上げは

0.56mである。その勾配は約19度で、やや急である。

S X087石段跡 (Fig.38、PL.34) 

配酋としては、SXOSJ石段の最上段から南側につづく通路である。かなり破壊されており、遺構の残存状況

はあまり良好ではない。

そのSX081石段からは 1段 （段笈0.25m)、そして次のSX082石段へも 1段 （段差0.25m)で上がってお 1)、

この箇所での段差1よみられない。現状では、束から西へゆるやかに傾斜して仕っているだけであることから、そ

れら1耐石段の間をつなぐ｀踊り場的なところとして考えられる。東西約3.6m・南北約3.7mの広さを占めている。

なお、本遺構のrt-TOIQには、石段状の遺情がさらに配骰されている．その石面があまり協っていないところから、

石段としては疑l~I とされているが、同方向を向く石列を 2 段造っている。そして、その上段匝端部は、 i"i憫に記

硲されている SX082石段の初段南端部とは、隅を形成Lているところから、互いの関述性は強いようである。

残存する石列の仕さは、下段部約3.8m・上段部約2.9m。段差は、 l材から0.35mそして0.40mで高くなる。

S X082石段跡 (Fig.38、PL.34) 

大手曲綸内へ入るための最終の通路であり、 SX⑱7石段から西へつづいている。しかL、ここもかなり破壊

されており、遺情の残存状況としては良くない。

石段として確認でさるのは、 SX087石段との境に 1段だけである。しかし、この石段から曲輪部に入るには

約0.8mもの高低差があり 、そして、その間に 2段に分かれる王石の分布がみられることから推すと、ここにも

石段が造られていたことが考えられる。
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溝跡

S 0079・083溝跡

前述のように、この1111輪は掘削と盛土によって築成されている。その南東部では、南へ Imほど張り出してい

る区域もみられるが、 IUI輪の基本としては、台形である。t名は、そのうちの束1111の大手道に1月いた区域を除く、

北 ・西 ・南側の三方に配ぽされており 、曲輪の形状に沿って、各斜面の真下をめぐって続いている。いわば

「コ」字形に配置されているところから．用水などを大手逍側へ流すための側湛と考えられる。ただし、その徘

出口となる南北の両端では、いずれも 1よっさりとした遺情を確認できていない。幅0.2m内外・深さ0.lm以下で

あり、規模としてはかなり細く浅い溝である。

S D090~095溝跡 (rig.39) 

これら 6条の消は、いずれも S13078建物跡の西凄部付近に位四している。配詮をみると 、各消の始点は同一

ではないが、それらがT♦1北にほぱ等nllr+ilに並ぶとともに、走行も束西方向で惰っているとこるから、 一様の遺構

として考えられる。さらに、その走行がSB078建物跡とほぼ同じであること 、そ して北側の ］条を除く他の 5

条がすぺてこの建物跡の内部に収まっていることからみて、互いの関連性も想定される。規恨は、幅0.15-

0.2m・ 深さ0.02-0.07mのほぼl•l程度のものであり、細く浅い。 長さは｀現状では0.75-2.Sm を確認できる。

溝底は、東側へ向けてゆるやかに低くなっていく 。

以上のような状況から、この溝跡の性格を把掘することは社しいようである。しかし、S8078建物との関連

性を用視してみると、ひとつには S8078建物の必斑惰造 （床を受ける、いわゆる根太の跡）が考えられるかも

しれない。
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Fig. 39 く大手曲輪> S 0090~095清節 <1/so>b ,—-, 評
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その他の遺構

S X085不明遺9員 (F'ig.40、PL.34) 

曲輪の1背東悶部に位社している。SX08I・ 082・087の各石段部により 惰成している曲輪虎口から、南1こ7m

ほどしか熊れていない。し かし、遠構と しては単独のものであり 、周囲にはやや雌れて西側に SX086不明逍構

がみられるにすぎない。残存状況は、良好である。

遺構は、 土咲上に石を配置したものである。土演の平面は惰円形で、長径I.以m ・短径I.Olm。深さは0.17m

しかなく 、かなり浅い。また、城底も狭い。その墟底の 一_ _37.5m 

北窃りに、さらに小穴を揺り込んでいる。穴は托楕円形

であり、その長柏方向は土墟のそれとはぽ直交する。長

径0.37m・短径0.22m・深さ0.12m。そして、この土墟

の東西両開に各 1個の平石を骰いている。但し、それら

の石は土城全体を覆うのではなく、その中央を空It、外

側にややずらして配il'.l'.されている。石の尺さ0.88-

1.20m・幅0.68-0.74 m・ 彫さ0.2mほどで、ややCS平

なものである。

以上の状況から、遣構の性格は明らかではない。やや

浅すぎるが、ひとつには四陀なども想定できるか。

~ ―: 

ヽ

゜
2m 

S X084襴跡 Fig. <10 <大手曲綸> S X085不明遠構 (I/50) 

曲輪西奥の S8080建物跡Ill側に、 9飢］北方向に連続する小火がみられる。 i¥:は3個であるが、その並ぴは建物

の東側桁柱列と1祠っており、これに付設する柵の跡と考えられる。位も南側の柱穴は、曲綸南憫の張り出し閑部

でiiこまり 、ここを閉塞する。各柱穴のIll!隔は約1.60m・直径0.15-0.22m・ 深さ約0.10m。

S X088飛石

S B080建物跡の奥 (jlljfllり）に、やはり南北方向に並ぶ石の配骰がみられる。石は1!t5個であり 、その各石の

間隔がIiぽ0.9mと揺っているところから、飛石と考えられる。その配粧では、SBOSO建物跡との関連は確かで

あろ うが、 最も北側の石がSK075土墟の直前で止まっていることからみると、この迅溝とも袖く関わっている

ようである。石は自然石であり、およそ0.4mはどの大きさである。

37.2m 

I IB表土

2 褐色土

a .a黄褐色土

4m 4 黒褐色士

Fig. 41 <大手曲輪＞ 造成状況 (1/80)
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(4)東曲輪 （付図5、Pig.42、PL.35) 

この師跡の中心区域である丘陵の頂部から 、 北東方向に延ぴるひとつのlも根がみられる。 尾根の•M約35m · 長

さ約80mであり、やや狭く細長い地形をしているが、東薗l輪はそこに造られた曲輪である。この曲輪は、位笛的

には｀主郭 （本曲輪）の北東部に隣接しているが、その1111を1条の堀切で断ち切っており 、直接的なつながりは

ない。しかし、その主郭 <*111]輪・北川1輪）へ通じる大手近の途中（訛から約82m地点）に、この曲綸への虎口

が取り付けられているところから、相互の連絡としてはかなり良好である。

その曲輪の状況であるが、他のdi!輪と比ぺると、造成な どをあまり行っていない点に大さな特徴がある。つま

り．碁本的には、元々の自然地形をそのまま利用 しながら、この曲輪を情成することに原点を霞いていたことが

窺えるのである。 そのひとつは、中央に位置するI~根地形をはとんど改変せずに、そのまま小窃く残している点

に、まず認めることがでさよう。そして、もうひとつは、ここで確認し得た遺構の内容にある。それは、先はと‘

の庇口の門跡 (S8238)の他に、砂利敷の通路 (SX 239) ・ 石敷の通路 (SX24ヽI) ・飛石 lSX245) ・ 旗竿

石 (SX246)などしかなく、その内容はやや異なるが、北洒曲輪の例と同様、やは 1)遊典的な様相しか示して

いないことにある。いわば、この曲輪にも「陣屋J としての防御的な機能をみるこ とはでき ない。以下に、それ

らの遺情の状況について、示していくこととする。

S X239通路跡 (Fig.44、PL. 36・37) 

残{{-状況は、良好である。通路としては、主郭の大手逍から束へ折れて、この東曲輪へと入っていく道筋のも

のである。この通蹄は砂利敷の道でつづいているが、その出入口として、 SB 2381'1を匝燐に設骰している。そ

こを通る と、通路は北へはぼ直に折れる。そして、約7.5m進んだと.::ろで、北へそのまま延ぴて尾根の裾側を

まわっていく路と 、東へさらに鉤形に折れ、尾根をIIJrち切って通す路の二方向に分岐する。そのうち、後者の東

側へ折れる方が本近のようであり ．ゃはり砂利敷のままつづいている。しかし、それも直線的には進んでおらず、

約16m先のt6根東裾近くでは、目厖し的に設lt<'-l,れた張り出 し部の1ti憫を廻り込んでいる。ここ では、次々と短

折れを造って複雑な（云いとしたうえで、It根を通り抜けることになる。なお、これより東側は未漑1i:のため、不

明。

路面油はほとんど同じで、平J且である。幅は、尾根を切り通す箇所がやや狭く、その前後が広くなっており、

約l.9-3.3mのものである。また、蹄面に使用している砂利は細かい。

S X244通路跡 (rig.45、I'L.35・38) 

所々に石の欠失がみられるが、残存状況としては良好である。前述のSX239通路から分かれて、 16根の酉備

を北東方向へと伝っている通路である。その構築に際しては、石の配霞箇所周辺を削平するに留めてお り、あま

り大さな地形改変は行っていない。また、方向としては尾根筋とはぽ並行にはしらせているが、通蹄の道筋をた

どると、 一直線ではない。途中の2箇所で折れを造っており、その進路を次第に束寄りに変えている。その最初

は、 SX239通路跨との分岐点から約4mのところであり、ここで束へ折れて約3.Sm進んだ後、 fliび折れて北へ

はしっ ている。ここは直線路であり、約14mとやや長い。そして｀次の折れとなるが、やはり東へ折れて約

2.5m進んだ後、さらに北へと方向を変えて延ぴていく。しかし、ここから約gm伝った地点で、この通路はた

どれなくなる。その途中で通路は分岐しており、束但IへはSX245飛石、そして西側へは SX246旗竿石へもつな
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Fig. 42 ＜束曲輪＞ 遺構配in(I /200) 
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がっていたと思われる。

以上のとおり、通路としては一連のもので通っているが、その構築においては一様ではない。手法として、飛

石と延石を使い分けており、鼓初の折れを通ってrrc線路までは飛石、直線路から次の折れを通って SX245飛石

の分岐までは延石、そしてその先は再ぴ飛石と している。そのうち、延石はその幅を規定しているようであり

石材の石面を利mし、路而両隅を憐えている。¢品は、中央の直線路部分で約0.9m・SX以5飛石の分岐付近で約

0. 75,nであり、やや箕なっている。路面品r,1:1.ii[線路の始●、までやや上がり、それからゆるやかに下っていくが、

全体的にはそれl:lどの硲低淡はみられない。

S X245飛石

S X244通蹄跳から分かれるもので、尾根北端部を東から南東方

向に伝っている。し かし、その先に飛石はなく、どこへ向かうため

に配i社されたものか不明である。

各石の1111隔はO.Sm内外であり、やや狭い。また、使用している

6もあまり大さくない。

S X246旗竿石 (Fig.43、PL. 38) 

S X244通路北燐から約1.7m西開に、この旗字石がみられる。現

状では、これと SX244通路とのJIiiには何もないが、 主邪部のSX 

052旗竿石の例と(,;J様｀やはり飛石が延びていたものと思われる。

般).;J乏J.4m・最大幅1.08mの自然石であり、その石面のやや北窃

りに穴を穿っている。六ははぽ正円であり、 ili.l令0.28m・深さ

0.28m。

S 8 238門跡 (Fi~. 46、 PL.36・37) 

46.0m 

グ

0 Im 
I―'一''I

Fig. 43 <束曲輪> S X246旗下石 (l/40) 

この曲輪と、主~11の）＜手追との間に配誼された出人口である。 北謂に窃さ的 I .Sm の U氾 し (Iりな小,, , が残って

おり、それと一体となって、}.;.手道そしてt邪側を遮蔽している。その位沢関係から考えると、 J.:.手道側から1月

くものであろうか。

,J/l1f. の内容からみると、,,,は四脚1'1と考えられる。 しかし、その各u部分のうち、洒側の控柱となる 2箇所で

は既石が配骰されているのに対し 、東側の主柱となる箇所には礎石が存在していない。柱痕も確認でさ ていない

が、この現状からは、東ll!IJだけを掘立柱と推定せざるを得ないようである。本陣跡には、ひとつの建物構造にこ

のような異なる手法を用いる例は他にみられない。

屯柱 （礎石）の間は、約3.6m(12尺）。 控札 （掘11.柱）JIilもほぼ同じ。主柱と控柱の11111よ、 I.Sm(5尺）前

後か。促石は自然石であり、その平＂！な面を上部に据えて いる。南側の礎石のlt1).;.!{:は、 0.92m、北開はl.20mo

また．控柱部分の掘方は屈）L長方）f~ であり、南開はJ.35X0.90m、北側はl.76X0.94mの規恨でそれぞれ掘られ

ている。深さは未確認である。

l"Iの形式としては、必医l"Jあるいは必脱l"Iが推定されよう 。
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( 5 ) 本曲輪・北曲輪の大手道 (f寸,~,6 、 PL. 39・40) 

斤絞上に配区されている本曲輪• 北l祖輪と束曲輪の間には、地形として元々は狭くそしてかなり深い谷が入り

込んでいたようである。この地形的条件を大いに取り込みながら、すぺて砂利で舗装した大手逍を造っている。

J.;.手近は、その谷間の北ll!!低位に位骰するI川口部 (I禁ぶ約25ml を始点とすると、 1fl憫の本曲佑人・手石段 (S

X037) まで延々と IISm余もなっている。その辺筋は、かなり地形に従っており 、始点から石段 (SX070)を

上がった後、右 （西）側へ大きく (IJJがりながら進む。その途中、約40m地点では大手曲輪、約75m地点では西憫

へ抜Itる通路 (SX051)、さらに82m地点では東曲輪というように、それぞれの分岐となる通路が大手迫脇に

開かれている。そ Lて、骰終点の約115m地点において、その正面に位詔する門 (SX055) を通って、よう やく

主邪部へ進入することとなる。

その比(,ij芯は約25m、平均勾配約141女。追幅は、平均 7-8mであるが、主郭大手口近くでは約12mと1広くな

る。また、その西間の大手曲輪付近から上位においては、開溝の一部が確認されている。

なお、この大手追の下方からは、 :$:tRI輪及び北曲輪の各大手口（石段）を直依にのぞむことはでさない。大手

追の慨＇災は以上の通りである。以下に、それに関わる各迫1青について、みていくことにしたい。

S X051通路跡 (Fig.47、PL.42) 

K手近を中程まで進んだところで、その本道から分かれて、西側の北tUt輪の方向へ石段 ・飛石・石段そして飛

石の間で、通路が延びている。

その起点となる箇所には、大手逍斜面の内と北開にそれぞれ石I卜．めを行い、上がり口となる平坦地を造ってい

る。その広さは、市北4.Jm・凍西3.0mの範囲である。そして、その上が1J口部には、本曲輪の SX024敷石

(S B 002述物W鯖）に使用されたものと1叫じ、数""'の偏平な丸石を多数敷さ詰めるとともに．石段への蹄み石

］ 関をそのなかに据えており、他の石段の例とはやや~\)なって 、 ていわいな造り方をしている。

まず、最初の石段は、 K手辺の方向から直に洒へ折れる。遺惰はIiぱ良好に残存しており、段はa1・s段が設け

られている。幅はI.6m o 跨み幅は狭く、下から0.40 · 0 . 42·0.42そ して0.32mo また、蹴上げは0 . 24· 0.20 •

0.30・0.34そして0.30m。その勾配は約30度で、かなり急である。

なお、各段は水平に設匹されておらず、いずれもその奥憫がやや下がる特徴をもつ。

. .:: れに統く飛石は 2{111であるが、その政初の石段から真っ直ぐには延ぴておらず、南へ12度はど方向を変えて、

次の石段との,:りに骰かれている。ただし 、それらが配誼されている箇所、つまり石段と石段の1間は、わずかに 3

度しか傾斜していない。まさに、繋ぎの飛石のようである。

次の石段は、その飛石から0.2mほどしか離れていないが、さらに南へ36度も方,,りを変えている。遺惰は上段

部を壊されており、下段部しか残存していない。

現存する段は 4段しかない。幅は約1.6mか。跨み輻はやは1J挟＜．下から0.32・0.32そして0.28m。また、

蹴上げは0.22・0.24・0.30そして0.22m。その勾配は約35度で、かなり怠である。

なお、この石段と次の最後の飛石とのIIりは、大きく壊されている。

最後の飛石は、前の石段からほぽ真っ直ぐに延びており 、計6側を確認する.:とができる。それらは先の飛石

の例と)¥)なり、約20度のやや急勾配の地形をなすところを伝っていく 。 しかし、このliり方に伝う石をまったく確

認できないため、これら全体の追情がどこ を目的としてこのように造られたのか不明である。参考でしかないが、
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Fig. 47 <主祁＞ 大予道 S X051通路窃 (1/80)゜
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この方向で進んでいくと 、北1ll1輪の北側あるいは SXO 5 4旗や石付近に到達する。

S X069不明遺鳩

火手道の最も低いところに位骰する。かなり壊されているようであり 、現状では、石材が点イ£しているだけで、

規則的な配骰はまったくみられない。

しかし、それらが傾斜ifii上に分布しており、大きさも0.4-0.6mほどのやや大振りのものであることなどから
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みて、石段が造られていたことも想定される。

S X070石段防 (Fig.18、PL. 41) 

大手道入口両側に大手・曲綸が配誼されているが、この石段はそのやや下方に造られている。SX069不明遺構

と同様でかなり壊されており、石段全体の状況については不明である。残存している石段のなかでも、中段部で

何とかその規扱などを窟えるに過ぎない。

中段部には、下方から 4・1そして 2個のそれぞれの石材が残ってお り、

る。

ここに 3段の石段があったことが解

幅は不明であるが、各々 の踏み幅はI.lmと1.08mではぽ同じ。蹴上げは0.3mと0.2m、その勾紀は約13度で、

緩やかである。使用した石材は野面石あるいは柑割石である。

34.Sm 

~ 

Fig. 48 く主郭＞ 大手道 S X070石段跡 (1/80)

゜
4m 

S X055塀（門）跡 {Fig.49、 PL. 39) 

大手道を上り、大手曲帖 ・SX051石段・東曲袷などの分岐をすぺて通りすぎた地点に、この遺構はみられる。

配骰からみて、その大手逍をさえぎるという点においては、現状では妓初となる施設であろう。しかし、遣構を

みる限りではそれはど散煎な構辺のものではなく、 むしろ梱紫な感のする状況を残している。遺栴は、近の両園Il

に外 （大手道下方）へ向けて開く石列を並ぺ、その中央の一歩控えたと ころに石段を配霞 しているに過ぎないの
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である。

石列は l段で造られており、束側の延艮約3.6m・西側約4.8m。そのjAj石列の間、つまり石段の前面部分は約

3.12m空く 。また、そこに配訟された石は、西端部の数個だけは大手道の洒側斜而にまでその石列を延ばしてお

り 、硲い位代にあるが、他はjtj石列とも北慨 （大手道下方） の石而を揃えるとともに 、 そのi~i さもはぽ同じ 1こ整

えている。この状況からみて、石列は塀の払促石ではないかと息われる。

次に、石段であるが、この石列北面 （前面）より約1.4m 1iilllOの奥に配骰されている。使用している石はllt7 

個。段は石列と同じ 1段であり、 qj;¥3.65m。蹴上げは0.lmほどで、かなり低い。現状では、馬囲に他に遺構ら

しさものはみられないが、とてもこの石段だItの施設しか設けずに、開放的に本1111帖あるいは北曲輪へと通行で

きたとは考えにくい。

‘ 
a
 

a, 一 47.0m a b'— 47,0ni b 

一 ~ 

Fig. 49 <£ 郭＞ 大手迫 SX055塀跡 (I/80)

S D0721!11]溝跡 (Fig.50) 

この大手道と北曲輪の斜面裾部の境界区域において、LLLから北へ下る 1条の活跡を確認している。この大手追

゜
4m 

の端に設けられた側溝と考えられる。溝跡は、北011輪の大手口となる SX039石段跡の最下段付近から始まり 、

途中の SXOSI通路跡との関わりは不明であるが、最後は大手曲輪のJ,t口 (SX08J石段跡）のあたりまで続いて

いるのを確認し得ている。おそらくは、.:の丘陵の裾部まで下っているのであろう 。i//i幅li0.97-l.54m、深さ

0.55-0.SOm。その断面は、U字形を為している。

なお、大手道の反対側 （束端）で11.このような側溝を確認できていない。

39.2m 48.7m 

、--

1~5 褐色土

6 表_t

Fig. 50 く主郭＞ 大手道 SD072側清跡 (1/50)

゜
2m 
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(6)本曲輪・北曲輪の溺手道 (rig. st、PL. 43・44) 

これまで示してきたように、この陣屋の主邪（本曲輪）が位骰する丘陵頂部から北束 ・ 北・北西 •iiりの各方向

ヘ低い足根が延びており、その各々の尾根平凩部には曲輪が配固されている．その丘陵と丘陵の1111に、各曲輪柑

互のためではなく、曲輪から麗へと向かうための通路がいくつか設けられている。たとえば、北東吊根と北尾恨

の間には主郭 （本曲輪 ・北曲輪）の大手辺、そし て北西尾根と西尾根の1111にも何吟かの通路がそれぞれ配代され

ているのを確認でさる。

この通路もそのひとつである。 位四的には、 丘陵頂部の北憫から北尼根と北jllj/~根の谷あいを下るように造ら

れているところから、その1打北両延長上の区域である丘餃裾部と主郭 （本曲輪 ・北曲輪）間の連絡路として配置

されたものであろう 。しかし、その主郭虎口との取り付さの構造からみると、先の大手道としたものよりも行弱

であり、いわゆる措手道としての役割を為しているようである。

視からの通路始点部分は未発掘であ り、詳細は不明。発掘潤査としては、通路途中となる北西尾根の北祖部と、

その到達点である本曲輪北側の2箇所を対象として実施し、遺情を概ね検出している。その状況からみると、両

者の通路遠情i;l:ilf:線的な延長上にないところから、連萩するものならば、その途中でいったん折れを迅っていな

ければならないことになる。

まず、北而尾根の北裾部の既要であるが、この区域の南側 （北西吊根部）には主郭 （本曲輪）と北西1111輪のIIIJ

を分断する二条の堀り） (S D043・044)が紀四されており、その延長がここまで及んでいること、そして．これ

らがこの惰手迫の一部である SX063通路によ って在がれていることが判明している。これと同様の様相は本i!ll

輪西閲の招手部でもすでに確認されており、本曲輪の空堀 (S0035)の一部をJ見め戻した後に、 jjj手からの通

路である SX041延段を新たに配四している。このように、本曲輪洒側の近接した箇所において、堀切という防

師機能をもつものを廃し、用途として相反する通路を設けるという点から考えると、樹区域でのこれらの変更は

l•J時期に行われたものかも しれない。

その他に、この区域では SX060石担跡、 SX061不明遺情、 SD064溝跡、 SA065土益、そしてSX247旗竿

石を碓認している。SX060石投跡 ・SX061不明遣構は、 SX063通路跡西方のSD044堀り）をIUJにして、その市

北樹側にそれぞれlu.i荏している。しかし、 SX061追情はその内容からすると 、SD044堀り）と関連するのか不明

である。次に、 S0064i1l跡 ・SA065:l: 謀であるが、これらはその周辺の遺構との配誼関係から推定すると 、S

XO紹通路によって分断された SD043・044堀り）といずれも関わっているものかもしれない。つまり、 S0064溝

跡は SD043あるいはSD044堀り）の延長、そしてSA065土塁はそれに伴うものとなるのであろうか。そして、

S X247旗竿石であるが、これはSX063通路跡の南方に据えられている。位骰的にはSD043堀切の延長上にも

あたるが、遺構の性格からみる と 1山j者をI~退付けて考えることは帷しい。そうすると、 SX063通路と関わるも

のとして考えられようが、本陣跡の他の旗竿石には、これと同様の配骰関係をもつものはない。

次に、本曲輪北憫の惰手辺終点、つまり惰手追から主郭へ入る区域での状況であるが、通路途中はゆるやか1こ

梵る坂道となっているだけで、特に石段などは確認できていない。関連する遺構としても、通蹄の北側に並行し

て土塁 (S/¥057土塁）がみられるにすぎない。なお、その最終地点の区域においては、その進行をさえぎるよ

うに SX045石ダI)が配骰されている。 しかし、遺構の残存状況が良好ではないので、ここに通用口などを設けて

いたのかどうかは判明しない。つまり 、通蹄としてそのまま直進して曲輪内部に入っていたのかどうかは分から

ない。

-76-



)illlli,,-

`
5
3
 

ー
北西曲輪

0
~-

Fig. 51 

IOm 

く主郭 ・北西曲輪間の堀切＞ ・＜主郭捐手道＞ 辺構配屈 0/200)

／ 

ぷ5 ／ 

）゚ 

) 
•• 

゜木 曲 輪

゜今． 

ヽ
＆
 

/
0
 

0

,

 
．
 

ヽ＇ ，
 

’
 

’
 

，
 。 () 

。ヽ

C (/,》
0. ,.. 

手。

ヽ

9̂ 

，
 
ヽ

゜
゜ -77-78-



以下に、それらの遺構の状況について、示していく 。

42.Sm 
4
2
.5

m

 

Fig. 52 く主郭＞ 溺手道 S X060石塁 (1/40)

゜
2m 

S X060石塁 (F'ig,52、I'L.45) 

S D044堀切が北西尾根上をM洒から北束方向にはしっている。この SX060石塁は、その堀切が尾根を分1訴し

終えて低い谷部へとさらに巡み始める地．点の、南側に位j'1'1.している。石塁の走行會はほぽ堀切の方向と同じであり 、

しかも隣接している点からみて、何等かの関連性が窺える。(I・！し、確認し得た石塁の延長は短く、堀り）の跳を確

認できる SX063通蹄跡付近までも 、同様に綬いているものではない。

石旦の現存托4.5m、幅0.9m、現存最-J:.涵0.5m。使用した石材 1よいずれも野面石で、それを,,ヽロR

みにしている。最窃3段を確認できる。

E
 
0
-
Z
t
 

゜

ヽ

42.0m 

0 2m 

Fi9. 53 <紐＞ 距手道 S X061不明道構 (I/40) 

S X061不明遺構 (Fig.53、PL.45) 

S D044堀切を扶んで、 SX060石塁のほぼ北向かい

に位誼している。その配誼状況をみると、東側へ紺長

く突I.LIする傾斜面の基部にあり、堀りJ北（前）iliiのそ

の土災状遺構と関述していることが推定される。

遺構は、洒半部ではやや大さめの石を整然と配訟 し

ているのに対し、東半部は小石が散在しているにすぎ

ず、様子はかなり巽なる．その束半部に瓦片が混じっ

ていることからみると、この箇所は授舌Lされているよ

うである。つまり 、遺構としては四半部に限られるの

かもしれない。

その酉半部では、北側の石組みはやや乱れているが、

rt.Jそして東西の各但liliiは石面をはぽ揃えている。石ilii
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はいずれも外側を向いているようであり、その規模は南北長I.Om・東西幅

0.75mとなる。

遺構の概要は以上の通りである。しかし、位ill的にも構迅的にも何の遺構

なのか ま った く 不~)である。

S X247旗竿石 {Fig. 54) 

S X063通路を上がっていく途中の、通路右 （両）開にみられる。石自体

はかなり深く埋められているようであり. r~. に据え閉いたという状況ではな

いことから、何らかの意図的な配渥を想定しなければならないだろう。

石は舷J.:.長l.58m+a・ 最大幅l.02m+aの自然石であり ｀その凹凸のあ

る石面の附端に穴を穿っている。穴は 2段になっており、浅く 1段彫った後、

さらに深く彫り込んでいる。はぽ正円であり、 i/(j至0.30m・深さ0.15m0

42.5m 

---

。
Im 

S X063通路跨 (fig.55・56) 

通蹄跡を確認した区域は、 2箇所である。まず、主郭との接点となる通路

上方の区域においては、右 (i!!i) 開は本1ll1輪の急傾斜面をそのまま利用、そLて左 (Jill1開は SA057土塁を配

沢して、進路方向の両側面．を遮爾い している。SA057土/:!の遺惜検出がやや良くないが、その通路t:.1は5m程で

あろう 。 また、勾配は約 6 度とかなり緩やかである。 次に、通路下方となる区域であるが｀ 通路の,~i側而に低い

石煩が残存 していることから．その状況を概ね確認することがでさる。それに払づくと、通蹄の残{i延長約

13.4m 。 幅 1よ•l .4-4.9mであり、のIfって行くにつれてやや広くな っていく 。 また、勾配は 12度前後で、やや忍

である。

Fis, 54 <主祁＞ 溺手道
S X247旗竿石 (1/40)

S 0064溝跡

S X063通路跡の東隕に位謹しているが、発掘濶査は行っていない。しかし、北illl)のSA065J:: 塁と一体のいわ

ゆる防御施設であり、そのSX063辿路東側の中位付近から北洒方向にはし っているのを確認することがでさる。

しかし 、 一•帝の状況をみると、この S X063通踏に付設するものではなく｀西方のSD044堀り）の延長の一部と推

定される。つまり 、本!Ill輪と北洒曲輪のIIIJに切られた 2条の堀切のうち、北 （北西曲輪）側のSD044堀り］がこ

こまで延ぴていたが、 SX063辿路を新たに設紺したため！ふこの箇所が分断されたという前後閃係が考えられる

のである。

現状で確認し得る延仕は約16m・,:.1は約 4m ・ 深さは約 Imである。

S A065土塁

前述の SD064溝跡 （堀切）の北閥↓らわずかに土梨状のiおまりがみられる。やはり 、発掘潤1r.を行っていな

いが、 SD064i///r~; に隣接し、同じ北西方向にはしっていると；；ろから、その溝を掻き船げた土で構築した土摂

であろうか．

現状で確認し得る延性は約 9m・ 幅は約 2m。粘さは0.2-0.3mであり、かなり削平されているようである。
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(7)北西曲輪 (Fig.57、PL.46・47)

本斤．餃から北西方向に延ぴるJi根全成1叶肖築 されたJill輪である。本fr.餃の主祁部との1111には ． —．条の堀り） (s 

0043・044)が配骰されている。；iJll'l'f. において、その堀切に上屈あるいは木低などの通路となる逍惜を確品でき

ていないことから 、 1•idl1輪の間では、この地点を通じてのii(接の連絡はでさ なかったと ぢえざるを得ない。

曲輪内部の潤介状況をみる と、頂部から1ij束及び1舶州のI贔i斜面にかけて、平Jり部を次々に設It、各段をI/Ii裕L

ている。それらの各段 (A- L区）は、沿j低の遠いはあるものの、概ね石Nによ って1メ:11kjされているが、そのう

ち、m部一常に位骰し、やや広い1面積を，りめる A・B・H区が、この曲輪の中心的な区域と考えられる 。令iが(/)

配設としては、まず、そのA区のIt/束側に 1-1区を、反対側の1M1'1l側にB区を、それぞれ紅いている。そして、さ

らI:H区のIf!東憫下段に K区と 1区、B区の南東11!1下段にC区とC区、I,;]じ13区の,in印ffliJ下段に I)区とElメ．とい
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うようにそれぞれを付設し、曲輪全体の構成 （縄張り ）を行っているようである。 しか し、後述するように、い

ずれの各段の状況をみても、その防御的な機能については疑問とせざるを得ない。

なお、それら朴It1: の間は石段などにより連絡をしているが、特に、曲輪舷西端部からlli北1Aj方向に設けられた

石段 (N・0区）は、 fi:陵の裾部まで延々と続くものであるとともに、その起点となる D区での虎口情造も他の

箇所に比ぺて核然と整っていることから、この曲輪全体での最も重災な出人り口と名えられる。

以下に、それら各区の状況について啜略していきたい。
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A区 (Fig.58、Pし.48) 

この曲袷の最沿j所に位硲している。しかも、区域のなかでは01区に次いで広い面積を占めているところから、

この北洒[111輪のなかではかなり1T(要な区域と考えられる。そのm而ll!I下段には 0区、そして南東憫下段にIi区が、

それぞれ配詮されているが、それら相互の境界はあまり明碓ではない。 一le• 、 B 区とのIIりは，•,:j さ約0.8m の Ill:石

厄、 H区とは廷物 (S8102)廻りの石恒をもって、互いの境界としておさたい。

この区域の遺構であるが、その大半を縦横にはしる飛石群が占めており、その他では建物跡や性格不明の石組

み ・石敷きの遺惰なとをわずかに確認できるにすぎない。しかし、区域の主体となるのは、 ff/Ill!に四かれている

この2棟の建物跡(SBIOI・102)のようであり、飛石はこれらを必点としてはしっているのを窺うことがでさる。

つまり、 A区は北洒曲綸の中心的な区域ではあるが、遺構の状況から判断すると、小規模な注物とその周阿を

縦横にはしる飛石群が関連した、いわば遊判的な空1111として利用されているにすぎない。逆に、このことが本陣

尾全体のなかでの北西曲輪の位il'.1付けを示しているのかもしれない。

建物粉

区域の内部に、北西から南東方向に伝う SX 109飛石が配されている。その北端部一帯及ぴTfj側の石匝で区ii厨

された箇所に多くの礎石が点在しており、かつて建物が存在していたことを窺わせている。 しかし、欠失してい

る慌石が多いため、その全体の規模あるいは情造を確定するのはll;l雑な状況にある。推定にすぎないが、礎石の

並ぴ方や柱miの寸注からみて｀ひとつには東西棟の市側にm北棟を付設する矩折れの配i花、 つまI)L字形の一軒

の建物跡が考えられる。また、あるいはそれらがまったく別々の建物跳、つまり 二棟 (S8 JOI・102建物跡）に

分かれているものとしても考えられる。ここでは、建物跡 （慌石）の中1111にSX 143敷石は構が9針llLているこ

とから、 一↓C・移渚を検討してみたい。

S8101践物跡 (F'ig.59、PL.48・49) 

残存する楼石の分布と周辺の遠構との関係からみる と、建物の範岡と しては、南東側は礎石に沿っては しる飛

石群 (SXI09・116)、北束憫はその先約2mのところの飛石と段上がり、南西側は S8102建物跡との取り付

き、そ して北西1!!11;1建物自体の桁行の礎石配性により、それぞれ制限されよう 。Lかし、なおもその桁行の延長

は東側部分で明確ではなく、規模を確定しにくい。ひとつには、 SX 248飛石から約I.Sm洒潤で南北方向に並ぶ

礎石ylJ部分、もう ひとつはその飛石に最も隣接するまでがそれぞれ考えられる。Jill者では5JIIJ(4.9ml、後名'

では 61111(5.9m)となる。柱間は、いずれも約3.2尺程度であろう 。また、梁1111の方であるが、 31111(3.01ml 

を推定できる。但し、各柱1111は阿じではなく、北側から4尺 .3尺 .3尺を採っている。いずれに して も、建物

はかなり小さな東西棟であった.::とだけは確かである。そして、その南北中袖線は N-W37度。

なお、この建物の附西部分に、西隣のS8102建物との間をつなぐような磋石構造がみられる。かなり簡略な

構造であり、何なのか判明していない。 しかし、位詮的にみると、 SX 143敷石遠構が切れる北端でもあり、つ

まり、 SB101建物の南側をはしるSX 116飛石と SX 109飛石のいずれもがこの敷石遠情に取り付き、そして、

さらに敷石遺構が本遺構に延びるという配誼状況を認めることができる。このことから、この箇所が建物の出人

り口であったとも推定される。

滋構としては、 llllJX 2 JIiiの小規校なものである。その幅は、本建物の梁IIり（北側 IJill)の延托であり．

1.2m (4尺）。また、投さもその桁行と同じ柱間を採っており 、1.96m (3.2尺X2)。
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S B102廷物跡 ¥Fig.59、I'L.18・19) 

束側のSOIOI述物とは鉤形に配箔されており、 1叩l東方向へかなり張り出している。 しかし、地形(Iりには一様

の立地条件ではなく、この建物跡の方へ低く傾斜している。.::.のため、本姓物の北束 ・南東そして南西の":Jiを

I mno/後の石Jt(で，・:.sめるこ とにより、硲位詮の'11J1t地に造った S13101建物に合わせるという晋.,1作業を行って

いる。lヽj建物の唸石，貨は．はぽ圃じである。

建物跡は、南西側の桁柱範石がl;Iとんど欠失しており 、残存状況はあまり良くない。そのうち、 li,11111:I先の北

康及びrりi西[lliの石Jt{に制限される点を考慇すると 、わずか 1!ill (J.6 ,n) を採れるにすぎない。 また、 lit行は．

やはりill束面の石虹で区i*iされている点からみると、最大で911りまで採ることがでさるが、その延l乏を確定でさ

る状況にはない。

飛石遣構

S X109飛石 (PL.50) 

S ll 101建物跡と、このA区JtJl!IIJを北から南へ延々と伝う SX 110・S X lJl飛石の間を結人でいる。起.O:Hi、

S X 116飛石と同様で、やは りSX 143敷石であり、そ.:.から SB102建物跡の東側を南東方l••J に IOmはど進み 、

次の飛石群であるSXllO・SXlll飛石へと移る。使用Lている石は、ほぼ中央に位誼する人石 l例を除いて、

0.5m程度のものである．

SXllO・SXlll飛石 {l'L. 50) 

この1贔i逍情を. S X 109飛石との接点で一比収．分Lている。 しかし、飛石の(j,;いからみると、 一退の飛石であ

ろう。その延艮は、 A区の束開をはしる SX 113飛石から分岐したもののひとつであり 、そこから1M1l1j方向に約

!Omf云った後、 SX 109飛石との合流地点で、その方向を1りiへと変えている。 しかし、 4mはと＇進んだと.:ろで

飛石は破壊されており 、その延びる行方は不明である。 4箇所にやや人さめの石を使用している。

S X113飛石 (PL.50) 

A尻の東開を北へと延びていく飛石で、その西開からはしってくる SX 116飛石と合流して、斜面を Fってい

くようである．逆に、その,n;,,1はSX 111. S X 114、それにSX 115の各飛石群へと分鼓していく 。総延托は約

14n, で、はぽ直線的に進む。使用 している石は、はぽ0.5m位のものである。

SX1 14•SX 1 1 5飛石

S X 113飛石から分岐している 3条の飛石のなかで、東およぴ内の方向に伝っているものである。 しかし、い

ずれも途中で壊されており、その行方は不IJIである。いま、 SX 115飛石の方は堀り）の）jへと向かっているが、

；；；の方向に堀切を渡る低などの通路滋t肖は検出されていない。
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S Xll6飛石 IPL.50) 

S 11101紐物跡の111開を北東)j向に進み...: のAlえを）いさ く横断 して1111輪斜1tiiをドっていく IR石である．` 起点

はSX 1,1:l炊石のようであり 、それから Sll 10 1建物翔の,♦mm をゆる やかに弧をJ,'/i さながら逍み 、 j全中で北11り Jif••I

へ分較するもり）、その上線はさらに北東へと伝う その総延長は17n,+ aで、かなり ktし， {,J:JjJしている石は、

はと人と-o.r,onj','. 疫の「l然石である

敷./i滋構

S X 106敷石 lr'ig.60、rl.. :,II 

Alがの北西沿つ£ りBlが、の北側に、あiり11:くはなl'が平Jllな区域がみられる。 -,;j'ilよ亀 Blメ．よ りも 1交硲＜

t'i地されてお，J.そのl~il:<:のIii)は鉤形に折れる6.h(で紬iしている この位石Iょ．その北rfiiの石.h(Iこiなって配irlさ

れているものであり、位;nf1りには、AIX.巾心部の迅物iがある l•は飛石群よ り北,,り）ii••/ にやや雌れている

北1溝を i:.,,l•て、敷6の分/1ilJtぷめて明煎である， rli北艮8m+o・東西射，i2.3rnの範IJIIに広がっており 、,m.か

らI.9,11 Q) ところでいった人 間をあけるものの、 作人•以 ドの石で令It.:を密1:敷き ,if,ペている また、敷6は ~lJll

ではなく ．ゆるやかに北謂へ下っている 敷6「If¼-には 、 この他にfi,Jの特徴もみられな l • ため 、 I~.なる~~,/jO)沿

枯としかいえない たIふ r.,J圃との関係でみると 、1/tj開に築かれた石煩とは0.8mtwのIll)船をされいに午けてい

る~)、；兄 /.;ltlHilばすることがでさる 他に関述するような迅けはないことから. ;; のれを ,T(視すると.11り）til1;.V) 

Iii)に堀と ii.Ii路とし，う l~J係 を椎定でさるのかもしれない

47.0m 

‘ 

。
2m 

Fig. 6() <北莉 lh輪＞ ．＼区 S X I06~W (I /80) 

4
7
.0

m

 

S X 143敷石 IF戊. 61、 rL. 511 

S IJ 101建物跡とSH1021.ll物跨の1111.つまり m11rtL~inの内 ft!IIこ j:,: ,ri. Lている そして ..:I/)符所において．

Iii束 )jl••/ V> S X 1 09飛石と 北東/il••I り） S X 116飛.£iの111,j逍情が紺品 している.:とからみても、この敷石沿情が飛石

から紐物への経蹄 1・.1こ配骰されてし・るこ とは確かであるa これらのことから、 建物Ill人りIIの石敷さ などが推；と
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されよう 。

敷石は、北11!1の一部が欠失しているが、 1↓j建物の間を惰東から北西方向にかけて敷かれているようである。そ

の範 1/111;1 、 r♦1 側が S 8 

102建物跨遡りの石厨と

の接．屯、そして酉側がS

B 102建物跡の東11!1桁住

タ!)より約0.3m雌れたと

ころが亀それぞれ境と考

えられよう。 1令J北托約

3.3m、東洒幅約I.Smか．

なお、使用した石材の

人きさと敷さ方が一様で

はなく。北相よ人さめで

ゃゃ乱れているの1こJ,tし、

r♦J半は小さのでかなりて

いねいにii¥:かれている。

13区 (f'ig.63、Pf..52) 

~I 
I ‘ ゚I I I U」 ふ．ヽ

＾ 
，，I 可=:r... 

叫 <Jeff!!妙,;,釘~ 5 

も A°o 

Fig. 61 <北西曲輪> J¥区 S X 143敷石 (I/80) ゜

47.5m 

{'、

゜<D 

゜
゜
， 

゜゚， 
心

＾ 2111 

A区の北1叫謂に位笛しており、それより一段低く造られている。 しかし、四方を石.hiで明確に区両したり、北

束Ill.I(A・H区）を餘く三方に出入りnとなる石段を配毅するなど、 A区の自Iiiな空1111利用と料なって、より笠

然とした1名域の造成を行っている。南西面の石垣が他の各面とその方向を巽1こしているため、区域はやや不槃形

であるが、その広さは1ti北方向33m・束西方向約25mの範V.11を占めており、北洒曲輪の区1.ocのなかでは政も11:い、9

区域の位沢としては、.:.の曲輪の最もJf('.炭な通路 (SX 120・121石段）をイiするD区からumに取 り付く楊itr
である。ここを通って、周I用のC区やA・fl区さら1こK・IJ,(へと進んで行く顛蹄が推定されることから、いわ

ば、この曲輪全体の払点となる区域として •f(安であろう 。

しかし．以」：のような状況があるにもかかわらず、このfill輪自体の様相を窺い得る遺情があまりにも帥認され

ていない。 Hり述 した 3箇所の石段 (SX 118・119・S X 1 3•1 ) 、北西部）必ぴ,ii屈部の紗矛I)敷 (S X 105・107)、

i即~jllj部の敷石 (S X 126) 、それに不明の遺構 (S ~138) などが判明しているにすぎないのである。

ただし．それら以外にSX 107敷石の東flll)やSX 105敷石の西側ー,;;;に、石材が点々と散布しているのをみるこ

とがでさる。これらは、はとんど板然とした配四にはなっていないため、遺構としてff)確に把射することはでさ

ないが、石t,tとしてはこれまで確認された建物跡の礎石とほぼIH)じ）くきさであるものが多い。あるいは、 .;.Q)付

近に建物を想定して良いのかもしれない。この北西曲輪の中心部にftr.骰するB区において、砂利敷だけ しか配硲

されていなかったとはあまりにも名・えにくい。
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石段跡

S Xll8石段跡 (Fig.62、PL.53) 

区域のit/北i船j端に丘陵裾部との通路 （石段）を もつD区から、 このBIKへと進むための石段が2箇所に配irtさ

れている。 この石段は、そのうちの北洒面石煩のほぼ中央に構築されているものである。位沿的には、 D区の向

側から延々と .I:ってくる SX 121石段の紋上部に近接しているところから、それとの関わりが強いようである。

構造としては、 -Iii純な平人りを採川している。

沿1芹は、南側をやや欠失しているが、全

体(Iりな規民はおよそ窺うことができる。現
E 

状では石段は 5段しか確認でさないが、 1r."". ,., 

（北）1lll限の状｝兄からみると、最上部にも

う 1段骰かれていたnf能性が甜い。的は

2.35mで、やや狭い。蹄み船1よ、下段Ill!か

ら0.67・0.42・0.45、そして0.45mであり、

I臣lぎ1がやや広い0 蹴」：げ110.J0-0.22m

はどで｀その勾配は約171虻しかなく緩やか

である。 また、その使用した石材は野而石

であり、 各段に 5-6閥程度の石を用いて

• •J. ぃことが推定される。

S Xll9石段跡 (Fig.62) 

D Ix. からのもう 1箇所の進人nであり、

このB区の北閑部近くに構築されている。

S X 118石段の例とは逆に、 D区の北側か

ら」ク．がってくる SX 120石段に続くもので

ある。惰造的には、やはり 平人りであろう

逍措は、かなり欠失している。この箇所

での 0・D11bj区の必低淡は0.9m前後であ

るので、石段としてはある程度の段が設沢

されていたと考えられるが、 現状では餃下

段部だけ しか残っていない。 また、その舷

＂交も~1- 3関の石材が並んでいるだけであ

り、石段の,;;iなどは判明しない。

ー

S X 118 

． 

$ X 119― 
ヽ

ヽ

ヽ

45.Sm 

S X 134石段跡 (Fig.62) S X 134 
0 2m 

Bf名の南西側に小I><徊iのCl区が配i詮され ,~ " r - ' 

Fig. 62 <北西曲綸> B区 S X118・119・ 134石段蹄 11/80) 

ているが、この石段はその両区間をつなぐ

辿路である。このc1><.1こおいては．北西方
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向にさらに別の通路 (SX 125石段）が延ぴており、全体の経路としては、その先のSX 121石段へと下っていく

ことが推定される。

本石段部の遺構は、あま り残っていない。階段としても 、その南西部と市東部にそれぞれ 1段ずつみられる程

度で、簡略である。その陪段の配的からみて、ギ入 りではなく 、この狭い通路空1111のなかで内東方向に折れ、 C

区へ進入するものと考えられる。幅は、下段部約I.Sm・上段部約1.4mほどしかなく、狭い。なお、上段部は 2

段の可能性もある。

敷石逍構

S X126敷石 (Fig.64、PL. 53) 

敷石は、本区域のfり西部から中央に向けて延ぴており、その分布の方向は本区域の配沢の方向とはぽ一致して

いる。遺侶として、これを.lji.独とは考え にくいが、現状ではその周囲に何らかの関述を窺わせるような状況もほ

とんどみることはできず、詳細は不明。 Lかし、SXJOS・SXJ07敷石の配匹からも想定しているが、附東ある

いは北東隕にある程度の大ささの石が多く散乱している点をも参考とすると、この区域中火部に元米は楼石をも

つ注物が述っており、この敷石はそれに付駈する通路（延段）などと考えられなくもないであろう。先の主郭

（本曲輪｝措手部において、ほぽ,,ヽJ様の遺構 (SX0-11延段）がみられる。

敷石は、石材の平坦面を利用してはぽ平らに造られている。また、敷石全体としては、洒から東へゆるやかに

傾斜して上っている。敷石の残存延長約3.9m、位大幅約0.72m。また、使用 している石は砂利ではなく、やや

大きめの石材である。
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Fig. 64 <北西曲輪> B区
S X!26敷石 (I/40) 
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S X105敷石 (PL.51) 

本区）点の東沿に配沼された砂利敷さの遺1骨である。その分布は、区域北端の出人り口 (SX ll9石段）付近か

ら 、 A 区とのひとつの悦界である北東部石垣にi~って南東方向へ延びている。しかし、区画範囲を明瞭に示す状

況は認められず、また、周囲にこれと関連するような遠楕も確認できていない。そのため、本敷石遺構が何に使

用されていたのか、判断し帷い。ひとつの想定でしかないが、主郭部における砂利敷遺構の使用例を参考にする

と、この敷石遺情のftl西側にある程度の大きさの石が多く散乱しているところから、これらを注物の関石とみて、
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本遺1昇をそれに付屈する通路而などと考えられなくもないであろう。

S X 107敷石

前述の SX 105敷石とまったく反対請、区域のi相西張り出し部に配四された砂利敷の追構である。その分布範

開は、西間が削平されていて不明瞭であるが、東側はほぼ一線を圃しているのが分かる。しかし、その方Irりは、

この張り出し部分を構成する石垣とIslっておらず、SX 134石段跡およびその北憫の石煩の延艮線上に位代して

いる。.:.の状況からみると、本母情I!張り出し部よりも区坂内部 （束憫）の方に関連していると推定される。

c区 (Fig.63) 

c区北束ll!i)に隣接する B区では、その内西面石桓にいったん折れを造って拡張している．その屈曲させた所へ

西憫から(II;い石垣を巡らせて、このC区は設けられている。区plijとしては小規校であり、長さ約Sm・幅5-

5.7mはどの広さしかない。また、そこでの遺1/11としては、SX 108敷石そして区J戎の北および北束側に配硲され

た石段 (SX 125・134)を確認でさるにすぎない。このような状況からみると 、本区域は一段森い束IJ!I)のB区へ

迎むために造られた虎口空間として造られたものであり、さらにその2箇所の石段の位霞関係においては、枡形

的な栖造を採用Lているともいえよう 。

なお、このCIiiからはSX 125石段を下ると、旧地形をそのまま残すG区に入る。そして、このC区を通過し

た後、 SX 121石段に合流して、北洒曲輪の前開裾部へと下っていく 。

S X 125石段踪 (Fig.65) 

北西曲鯰とその外部とのfillをつなぐ出入り Uのひ

とつであり 、このC区北屈9こ陀詮されている。Lか

し、本区のもう 一方の SX 134石段が13区への内階

段となっているのに対し、本石段の方は外l笞段と

なっており 、溝jむ的にやや民なっている。

遺楕は、下段部となる北半をかなり欠夫している。

現状では、本区側の上段部を 3段しか確認すること

がでさない。似li2.0mで、狭い。踏み柾は、上段

開から0.4そして0.35mである。また、蹴上げはと

もにO.lmはどしかなく ｀その勾配は約12度とかな

り緩やかである。

S X108敷石

砂利敷の遺構である。しかし、本区全体がかなり

削平されているため、本迫構の分布範囲も整然とし

た状況では把握できない。現状では、区域の中央部

付近に広がっているのを確認し得るにすぎない。

44.2m 

ヽ

Fig. 65 <北西曲綸> C区 S X 125石段跡 (l/80) 
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D区 (F"ig.66、I'L.54・55) 

B厄の北Mlliこ虻i荘されている。区域令体は石虹を用いて1配だされており、 111北方向に長い。川北I*約24m・

東西糾約9.5mのJよさをもつ．その配社1111係であるが、 <m~tl I青笑方向としては隣接する B区とはぽ並行して

いるが、位i化的には令（本的に約9Illほど北へずれている。..:の.:.とは、 ifi北それぞれに設けられた9た口の1柑1£と

火さく関係しているようである。つまり、 北側においては、 L・0区という空間が沿り出されているのに対し、

111側においては. 8 (,(の北西側中央にji'£られた SX 118石段がこの区域のかなり 1♦1側に寄った位i7ll叫1係にくる状

況がみられるのである。 さらにその南北向溢部には魂と連絡する通肪がそれぞれ取 り付けられている反面、内

部の遺情としては、区域令体に広がる砂利敷さの他に SX 131敷石しか/iii品できないのである。

以上のことから考えると、この01><.は、北111/1!11輪の中心区域であるA・Biぷj区と溝への屯要通路 (SX 120・ 

121石段）との間に改けられた、 if(咲な1./lU空1111としてAmされていた.::.とが窺える。前述のC区の例とは、か

なり巽なっているようである ，

なお、..:のDI><:北東部の一帯において、多泣の鉄滓を確認している。特に｀遺情などとも関わっておらず、何

故に：： fl)ようなところに敗布しているのか、 1った＜イ；1¥1]である。

E区

D(i(の北1/ljffll)である。本斤校の最北溢部分にあたるが．曲輪情成と してはD区までで終わっており、この1メ．域

には特に遺けを確必することができない。D区北西面の石虹構築のために.:?'iTの地111整形を行った;f','/父か。他

の区域への辿路などもない。D区との比盛差 （石凩(it,) 、約 1m。

F区 (Fig.68、rL. 57) 

Ir. 陵般心部に位沢するA・B1•iLX: からは、 or:えを通り抜けそして0区の通路を下って行くと、北麓へとたどり

沿<. .:: の）i面の通路は、北,,り1U1輪のなかでもかなりif(要な経路として迅られていたようであり、 DI,(北沿部の

虎11部だけではなく、通路途•I•の節1祈にも石Jr[で溝築 した小空）Ill (曲輪）を配骰している。.::.::では、 1if/れを L

Ix.、そして後行を Flメ：と して おく

F区は、 Ir.陵の北・11liOII斜1/iiの一部を削平し、 ,jtJII.部を造りmしているものである。そのため、 1・相渭Iillcl地形を

残しているが、北および西側は．」:11・.めと して石Jr~で築いているのを確認できる。かなり欠失 しているが．その

残.fJ:している石mみの状況から．ある程度の区,i,j範訓を判斯するこ とがでさる。平JII.面としては、東西約10.6m、

南北約4.Sn, はどの11;さか。但し、その-{171こ逍t,/liまったくみられない。 また｀その平Ji!部の「jlj平の状況から

みて、 1+1開の石Jr(IよIm f';. 度の (,Q)であり、あまり/.~;くはなかっf←ことも推定される。

しかし、0区とした通路が. .:: のF区のIll!輪の東から北開をilllがり抜けて通っていく点から考えると、それに

関わる成＇災な悶能を果たしていたことは鈍かであろう。

GI吝

c区から S.X 125石段を下 りた、その北11!1-・菊である。前述の E区1,,j様、この北洒!Ill輪の紺辺部にあた ってお

り、特に曲輪の形成をハしていない。 また、 SX 125石段とその先の SX 121石段との間ではあるが、それらをつ

なぐ通路な ども配iltされておらず、 ,r.なる空JIil域でLかないようである。
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H区 !Fig.58) 

A区11iiJlj1llllこ配収された区）戎であるが，それより 一段低く造られている。 しかし會 A区とは明確に区両されて

いるのではな く、区）ilct+i哀部が開いており、そこからA区rtl側へと通じている． また、破J共のために明確ではな

いが、本1え成の北隅部から北開のB区へと紐いていた可能性もある。 さらに、本区域からはこの北j!lj曲輪のiti西

斜面l・・に配iri:されたKl>(そして 1区とも通じており，これら上下のIメ．域を連絡するための役割も果たしていた場

ilrである

沿1肖はrti'I'・部に配iri:されているが、かなり樅吼されている。そのために礎石の位誼が変わっているものもある

が、 -ti!! の建物跡 rs13JJ3)とそれに付随すると考えられる敷石遺構 (SX 117)を確認することがでさる．ま

た、 1メ．域[llj阻には SX 122石段跡がみ られるが、.::..:から K区へと下りていくものである。

S B133娃物踪 (Fig.67、PL.58) 

述物の代石らしき石材＇はか なりみ られるが、 Jfl.(tlirtを保っているものはかなり少ないようである。悦石として

ぢえられるのは、 SX 117敷石の周辺とr酎舅に分布 しているものだけであ，，うか。この状況を以て、元の建物の

規保を推定するこ とは姓しい。各m11は約2mであ り、キ．邪で確認された建物跡のものとはぼ同じ寸法を採って

いる、

S X117敷石 !Fig.67、PL.58) 

SO 1331.ll物跡の北~. 1;配irtされており、それとの関連性が推定される。石材は10血前後の在石であり ．それ

らが約1.6mの範11りに広がっているのをみることがでさる。
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Fig, 67 <北西tilt輪> H区

S Xtt7敷Cr.SBt33建物蹄 (t/50)
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1区 (Fig.71、PL.59・60) 

この北洒1U1輪のrll1隕斜面には、 二段の平JI!な区域が造成されている。l!.J戎の広がりとしては東西方向に細長い

ものであり、その東西jdり端に述絡の通路部分が設けられている。いま、束端近くでは、 北側」：段 (II区）との1111

を行き~,するための石段が述粒 して記骰されているのに対し、西11!1の方はこの北西1柑輪の舷も1川端に配詣されて

いる石段 (SX 121)の脇にまで税いているものである。.:.れらの状況からも、この曲輪群が中心的なものでは

なく、いわば膊曲輪として配i~されているのを窺う.::とができる。いま、上段を K区 ・下段を l区としているが。

ここでは下段となる 1区の状況から示していさたい。

1-1区と ．異な り、 II名はそのffilll9を石垣で区I制している。区域の西側1部分は紺約 3mしかないが、東1!11]部分はや

ゃ張り出 しており、ひとつの空間を形成している。東西似約17m、1fi北幅約 7-9 ,nである。こ.:.1こは、遺溝と

してK区から下りる石段 (SX 123石段跡）とその位下段から粒＜敷石しか確認することができないが、その西

側の空間にはんを石らしき石材も散乱しており、あるいは小規校の建物が建っていたのかもしれない。その他には、

北間のHIスとのか斗nii部に短い張り出しがみられる。 2箇所に造られてお り、幅約3mで0.7mの突出しかないも

のであるが、その関間には何も確認でさず、不明の遺構である。

S X123石段跡 (rig.69、 P L. 59-61) 

上段のK区平Jfl部から本I裟の平坦部まで絞いていたようであるが、現状では10段はどが確認できるだけである。

I'りなど、関連する施設は設けられていない。
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Fig. 69 <:tti!!i曲綸＞ （区

S X123石段蹄 SX 124ft石 (1/80) ゜
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石段は、 t段部をやや欠失Lている。幅は最下段で3.0mであるが、その上段は次第に狭くなっているようで

ある。跨み船は(J.5-0.6m、蹴上げは0.15-0.2mとやや低い。また、その勾配も約231父と緩やかである。使用

した石材はff面石であり、各段に ~ -6 個の石を川いている。

その;;i後の石段を下りると、そ..:I: 敷石 (SX 124)が並ぺられている。

S X 124敷石 (Fig.69. P L. 59-61) 

敷石は.L字形に配illされている。その区両はI;!ぽ明瞭1こ確認できるが、 一連のものではなくひとつのIざ．切り

をもって造られている。その区切りは石段の位とほぼ同じところにあり、それから矩折れでさらに北測へ延l!L

ているのをみることができる。石段前の長さ約3.0m・幅I.Om、拓折れ部分の長さ IA5m・幅はや1よりI.Omで

ある。使用した石材にはJ.:.小があるが、各々の平J街部を敷石面とするように据えており、石面ははぼ黙っている。

なお、これらの施設の周辺において、さらに明確な遺柑を確認することはでさないが、その西開1こ点々と続く

ような石がみられる。 あるいは、上段の 1 区と l• •l様に、石段脇から飛石を配irt していたのかもしれない。

J区

石.hiで区 i負i された 1 区の．さらにTfj側下段を 」 区としている 。 地形的には、やや平JI[な広がりがj~j東方向に延

びていることから、当初はひとつの尼！点として設定したが、ここでは、他の区成のように明確な区袖iを示す石煩

や段裕らなとを確認できていない。 しかし、さらに下方のM区一術の発掘、逍査では、石積みによるいくつかの区

両を推定でさる..:とから..: の区城に、その上 ・下段をつなく9連絡蹄などが設irlされていた可能性もある。

k区 (Fig.71、I'L.59-60) 

この北・11り曲輪中央部のl・I区から一段1+1側に下 りた1和域であり、前述の 1区との間に位i'1Lている。つまり、そ

れら 3ijj1/iの区域は連粒するものであるが、その111染において、上下の区政は石頂でII.I也iされているのに対し、

本r,c:には使用されていない点が料なる。その本区の逍情の状況をみると.fり卜はかなりrrn平されているために

まった く不明であるが、北半にはII区から下りる石段 CSXJ22lとそれに紐く飛石 (SX 135)を確認すること

がでさる。これらの遠1賣の配笛としては、 1区とはl;f(,<J様といえよう 。

S X 122石段跡 (Fig.70、PI..59) 

ややJえれているが．令体的な状況と して は良好で

ある。石段は計6段を確認できる．転は1.20mしか

なく、かなり狭い。踏み幅は、上段開から0.55・

0.40・0.40・0.45、そして0.50mであり、はぽ平均

している。 蹴上げは0.20-0.28m、そして勾配は約

25度であり｀ややゆるやかである。 また、その使Ill

した石材はほぼ野面石であり、各段に 3佃程度の石

を川いている。なお、 SX 135飛石i;J.、この石段の

紋下段Ii•/方ではなく、東脇から始まっている。

4
5
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4
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Fig 70 <北西曲綸> K区
S Xl22石段跡 (1/80)
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S X135飛石

石段東脇から始まるこの飛石は、南側に 1"'ほど進んだところで、そのまま 1区の方向へ向かうものと、それ

から分かれて西方へ荻＜延ぴるものとに分岐する。いずれも途中で欠失しており、•前打は 2 個の石しか確認でさ

ないが、後者の方は延長約14mまで残存している。後者は、本曲愉の招手である SX 121石段にまで絞いていた

のであろうか。

L区 (Fig.72) 

前述のように、丘陵北西端に位閏する D区は'.fi:桜餃窃部のA .13jilij区から北蒻へ下る土要通路 (0区）の甚

点であり 、ひとつの虎口空間として設けられている。本区は、その D区とは通路を挟んだ反対憫に位置しており、

いわば、通路に横矢を掛けるための防御的な区域として配沢されているようである。その広さは東西6mX南北

4mはどの狭いもので、 ftl1111の一部を除く各面を石Ji{で構築している。しかし、その崩壊は大きく、各石垣の和

底部からわずか数段上までしか残っていない。また、区牧地面には何らかの建物の存在が想定されるが、そのよ

うな遺柄もまったく確訟できていない。
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Fig. 72 <北西曲綸> L区 (1/100)
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M区'. f Fi~. 1,1. PL. 63) 

この北西1111佑とその南ll!IJの和Ill綸のそれぞれがヽJ.地する(Jfli:陵の1111は、地形的には谷状の落ち込みとなってお

り．その糾野を次初に広げながらゆるやかに下っている。 この~i俗揮i部分には、特に平)II,な箇所がみえず、 石梢

みも確認でさない.:.とから、ここまではiヽi!Hi輪から述続する区域の構染が及んでいないともりとしていた。 しかし、

トレンチによる兌堀沿介において、いくつかの箇所に述粒する石積みを分見 しており｀さらにその延Kの朴I ~-.r,I

係から、区域を1直iすると考えられる広がりも数箇所で確認し得ている。構築された時期の低定は困帷であるが、

こ.:.では、区j1hjとして想定でさそうな 2地点について、以下に示していさたい。

まず、地点のひとつは、 floJ丘陵の低位から北西斤．陵の1出Ifill斜lfu部ー{j7に油られているものであり、.:..:. 1: 2 f;i 

所の1えj1hjが屯'.ii!される。その 1箇I所は、丘陵のI立も低い所にある。その延uをすぺて兌掘Lてはいないが、F・

K・G ・I ・Hの各トレンチで検出した石積み (Fig.75)を一連のものとして考えると、ひとつのIX:抽iにみる

ことがでさる 、規佼と Lては、 東西＇晶約 22m・111北iを約36m+aのやや9広い面積を占めている。但し、現状では

その1幻賊内に何の遺構も確認できていない。 もう 1箇所は、その北束11l1斜面の，；:m:ir.: にみられる。石積みのほ角

、¥j;分を検出しているが.Ix. 抽iとしてはそれより 1打求方向に広がっているようである。そして、その方向を1前述の

低位[r(の区11hj部分とはぽl•J じに採 って＼，る.:. とから、 11:いの関連代も想定される。なお、石栢みは一段;;:;っては

いるものの、それはと硲くはないようである。2.5mliif後か．

次に、もうひとつの地点であるが、,¥1-P・S・Tの各 トレンチで検出 Lt;石積み (Fi~. 76)の，じj--fから')§・

えると 、1山Hi:I浚,:りの谷部の人n込み方Jiりとはぱ並行するだけでなく、直交Lている配詮もみられることから、.:.

.:.に1よいくつかのIx.直iが述紐L ていることが想定される。 つまり、 ~I· S · T のトレンチにみられる石1/iみで谷

部にひとつの平Jりな区i制を造り ．その西側の0トレンナでの東i川方向の石梢みで、さらに段淡のあるl,{1d1jを111北

に成定していI←ことが名えられる。1i屈tの規模は南北鉗約14m・東西托約12.5m+ a、Mトレンチでの段I.¥は石

佑みが2-3石Lか残らず、約0.5m+ aにすぎない。 また．後 行も石積みがわずかしかなく、 0.4mほどか
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Fig. 73 <北西曲綸> M区
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Fig. 7" <北西曲輪 ・西曲給＞ 調査区配!i'.l(1 /500) 
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Fig. 76 <北洒曲輪> M区

L-P・S・Tトレンチ (1/200)
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N区 (!>jg,78、PL.62) 

この北西1U1輪のj/lj燐部に設けられた(,{域 IOIえ）には、その1+i北1&ir.:iに石段が付けられているが、さら1こ、そ

れらに迂紐する通路が［絞斜価から裾部に向けて下っている。これらの南北の11Wli1りに延びる通蹄のうち 、1Hll!IJ

のものを N区 ISX 121通路跡）、 北11!1を01メ:(S X 120通路跡）とする。

まず、 KlえのSX 121辿路杯であるが、 D区に付随する烈い石段を下りて、やや西側に進んだ後、延長約30m

のKい石段を伝っていくと ．碗に到達する はぽま っすぐな通I&であI)、全体を辿 しても'"1の防御的な1/11迅もみ

られない。 しかし、（、・（硲(llJにみると、あるいは先のM区 IF・G・I・IIトレンチ）で屯りとした石枯みのIメ'.j1hjと

閲述して 、その碗部においては防御性を硲めている.:ともぢえられる。

また、この主要通蹄と北西IHI佐の南ff11]$'国 に配i在された各IX:域 ((;・I・ K (,() とが接紐していたことは、そ

れらに設けられた石段の位誼や飛石の延長な どから 1分に推定できるが、そのIIIJをつなぐ逍1/11の状況はあまり'I'll

明 していなし'o

S X 121通銘跡 (f.t~l7. r L. 62J 

この通路は、Dl>i.のIll束ほ部からflj西）11t,1に延ぴている。その紋mの下 f)は外閑段で、B区illill!m石.hiに沿っ

て込られたfi段であるが、次の平JII.I>(政である I叶ズまでのわずかな,•::;~t,';'; を つなぐもの として l\~ iri されており、

段数も 3段と少なし、。船Ii.2.5-2.9m。跨み船は．上段側から1.32mと1.80m,蹴上げは0.2m(:lどで．その

勾I\~も約13度と粒やかである｀

この石段を下りてやや進んだ後、次の下りの石段が始まるが、その伝いは舷ヤ,Jの石役より 2mほど西側にずれ

た!~:iii'.から訣いている。 また．石役としては迩中の約28mf.t近まで (18-19段） しか残什していないが．それら

はさらに硯までnli荘されていたものと名・えられる 総延長は、推定約66"' • 勾配は15度1iり後で、それはど忍では

ない。蹄み船は1.-1-1.Gmで.Iiぽー；i.(1111陥に社かれている．

なお.,:ll)jiJi路lえ敗の東1111では．その傾斜面に石段を設,r1するため、 ill.までの1B地形を帖1,1111ほどの範1mで

延々と削•]! . 格地 している状況も窺える。

0区

，前述のSX 121i!li蹄 とluJ悌、Bl,(l"i3PlrlなのDIメ：から始まる通路ll域であるが、それと 1よl又)JJ;tiりの北側に

下っていく ものである 情造的にもやや\~なっており 、虎II部分の防御性という点に1りしては、このSX 120ii.li 

路跡の方がより ~.1 1 r,1 さを窺わせている。 それは、 辿路の始点部分となる D ix.北東部において、 東西1山j開1 1:-i:i.h~で

厄l蘭した小さなlx.J戎を配ii'!していることにある。そこに伐石などは維品でさないが、一・：；fの構造からみると 、櫓

などの建物を設けて、進人路に対する攻収性を，占めていた.::とが想定でさるのである。

また．その SX 1 20通路跡のさら 1こ紋さであるが、 ~1r.lズからさらに蒻まで延ぴているよう である 石段と I,

て執いているが、 1((稼路ではなく、下方に配閥された F区の東傭を迂皿 して西1;1i,Jに氾し..

S X120通路跡 (Fig.79) 

辿路ltHJJの石段部では、その東西11.j膳に石虹を配代している 石段数はats段であるが、その中火とlitFの閉

段の位iYt を ,,i側の石.hi閑角部と合わせていることから 、 この 1•i名の構築がかなり計袖i的に行われているこ とが分

かる。踏み船は、 IA0-1.65111でやや広い。蹴上げは、0.35-0.45mでほぼ一定 している． また、勾配は15度は

-115-
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どあるが、踪み＄品を1公く取っていることから、石段としては緩やかである。なお、東西,,しj側の石)1~1111の関係であ

るが、 ,,-_いの（妍窟が喰い追いすぎており 、そのi贔i方にまたがる情築物は芳えにくい。つまり、ここではl"Iなどは

設沼されておらず、石段だけで開放していた状況を推定しておさたい。

それに舷く通路の状況であるが、緩やかに折れながら範へと下っており、滋'1f.区域内でも総延托約21111に及人

でいる。逍構としての石段は、その延長全ばに残存してはいないものの、 一部に石ダりや据え付けの小石などを確

認でさる..:とから、石段の配汎としてはさらに連紐して延ぴていたものと考えられる。その際に、辿路途中とな

る地点に没けられた F区の存化は爪要であろう。通蹄の防御性は、

まっているようである。

このひとつの区域の記沢によ ってかなり心i

I:'i; 
゜ ヽ

Fig. 79 

゜
4m 

＜北西曲綸＞ 〇区

S X 120通路跡 (J/80)

44
.0111 

北西曲輪の石垣 (Fig.80・81) 

粒tには石煩を一部にしか用いていないが、遊膊的宅IUJと考えられるこの北西曲輪においては、逆にそれらを

多様している。但し、石煩は1111輪中心部のA・B・C・H区、北開通路区域となる D・F'・L区、それに(ti束部

下段の 1区に築かれ、それぞれのIx.I戎を明瞭に区両しているものの、その仕jさは位も高いB区jlり・南西面でも揃

定3Ill {残イ／：高約2.lm)はどしかない。
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その石積みには、概ね自然石 （野面石）を用いる。それらをいわゆる「布目崩し積みJ として積み上げており、

ほぼ安定した積み方としている。特に、自然地形を大きく残す傾斜而上では、主郭の例と同様に低位側への石垣

のズレを防ぐことも考店しており、その傾斜に合わせることなく、ほぼ水平方向の積み方を保っている。その勾

配は、各箇所でかなり強い。また、角石で残っているものはわずかしかないが、それらにtr.木積みなどの技法的

な様相は窺えない。

(6)西曲輪 (Fig.82、PL.68) 

本丘陵から派生する支丘餃のなかで、西方向に長 く延ぴ、さらに北西方向へとゆるやかに下っていく尾根ー帝

を、西曲輪と している。この区域に、 3箇所の発掘区 (A-C)、ま た堀切部分に2箇所 (I. 2)のトレンチ

をそれぞれ設定L、四査を実施した。その各地点で検出した遣構の状況をみる と、曲輪内部はかな り平坦な区破

の広がりをも ってはいるが、他の曲輪ほどに明確な区面あるいは紀霞を示す構造を窺うことはできない。遺構の

密度も低く、特に曲輪中央部付近では、敷石遺構 (SXZII)と小穴状のものが点在している程度である。主な

遺構と して は、本丘陵の主郭部との間に一条の深い堀切 (SD206)とそれに付属する土嬰が配群されているが、

逆に両曲輪外憫となるその東側の区域に、敷石遺構 (SX 207・208)や周囲に玉石を伴う 遺情 (SX215不明遺

構）などをみるこ とができ る。ここでは、それらの主な遺構を概略してい きたい。 なお、前述の北西曲輪の例 と

同様で、その堀切をまたぐ土橋あるいは木檎などの遺構は、現状では確認できていない。

呑

m

゜
25m Fig. 82 く西曲輪＞

綱査区配匹 (I/500) 
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敷石遺構

S X207敷石 (Fig.84) 

c区jltj沿を SD206溝跨 （堀切）がit-I北方向にはしっているが、その掘り込み上沿部の束脇に、この敷石が沢

かれている。 ·~-独ではないようであり、南開の S X208敷石と配骰的に近いうえ｀＂ ．．いの方向性もは(flii)じくし

ていることから、これらii]遺朽が柘いに関述している可能性を推定できる。jAしいずれも何のための遺構なの

かが判明しない。

この遺構の残存状況をみると 、石材をていねいに据え置いて、敷石全体を造っていることが窺える。 しかし、

束flli)部分の各石が大きさも●ぴもはぽ愉っているのに対し、 i"iflli)はそれらがやや乱れている↓ とから、その一部

は欠失しているようである。残存延長は2.35m.lit大幅は0.58m。その敷石面は、南側へゆるやかに傾斜してい

る。 また、石材IJ.S X208敷石のものよりもかなり小さく、 0.15-0.4cmはどの野面石を使用している。

S X2081i: 石 (Fig.84) 

現状では、 SX207敷石から約0.8m濯れている。 しかL、そこに後iU:の批り込みらしき穴がみられることから、

本北は述絣していたものをそれによってJ哀

しf←ことも考えられる。

遺構としては、 SX207敷石よ りもさ ら

に整然とした石材の配四である。それらは、

中央に I.05X0.75mの大石を据え、その周

1/11にある程度のKきさの石を充たすもので

あ1J、さらに小石さえも用いている。 この

遺構自体の破壊の度合は判明 しないが、周

IIりの状況からみると、それほど広範l!lilこ敷

さ並ぺているものではないようである。東

西方向約I.85rn・南北方向約I.75 rnの広が

りである。 また、その敷石面は、 SX207 

敷石と I•り様に,ti開へゆるやかに傾斜してい

る。使用した石材は、いずれもやや九みの

ある野面石である。

SX211敷石 (Fig.84) 

SD 206堀切を挟んで、先の SX 207・ 

208敷石とは反対側となる西曲輪の区域内

に、この遺構1よみられる。やは 1)、敷石の

残h状況は良くないようである。

遺構と しては、SX 208敷石の例と同様

で、 0.4-0.Gmほどのやや大きめの石を主

に用いている。そして、その周辺には小石

I. 

一,, 
42.Sm 

ぷ_...~、__.,.,,,~

.,, 

40.8m 

一

2m Fig. 84 <西曲綸> 13区

4
0.8

m

 ｀
 

゜ S X207・208・21 I敷石 (1/80)
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が多く骰乱していることから、）3石のIll!をこれらの小石でさらに允たしていたことも考えられる。現状では、束

西方Ji,J約2.5m・南北方向約2.9mの範囲に広がっている。また、敷石面全体としてはほぽ平JU.であるが、南側に

やや傾斜Lている。使用した石材は、やや面をもつ野面石である。

その他の遺構

S X215不明遺構 (Fig.85、I'L.70) 

西曲袷が立地する丘陵部の北束基部近く （第2トレンチ）に位橙している。その配誼としては、 SX207・208 

敷石遺楕の例と同様であり 、SD206溝跡 （堀り~) の東側にみられる。

遺構は、単独ではない。ほIll区両された王石敷のなかをTflから点々と飛石が粒き、それらが北端に位骰するひ

とつの遺構に迦む状況を｀この一帝で窺うことがでさる。玉石敷は、幅約0.5mX延長約3.3mの範囲に広がって

いる。その西側は削平されているようであるが、東側ばほぽ直線的に整っており、玉石敷のひとつの区両が認め

られる。また、その南側には 3個の飛石が存在しているが、般も南側のものだけが玉石敷の範囲外にあるこ とか

ら、ここにもひとつの区面が想定される。と.:ろが、それらの飛石は北端部の遺携ま で絞いておらず、現状では

約1.3mも離れている。互いに関連したものであろうし 、途中が欠失したのであろうか。そして、その北燐部の

遺構であるが、やや大きめの偏平な石が土墟中に落ち込みかけた様柑で残っている。土城は既丸托方形で、幅

0.48m・推定長0.9m0深さは約0.8mで、平面形と

比較するとやや深いようである。土咲底は、はぽ平

坦である。石材は 2俯であり 、頂なって入り込んで

いるが、その状況からはそれらが土張の雀石と して

使川 されていたとも想定しにくい。あえて示すなら

ば、大手曲輪のSX085不明遺構に同様の状況を窺

えることから、この遺惰もやはり省応としてみてお

きたい。

なお、 SX 0.85不明遺構の場合、石材は土漿中に

はなく、その上部i'i側にJf,((姐骰を保った状態で配置

されていた。

45.2m 

ノ＇ 一、

Fig. 85 <西曲輪＞ 第2トレンチ
S X2JS,f明遺構 (1/80)O 

4
5
.2

m

 

＼
 

2m 

S0206溝跡 （堀切） c,;8. 86、PL.69) 

西曲輪と主郭のfiLj区J戌を遮断するため、丘陵部のう＆部を南北方向に切り通した一条の堀である。全体の走行は

直線的ではなく、やや蛇行 している。その西側 （西曲輪側）の一部には、高くはないが士塁状の店まりも確認す

ることがでさる。堀糾はかなり広く、 Smを超えている。堀の深さは、低位設となる西曲輪11!1からは約I.Gm

（砧・位骰の主郭憫からは、約2.6m)である。その断面形状は、 溝底が狭く、 V字形を為す。なお、第 1トレン

チに於いて、その溝底近くの深い地点から磁器片 (l点）が出土している。

ー123-



IヽS.Om

第 1トレンチ北面

1ヽ2.5m

。
2m Fig. 86 く西曲輪＞

S 0206溝跡（堀切） 断面 (1/80) 

(9)主郭 ・北西曲輪間の堀切 (Fig.51、 PL.71-73) 

この一帝1こ、何ら，if(要な沿構などは確認されていない それにもかかわらず、七郭と北西1111輪の 1111の窄IIIJJ~を

これはど広くし、さらには、 S0043・044・045の計3条もの堀り」を横断させている.:とから、ここが主祁への

ひとつの防御約Illとして造られたことが推定される。

それらの堀りJのうら、 h~も北西曲輪に近いsD044i,1rかは、その東端部を主祁の惰手必付近で終わらせている

が、反対の西沿部を斤駿部から谷部を越えて、西1111輪のS0206溝跨 （堀切）にまで速粒させているこ とも」伯定

される。堀1(1;1よ狭く、 ltJijjjjがV字形の必研状を公す。なお、それに関連する I:退などは確認されていない。 次

に、残る SD043・045溝跡であるが、行々個別のものではなく 、この斤．陵の1釦181諄抽iに添ってはしる消跡 (SD

042)により.1i ii~ 沿かはつながる配illを採っている。 さらに、それらの、じ行を追ってみると、 SDい5消跡がこの

S D0,12溝跡及ひ主邪（本曲輪） を巡る空堀 (S0035) と組み合っているのに対し、SD043i,I跡の方はさらに

Ir. 陵を下って1IJ側にまで延びており、縦横にやや代なるl'i雌'1状況を示している。 しかし、防御的にみると 、これ

らS00,13・().15溝跡が屯災な堀り］であったようであり、それらの外側（北111j11l1輪側）にはいずれも土）：！が造られ

ている。J:l:lは、溝跡 （堀切） ととも1ふこの斤．陵部上をすぺて遮1訴Lており、途中で途切れることなく 、閲能し

ていたようである。 また 、 それらの形状をみると ． 溝底はいずれもやや広く、 1訴1i1iが箱状を 2~ している点ではlul

様といえるが、 i井底の深さはluJーではない。 S0035i昇跡がやや深く、また．それらの溝跡が合流する地点での

様mもそれぞれ異なっている。

最後に、＂り介では判明 しなかったが、 S0045i昇跡の北半がl'P.められてj虹名に変えられている状況からも~m注

されるこ とであるが、これらのm跡群すぺてが、児たして同一時期に機能 していたのかという点には特窓 Lてお

さたいn
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3. 遺 物

出土遺物の概要

堀秀治神跡でのu,」••沿物総数；，：：は . I Jj n{に及ぷ調査面積に対して細片までを含めても約l.600;点にとどまり、

多彩な検出泣mの内容や術度にIll反した状況をぷす。しかも 、その4打1J近くを瓦が占めており．舷密にいえば．

1lci,~ 色を r~Jぷする逍物は遺跡規模に比ぺて非常に少ない傾向にあるといってよい．

瓦以外の当品期,,,活遺物には.1m・Ifを主体とする」：師岱、瓦質土器 （鉢 ・沿 ・湯釜）．錢l'rおよび欽砲王ゃ

7) 子といった武具類などの金駈器、砥石ゃ硯などの石製品が出上している。 凶磁硲に しても 、 !i1i•I、瀬戸 ・ J:,irt

A・ダの国在品、中国 ・朝鮮 ・東,nアジア守の国外殺製品ともに出土しているが少J,tであり、全体数；，しの 1割にも満

たない。

また．細片：,'i料がJ.:.'I'・であるために正確な個体数の集計が困雑な状態だが、遠物の新触れとしては特定の器

棟 ・ 容岱に (IJl••J したものではな く 、ひ と あた り の生活用具が、認められるのに対してその総りしが少ない と いう点で

も、沿跡規校に照ら Lてみれば特限な1,11象を与える様柑をtしている。

各遺物のII',上状況だが、この陣跡の検[I¥遺1溝では、地面を拙I)込人だ施諒群が全体的に少ないということも

あって 14,:11!1輪,.,JIIりの空柘¥.).:_手曲輪の掘.>i.柱建物跡と土塙、 大手辺脇の沿など） 、遺情と遺物との110妾的11-!l係

ゃ恨数in物H志の共1,~1関係を .)(1J蹄りに相互確認でさるだけの条件が糾1約されている。 礎石や石段、下砂が1敷1(11

1:などの {ヽ.体int彫l)j/(J:.(こ沼物が散布 した状態によ って、各遺情の年代骰を鮒釈するよりない。

なおかつ ｀ 各 111 1輪内部のII」生活面」．．の堆fi'i:l:i,\が極端に少なく、数CDlからせいぜい 10cm程度の印さの '~-- 1:

（七1こ{Ii栄な どの航物遺体による腐ft.I:)の表附があるのみで、 遺物の大半はこのW中から遺構検出1!11直J.:Iこ犯

中してお り、帖果と して陣1蛙慌能時期以外の年代の遺物が、当該1111沼科とともに出土している状態にある。Lし体

的には、 ~~,暉 1の1汁性の；'/'i科と ともに，IU石器時代の石器に始まり 、縄文時代中一晩期 （石器）、 鎌介時代 （陶

磁器）、室町時代後期 （肉磁器）に至るまでの先行時代這物と、江戸時代のほぼ全期 （囚磁器、銭貨、 金駈器）

と近現代の凶磁料などの陣/ill伐絶後の遺物がある。ただし、いずれも生活狽跡の頂復を変因としたill人とは解し

にくく. f.•~-の英lfi.時の造成行為や他地からの土砂搬人、'~騨後の生務活動など （土地利用形態1よ柴111や牧が主で、

近現代には火h~i計と しての利Jll に関する証iもある） に伴っ て混入されたものと捉えるぺさ 内容；，しである。

(1)土師器

①皿 ・杯 !Fig.87 -I -28) 

堀秀治陣跡からの十．師器類 HIil・杯）は、コンテナ 2箱分程が出土している。殆どが破損しており 、完形での

出」:Ii{梃かではあるが、W.1体数を数えてみると46偵体以上が出土したこととなる。この内、4分の 1以上が残イ,:

し全体の岱形がわかる28点について図示し成明を行う 。この陣跡から出土した上師器の整形方法をみてみると、

手づくねにて形を惚えたもの、回転台を用い整形したもの、ロクロ水,JIきにて整形したものがありそれぞれ 1

-3類とする。

I類の手づくねにて形を整えたものは、器全体を掌全体にて簿く整形したもので、大ささからk (In類）｀

小 (11バillがある。 I"煩は、淡褐色をし ており、口径はJ2cTTI前後である。浅身で口紺部はiii線 ((.JI:延び、

口松部下がJf/.く、1勺底部の沿1こ窪んf.!fl'!I線を巡らしている。 I bは 1aの小型品でn径は9.5叩前後。色潟も似
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ているが器峨が9り<.割りと ~ll雑な迅りである。 2 類の回転台を使用し整形したものには 、 mlの器形と人ささに

より 2a、2b、2Cに分けられる。 2aは体部から□iiにかけl"li:'lぎみに開さ、口松端部はヨコナテを行い癌

< ft上げ、 n柑部の外Ill!にiえをもつものが多い。底部は、回転台を倅11:させてか低回転での糸切り緩Lを行い、

底lliiは代かに~•, u,i状とな っている。 n径1よ、 14.Semi前後である。 2bとしたものは、 2aの小型品で、 r:l!:tl2cm

/1,1後である。いずれも休部内外面での表面が絹沿しているものが多い。 2C類としたものは、口!t9.5cmの褐色

I a類

＼憂を~名←""7・
北曲輪 北曲輪 北西曲綸B区

羹ど l~ジいて竺つ 二s
北西曲綸B区

lb類

~...... . ~~8~-.~ マ
北西曲輪D区

北西曲輪B区

唸er汀 三~6
北西曲輪B区

二10

北西曲輪B区 北西曲綸B区 北西曲輪D区

2 a類

ご~
本曲~巳□ご］一二三~

本~ここ:J::=こ~

¥→-ぞ--1 -二 4

本曲綸

2 b類

て
本曲輪空堀

に 5 こニててユ~
本曲輪 本曲輪

本ご三~8~9 沼ーこジペ。
本曲綸

雄~り?2 1 ~ニ~2~ロ d23

t二門~ヽ ~24 、\、~5
本曲綸 本曲輪

2C類 3類

て に 6

本曲綸
~~ 
本曲輪

27 
本曲輪空堀 28 

。
10cm 

fig. 87 .I: 師器 CUil・杯） (1/3) 
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表2 土師器皿 ・杯観察表

遭杓
HI土蟻

ft Ill. 註，....,., 
影患の井裏 !IiJ. のIS慨 • そ＂佗

;l:11石

eり E 憎 Il l~ "'if• 114 ぅ,,.. 
I Jt,1輪 UMH 13.0 6.6 2.1 匹 u1Q<Aっ1ぐ匹 Off3'.fh1(lかに膨ヽ t 令体を fづく n,:.-c ~彰L.tlはほを溢くヨコ I • Ill 

中央紀 鍾 る 内欣薦の;;,:.. ~ J.. t.:. 圏編がみうれる ＋ヤしていると口tttiiに煤がf,t笞＊る』

? ． UWl5 12.9 u ,, ... f引芯Ui~( t\ -, •t ぐ｀び. Oftr.r.1-・ が影ti1,,. 内 全体を平づく /lにて繁影し．口9拿体をヨコナデ , .,. 
鵬 ~din沿t..:. flかに名人I:圏緯が人らft;ら でfl:t-.:rる tlftl'l, に這がt.f_1f •r る ，

i Jt~illl翰 “紅C5 12.9 8.0 2.0 O}のll'lが11¥土畢体紀1バi<t(-, すぐピび．ロ 9:ff! ~f. づく hi!て笠鮎し.□tt氾を!.I;, +デ 1 • U\ 
B区 饂 ft茄rヵ'flかに衝れる Lている 這 attrt1:t皇がt,t~する攀

• ． iU1ヽ5 l!.8 ー 4 Si1') I柑が出土 体船IJ浅<t\ ?..,.<·111~. a 令体をfづく '"'て霞彰'aは品を汝く9コナ I • Ill 
鱈 ft紀"fが憧かに劃ヽ ,... f'Lているキロ拉祁に煤が1す;t;-f· Q~ 

s ． ・"'埠5
11.8 6.< !.I <IS>'の I ~がlhJ:.., .. {!Cl! 浅く“っヤぐ逗び．ロ ',!;(;. を手づく '"'て〇粒 01i1巳 と儘く-~づ I • 俎

鱈 は記U9~tr.ざみ；口籍妬．＇．が僅かに配れる． ヤしている~ aは氾t:fl-がH芯ずる仁

6 ． 9ヽ贔t●5 ll.8 4分の I1'1'がin・t,ft.;紀は浅く内況ぎみに止びる． 令fぶを トづく />L;'(P/.く霰鮎し.llは況をヨコ I • Ill 
鷹 ナデしている ~ nは沈t: ttがf,t沿する

1 ． u ,ヽ.t●9 9.5 ,.s 2,1 (Iけ;ct;心 旺託が小さく． 体I~から口はI.tiこか" ''"を 千づく ねにて霰杉L.ISl'U"f.ltっt,< I b泊

Ill 内刃ざみi;;ヽuふ ft ~trる，， Oltffl:の—: ;,iljに煤が付~....る． ． ~u土●5 9.2 ;.o Z.3 O)'の 11'1.が出土4-{fi:紀1:f1l( l'i~F}鳥 1 .: 'が9る· "'u: を,.づく りにて咬Js.Olf氾を1tコナデL I b lll 

II 口は漏"t'纏く(t,t'.」fている．

' 北柑曲輪 tu土H 9.! 41;,i1rtがHI上。1,氾9れt<I~渭ざんに出び，，． 全｛峯を予、J<l>tこてr/;(t,,影...,,, ロお記~ · 1 bfli 

0区 諷 コヤデしている。口1.f紀に煤がH;t1-rる．

10 北賓飽は “ 紅 5ヽ 9.8 5.7 1.9 4分の If'(が出tc体記Ui¥< J.l,:, ・ 『<・stび.0 全体を手づく わにて瞥9ら UN氾をヨ:t+ヤL 1●笥

0区，，ば 図 は記は侵＇かに外9ど rる 外Kさせている。f'.lff: 記に煤がH~-t·も

II ＊畠Iii 士鰭註 14.7 10.1 3,1 "EU丸人を しつ,ft誡.tiltから口.,郎1.:カ・1t1Ai1,,. 戒紀::wit糸切,,霞L,体 ・戒編の内,11111:剥 H Iii 

SDOO? 飯 If ぎ人に誓ば.utが羹置は渾＜這る． 竃が多く.IJ!t:tlCには煤がf,Jtiする・

12 ． 士"II 14,6 10,0 2.7 紅は丸みを しつ,r-,紅重体記から口It紅にかlt)Aj;,S 託ec.uw止糸切り鴫し． 体妬，，，内外i!IJ t:flllが 2. 磁

If ぎみに開さ．口け漏紀は渾＜汝る． g ¥')'ら`口は駕には慣がf,t芯する・

13 ． 士1111 14,4 9,2 2., 分`の Irtが/Uj五Off紀にかct内渭ざみに開<.. 令体が定粍している畢ntt加,:≪広がun1・;.り 2墓磁

＂ 
体柘内面．記1}的；；剥疇する．

14 ． 上11111 14.2 9.3 z.s 分`の If'lが出．ヒ.att杞にかl it"i~ぎ人に開く． 全1•カ噂 l~L て" り潤~"~•'JI. 1,s: 内外繭． 2• lll 

tt・ 組分的に討疇 Lてn 11.a~郎に置がりn・tる亭

IS •uさ置 tMli 13.:? 8.0 2.5 it)UJlf(が/lit,f●尾"Ii""簿く.fl'紀から 戒駕"・ 伶止糸切り鑽L,体化lllllllして". 2●磁

嬢1嶋g H・ 口tttlにかltl'i~I!}隻 1 :.r:,し 虜 "-~"R•,. 
＊慣Iii 上鰯註 12.4 8.0 !.< 選ヽ よ丸みを,,..,'r-at.体紀から口は)Ci:ヽ • It内渭 沢には停止糸切り疇L.体・ 必記，，内外祐1:11 H UI 

S曲 Ilk "' ざみに同さ . a~嬬艦1よ渾く造る． ，，が多 く .aは聟には蝶が付~-rる·

17 ． .tltll l:?.2 8.< 2.3 3分の lti,が出上．体紀，，召彎"蕩＜． 体ばから 令体がilllll て 』'"綱\\IJ ~'lfJ• 体・ 託篤の内 2●製

＂ 
nは冤にか：t内渭ぎみに関＜． 外面<:MIi.が多,.

18 會 土II苔 12.0 9.2 2.•l SI}のtr/.がlilt,嵌況I!丸みをしつ'l'~. 体江 令体がin,(してuf) :a双IU•lfl. uは高1.;煤が Zb:rl 

If. からCit国にかlt内渭どみに閾<. t•J<H;riず る． 体釦"""''》絹竃が多ヽ ’
19 ぷ釦輪 土鍼お 11.8 s., 2,2 o;, うlfV.がIll土．ロ11:8'にかII内'"ざ人に開さ ． 令体が閉 I( して" り舅1:1,IJ ◄渭I. 2b悶

SBOOZj( If 濯忍を罐<fl I: げる．

” ． .tlflt ll.8 8.2 ,., 成は,v.坦で11:< '~ 拓から□樟紀にかfttl-Ji'Sざみ 戒忍uw止糸り）n鴫し．（ぷ郎，，内外iii<』M鴫が 0 b Ill 

H: に関 < • a』,.,~.に復を も,,., I] ~ ら，Otf紀に1よはが(f1'・_1" ,tぃ
21 本ヽ 9翰 .tltll 11.6 7.6 2.3 fl~ から1Jけ駕にかlt内渭ざみに閂さ,Cltt這閲 ~N5t: 糸りJt)_,L零紅閲内面u1".,, ヵ1みらn. ?b直
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マっ．

22 ． t鱚お 11.S 7.4 2.3 体はからtit,:魔にかIt内汽ざみに日 ~ - titい;r,r. 令IW!lllt して“ り凜繁" ~'111 , 体 .,'!iiiの内 2 b IA 

if ば簿＜這る． 外国u糾鴫が多く．ロII品にはがl・J./1ヤる，
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" ギ戴輪 土給B 11.2 1,0 2.2 O}<り1程がIll上,a.. 1&1:•• • 11屈切ざみに開さ ． 既闇"糸り）り疇し,Cit配1:l置がf•l 'llする. 1, Zb頑

Sf>泣 1(- 漏配が外傾する． 柘外面.IZう｝的にt!魃する．

お ""輪 士鱒沿 11.3 7.6 2.3 3分の 1が出土。 体紀から口樽紀1.:かIt内1fSざみ 庇給9』糸切り饉しと み :, れる。 内面<=llがI~( 2b製

SllOOIIII !11 に綱~. ロは嬬艦；よ簿く造る嚢 H:!1-to. 

u ． 土鰤l'i 9.S 6.4 2.0 111,Cぇ駈．続,,.,漬べ〇環；ヵ•t,[Jは郎にか,,内渭 戒絡"糸切り嶋しで． 板Hf<があ..内成紀に t',. 

鑓 ぎ;.f,:祉びる。 ナヤがみられる尋

27 ぶ・綸s. 士鍼G 10.6 3.8 2.1 紅ftが小さく．口樟駕にか：H置かに内渭しながら ,,, < ~,i3,, ・体はu濤く砿ばし.-t: 証t:1;梱♦,: 3坦

Wl~lll If 大さく閲し ft:郎の8遷が薄い． の糸り）り鼈し．

2ll ●亀綸交星 土鑢II 10.6 3-6 2.8 3分の 1がIii上．続ftがヽ Jヽさ く．口籍郎,:,.,,大 ,, く,,西り．体厖を漕 ＜址ばしている.~~ し 3製

.. 亀
＂ 

さく開＜．口樟澪艦がnぃ． て＂り調QU小IJJ.• Dlf;ltl! ~ 島が14~-t-~ .
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をした小型のnnで、底部は糸切り離しを行い、体部は内湾する。 1点のみ出土している。3類はロクロ水引きに

より整形したもので、底径が小さく口縁部にかけラ ッパ状に大きく 開いている。胎土は白色系と褐色系があり、

右回転のロクロにて薄く整形している。

このように土師器の出土菰は、堀秀治陣跡の講査面積からすると極沿1こ少ないが、 16世紀後半の特色ある土tili

器が出土している。 1類は形態の特色や製作の技術から、いわゆる原都系土師笞と称されるもので、特に Ia類

の内底部の端にみられる窪んだ圏線は、16世紀後半の）;¥都系土師器に特徴的なものである。 2a・b類に分類 し

た土師器皿については、出土飛が最も多く、全体の5割を越えている。肥前での出土例がなく搬人されたもので

あるが、生産地や搬入経路については不明である。土師器の特徴と して低い回転か停lとでの糸切りを行ってお り、

底面が僅かに凸面となっている。また、皿の表、裏面とも二次的に火を受けているせいか剥躍が著しい。2C類

としたものは、肥前地方の伝統的な土師器造りの系統を引くもので、底面に糸切り離L後の板状圧痕がみられる。

3類については、大内氏館跡から出土する上師器の影響を強く受けた11l1で、肥前地方でも一般的に出土する在地

産の土輝器である。

次にそれぞれの土師器の出土黛を比較すると、 ］類の京祁系土師器皿は10個体以上が、 2a・bの土師器は15

個体以上がIll土している反面、 2C、3類については、数点の出土となっている。出土の割合をみてみると、 l

類が36%、2a・b類が54%、3類については5%程であり、総体的に土師器の出土紐が少ない中で、京都系土

師器の出土沢が多い反面、在地産の土師器が少ない点が注目される。

こうした土師器の使用法については、26・27を除く杯、皿の口縁部には油煙が付消しており、土師器のほとん

どが灯明皿として使用されていたものと考えられる。

②その他 (Fig.88-29、30)

皿 ・杯以外の土師器として、鉢、湯釜などが6点程出土しているが、図示可能なものは 2点のみで、他は体部

のいずれかの部位のみを残した紺片である。

29は湯釜の体部と見られ、明るい肌色の

密な胎土で、内面にハケ目が、外而には

r四-;;目結」紋の日）刻痕をとと‘めている。

北西曲輪D区の3'砂利敷き面上で出上して

いる。

30は、本曲輪SB001建物跡の検出面上

から出土している揺鉢で、口松部から体部

上位にかけての一部が残存 している。レン

ガ色に発色する胎土の、比較的良好な焼成

による製品である。復元口径は23.4cmを測

るが、器高が高く、体部上位で内側に大き

く屈曲して胴径 （最大径25.2cm)よりも小

さな口縁部を形作り、端部は若干外反する

ょうに丸くおさめるという特殊な骰形をな

している。内面の泄目は密で、外而はナデ

~ 
29 

北酉曲編D区

本曲綸 30 

i !Oan 

Fig. 88 土師器（沿釜．燐鉢） (1/3) 
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曲性を施していると息われるが、 文次的被熱による剥権がl'iしいため詳細は窺えない。任地殺でのla]器往にこう

した特徴をはえた類例は黒く、協前系や17111:紀代の上野 ・(.;jlU系の揺鉢といった他地方窮の製品のプロボーショ

ンを衣磁した、投倣製品としてのuT能性もある。

(2)陶磁器

肉磁器頚は154伯l体分の破片が出上しているが、作の授能時期と整合する時代柑の遺物はその内の5分の 1松

疫にとと・ 1 る。 ここでは．凶岱と磁器とに）く別した上で、 J',' I ・，r,しの中 111:'{t科、繊-~~:期の；代料、それ以後の1t料に

それぞれ細別して掲げる。

① 器

a)織豊期 (Fig.89-31ー47)

図示fff能なi町,:度を保つ'lt料は全部で17点で、段1中の31-34、37-40、42、44は国外1劉:!;J器である

31は年'1JJ/TJ灰柚l皿で.I.J籍沿部がnく外反する。北西llll輪D区を情成する石原天沿1食出而.tで出 I:している。

32および37-39は乍朝の地利で、 32と37は北洒曲輪 B区l'-Jより 、38と39は北西IUI輪m11tj俗面i(Mf1!:)のFトレ

ンチの石積み検tll面Jこで出 I:している。いずれも非常に器墜が薄く、淡褐色の堅級な胎土にまだらのlli1緑9夭色の

柚必がほぼ全面に掛かっており、 内面にはIIIJさ根 （形状不絆rmと思 しい凹凸が見られる。こうした特徴から、

紀1/f根米:;,跡の夭正13( 1 585) 年焼土~'l や福井一乗谷屯tf.r氏；n跡な どの、戦国最未期を中心とした生活,~からの

出;I:例が増加しつつある、 r船徳iいに類似した瓶と同種の製品と 比られる。
（注 I)

33と34は、白黄色の柔らかな胎土に,1;;&明釉を施した年朝の碗で、本曲輪と北ill!輪とのill)ll)N!予近での｝乏採脊

科である。所計Ir玉・{・手」と称される淡黄色の釉鴻が特徴の製品で、内外面ともに細かな1't人がKっている。

35は鉄柚の犬N碗 （瀬戸 ・美沿系）の日松部で、北1111輪11-Jの庭団部 (SG046}北OillのSX050石.ft(に岡まれ,~

張り出 し部で出 I:している。

36は肥i11J系の所，吋 兒ifJii化の碗ないし皿 （細片のため判r.~としないが、-r,,・. の悩体の歪みからするとイEh¥1111

のuf能性もある）で、小十山烹 （佐Tl県店津市）径と見られる。内外面に木／火釉を施 し、ゴマ粒状に鉄分が1次さ

IIIしている。4>:1H1輪～北1th綸IHIのISi手近での表採貸料である。41も「占flii.lt」の碗だが、烹は特定でさない。内

外iliiに長石柚を施すが、低 く i'ilJtJ 出した砧台部 (j全3.6<•) は露胎で、見込みには胎土目蹄を残す。 北西!Ill輪M

区Dトレンチの紋東端付近から出上している。

40と42は年朝の1111である。40は本曲輪と北洒曲輪の間を仕切る SD04復I;l;IJの東塙で1食出された集石ISX 

061)からIll土している。黄白色の禾らかな胎土に；が明釉をかけてお り、 uu端部が小さく 1勺折 して外1fiiにごく

軽く校を作り出している。1紀元口径は17.6cmを測る。42は本曲輪のSD035空堀第 1地点より出J:した灰柚1111で、

肌色がかった白灰色の胎上に、 1勺面した柚を硲台を含めて総掛けしている。体部外面にliffif籾 lさ痕を強く残し、

硲台の作りは低く逆台形状をなす。 砂 0跡が、見込みと硲台1'~付けにそれぞれ 3箇所残っている。l!l元，匂台径1よ

6.2cm。

43は瀬戸 ・美濃系の天U碗で. S D044堀切l人1からI.LI土した半完形の打科である。黒褐色の鉄柚を施したやや

,1ヽ ぷりの器体で、復元口径11.2cm、海台径3.6<a、器尚6.7tmを測る。

44は焼締めの瓶で、北・Vり1111佐J区の平Jfl,部で出」:Lている。内面に甑櫨引さ択を残すが内外面に指頃による政

終滋整の跡が多く見られ、底面には糸切り離し根がある。白色の微細な砂が枇人した明るいレンガ色のnt;I: をIll
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いており 、外面全体に化粧l:を薄く塗布 している。東南アジア裔の製品と思しい。!!l元底径8.8cm.

45-47は偏前系の揺鉢で、 45は北曲輪のSX 05-0石垣西面の根石付近より、 46と47は北西抽綸B区内で出土し

ている。大きな玉緑状の日緑部や斜めに走るば目等、いずれも r桃山偏前」と俗称されるV期の製品の特徴を示

している。それぞれの復元口径は、 45が29.如a、46が29.6m、47が32.4aoとなっている。
（注2)

b)江戸期 (Fig.90-48-69) 

図示可能な遺存度の打料は全部で22点である。

48-56は全て大手曲輪から出土しているが、この曲輪の一段上に所在する北11!l輪嵌部の丘陵斜而からの流土中

に含まれていたもので、曲輪埋没時の況人遺物と見られる。48は内野山北m<佐貸県難野町）産の餌緑釉皿のロ

様都である。 17世紀末期-18世紀前期。491よ肥前系の碗で、 口縁付近の内外面に鉄釉が、 下位には透明釉が掛け

わけられている。18世紀前半代。50は肥前系の火入か香炉の類いの底部と思われる。昭いレンガ色の胎土で、残

存部位は内外面ともに露胎だが、外面上位には鉄釉の流し掛けが胞されているようである。底径5.600を測る。

17世紀前期～中期。51は偏平な円板状の烹追具 （ハマ）で、上下面に回転糸切り痕をとどめる。最大径6.2co,,

耳さ1.2,.,を測る。17世紀代か。521よ壷か徳利で、黒褐色の竪緻な胎土で、外面のみに昭緑褐色の釉を施してお

り、 1i1部を波状沈線で飾る。肥前系ないし高取 ・上野系のいずれかの窯の産と思しいが特定できない。53は香炉

ないし火入で．産地 ・年代の詳細は不明 （肥前系も しくは関西地方産） 。外面に灰黄色の柏を掛け、体部下位か

ら忘台部分は鈴胎である。541:l肥Jiu系の壷で、外面にやや緑色がかった昭褐色の鉄釉が薄く掛かる。17世紀代。

おは18世紀後半の肥前系の碗で｀体部外面と見込みに白刷毛Bを施 している。561よ昭灰黄色の柚薬を内面のみに

施した碗で、削り出した硲台の一部のみを残す。森末 (19世紀前期頃）の関西地方の歴か。

57-64は本曲輪内の表土から出土した遺物であり 、SD035空堀表土から57(第 7地点）と60(第3地点）が、

S B001姪物の西側表土で58、61、62が、同南側表．七から59が、 SX012石均表土で63と64が出土している。57は

17世紀後期-18世紀前期の肥前 (J苔津）系の壷で、黒褐色の硬質な胎土で、内面にPl!き痕を残し、外面に自化粧

土を薄く塗布している．復元D径9.5cm。58は上野・店取系の見込み蛇の目釉例ぎの鉢 （あるいは片口鉢）で、

黙褐色の鉄釉1:凝灰釉を流し掛けしている。復元高台径は7.Scm。18世紀後期-19世紀前期。591よ森末 (19世紀

代）頃の壷で、内外面ともにベージュ色の釉を施し、高台畳付けに鉄泥を塗布している。関西系か。 60は江戸後

期頃 (18世紀代か）の肥前系の甕で、丸<tt上げた口緑端部をのみを残す。鉄釉を掛けた直後に口様内而の釉楽

を拭さ取っている。 61と62は同一個体で｀復元底径29.5cmを3tる肥前系の大売である．強く外惰した口縁をもち、

内面に丸く肥げした端部を作っている．図示はしていないが、胴部の破片も数点出土しており、内面に格子目文

状のllflきfj{を残している。底面を含む内外全面に鉄釉を施しているが、口緑内面と類部付け根の外面の釉売を拭

き取っている。 18世紀代を中心とする江戸中ー後期の産。63と64は同一伽体ないし同器植で、外面に松菜模様の

鉄絵を施しており、黄灰色の胎土に半透明釉を掛けている。18世紀代の肥前系の花瓶である。

6Sと661よ本曲輪と北曲輪1111の措手道上での表採汗科で、 flll-i恰1体とみてよい。：保末 (19世紀代）の関西産の瓶

で、高台梵付けを除く全面に淡緑色がかった灰釉系の釉薬をかけている。薄い器壁だが灰掲色の密な胎上を用い

た硬質な焼成の製品で、内外面にロクロ引き痕を強く残している。

67は江戸後期の土瓶で、北洒曲綸A区表土から出土している。内面にのみ銅緑釉が施され、外面1よ露胎で煤に

より黒変している。産地の詳細は不明 （関西系か）．

6811肥前系の見込み蛇の目釉剥ぎの碗で、茶色味の強い褐釉を施している。北曲輪内底園 (SG046)の表土
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'l'から出土している。18世紀代．

69は江戸t/J頭頃の (1600-1630年代）肥前 （店津）系の揺鉢で、本曲輪～北曲輪間の招手追上に堆積した本曲

輪からの流土中より出土している。低く削り出した窃台をもち、内面に 6条 ]Jji.位の摺目を左右両方向回りに策

ねている。胎土は黒ずんだ赤褐色を呈しており 、残存部位に限っては無釉である。復元店台径9.8cm。

② 器

a)中世 (Fig.91-70-73) 

戦国期以前の輪入磁器が4.屯、北西曲綸M区の谷状地形に堆積した流土内から出土している。

70は所謂 r口禿Ifの白磁皿」 。13世紀後半代-14世紀中期。

71 は l•l安窯系廿磁碗で、森田勉氏 ・ 横田只次郎仄分頚 l 類とみられる。 12世紀中期-13世紀中期。
（注3)

72は龍呆窓系昏磁碗か。細片のため施文の内容が不明だが、貿色味の強いくすんだ緑色の釉策を厚くかけ、器

堕も印いクイプであることから、森田氏 ・横田氏分頴I]ないしm類の型式に属するかと思われる (13世紀代-H

世紀代中期）。

73は、明のw磁丸碗の粗製品の底部である。焼成不良により．胎土は淡い橙色に近く釉梨が斑状のオリープ色

を呈し、協台外Jifの釉を輪状に削り取っている。15枇紀末期-16世紀代。為台径4.6cm、高台高は1.3cmを測る。

，了― #ーシ
北西曲輪MIK 70 北jl!j曲輪M区

Fig. 91 中世（鎌倉 ・当町期）磁器 (1/2)

b)織豊期 (Fig.92-74-92、F'ig.93-93) 

JjiJ示可能な遺存度の資科は20点．である。

71 

7= 
北洒曲位M区 72 

ェヽニ；
゜

北西曲綸Ml[
IOan 

74は年朝の白磁皿で、大手曲輪内のS8080建物跡で出土した。口緑端部が軽く 外反しており、やや褐色味を

帯ぴた灰色の胎土に、灰色の釉を施している。

75は李朝白磁で｀器種は碗と思われる。直線（（1に開く口松部をなし、灰色の胎土に鼠色に近い釉を薄く掛けて

いる。北西曲輪M区の Iトレンチで検出した石列より1.l¥.:f-.している。

76は明のw花皿で、口緑外面に波涵文を回 した碁笥底の小ID1である （小野正敏氏分類のIDIC群）。 北西曲輪M
（注.)

区のCトレンチで出土している。

77は西曲綸の SD206堀切の曲輪餌I~部から出土．している明mと碗である。一括 して出土した体部の細片をみ

ると、外面に龍芸文が描かれているようである。捩徳鎮系。

78は、北西曲輪の束を区切る SD044堀切の東端にある SX061集石から出J.:した明廿イと碗で、前掲・李朝灰釉

陶器IRl(Fig. 89-40)と共伴する。口緑外面に弦l,'i.文帝を、内面に四方欅文帝を回 している。屎徳鎮系。

79は大手曲輪の虎口北袖石垣の検出面より出土した明','i'花碗である。灰褐色の胎土で、釉詞は白濁している。

福建系。

80は北西曲輪東辺の SD044堀切から出土した明百花碗である。黄褐色の柔らかな胎土に、やや黄濁した釉を

P.7-<かけている。口緑部の内外に不鮮明な界線が 1条ずつ引かれているが、体部外面の主文は細片のため不詳で

ある。福俎系．
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81-84は北西曲輪D区内からの出土遺物である。81-83は明斉花皿の細片だが、文様や釉謂などからみて同一

個体である可能性が沿jい。非常に薄手の器壁で、胎土は純白色に近く堅級である。口絃部内外面に界線を引さ 、

体部1こ卒花文らしさ文様があって、見込みには二須界線の中に菊花文と思われる文様が描かれている。 84は明の

白磁皿で、森田勉氏の分類にいう

2.Scmo祭徳鎮系．

85は大手曲輪で出上 した福建系の白磁皿で、濡

反り皿か粗製の稜:11:.llllの可能性もある。クリーム

色に近い柔らかな胎上に半透明釉を印めに施して

おり、全体に貫入が多く灰黄色の釉調を呈し、見

込み付近では部分的に淡いページュ色に発色して

いる。低く直立する高台部分はシャープに削り出

されてお り、鈴胎だが一部畳付けにまで釉が及ん

でいる。高台径1よ4.8cmを汎1Jる。

86-89は李朝の白磁碗である。86-88は大手道

ffll滋である SD072溝跡内の埋土下恐からの一括

t科で、図示していないが憐前V期溜鉢の細片が

共伴出土している。86と87は、外方にはぽ直行し

て体部を開いており、 ともに暗い灰色の略い胎土

を用い、器堕は薄く外面にロクロ引さ痕を強く留

める。粕調は、前者がやや緑色がかった鼠色、後

者が灰色を塁する。復元口径は、 86が17.7an、87

が18.4cmである。やや影らみ加減の体部の立ち上

がりを示す88は、黒い細粒千が目立つ明灰色の胎

土1こ透明釉をかけている

r碁笥底の杯」

（総釉）が、焼成時の酸

化により黄褐色の鹿ノ子状のピンホールが生じ、

周皿が明るい肌色に変色している。やや外開き に

削り出した高台には兜巾がみられ．体部内面と見

込みの境に段をもつ。見込みには 4箇所の砂目を

残している。復元高台径は6.4anを測る。89は西

曲輪のSX 208敷石遺構上で出土した、所謂「夏

茶碗」と称される タイプの皿である。径が大きな

割に極めて低い逆台形状の高台をもち、僅かに内

窃気味に立ち上がりつつもほぼ兵っすぐに開いた

体部を形作り、口緑端部を外反気味に横1こ軽くり1

いておさめている。胎土は黄白色を呈し、釉製は

淡いクリーム色だが細かな貫入が全面にはしって

いる。窃台の外面まで胞釉。役付けの砂目を削っ

E-2群に該当する。復元口径Il.8cm、同底径6.4cm、器高
（注5)

____________________ __,./ 

亨
ヽ

‘

‘

、

r
‘、

’‘
 

‘‘
 

ヽ

‘‘
 

ヽ

＇ ‘
、

'

9

,

‘

 

｀
 
．
 

9
9
,
 

，＇ 
ヽ

本曲綸空堀

ヽ`
ヽ

｀
 

、‘
、ヽ‘

ヽ
‘

、‘
‘̀ 、、`

｀`
 [`

 

i
 

Fig. 93 

93 

゜
20cm 

織豊期磁器② (1/5) 
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て平らに仕上げているようである。復元口径16.6cm、I司底径6.4cm、器高4.2cm。

90は大手曲輪内の表土中より出土した明斉花碗である。口緑内外面に粗放な界線を回し、体部外面に洋花文を

描いている。全体的に百灰色がかった釉潟である。復元0径12.0cm.福建系。

91は洒曲輪 B区より出土した明存花椀である。灰褐色の胎土に失透釉をばくかけており、全体の発色は鈍い灰

色を2する。口緑内外面と見込に 1条ずつの界線を薄く囮している。復元口径12.6cm。福建系．

92は、北西曲輪M区の 1トレンチ検出の石列J-.で出土した明行花碗である。灰白色の胎土1こ半透明の釉北をか

けており、体部外面下位に薄く描かれた二須の界線は黒みがかった色調を示す。福建系。

93 (Fig. 93)は、緑折れの明斉花牝で、本曲輪 SD035空堀第3地点から瓦質土器鋭 (Fig.95-126)ととも

に出土している (Fig.28出土状況参照）。 外方向に折れた口緑の内面には、行海波地文に推定で8@所の窓絵

が苔さ空けられ、中に十字形の柑花文を描き、外面には 4栖所の1,t花文と店草紋を巡らせている。体部内面には

梅枝文と*1と文を一対ずつ配し、内底面には群冥、松、運などの京花文と.!1文を散ら した水池遅禽文 （主紋のデ

ザインは不明）が描かれている。胎土は橙色味を::;;:びた黄灰色の陶臼土で、これに乳濁色の釉をかなり序く掛け

ている (I皿瞑） 。体部外面上位ではクリ ーム色に近い色講を理しており、 コパルトの発色は思ずんだ群廿色に

近い。麻台は台形状をなすが｀穀終工程段隋（ないしは実用段階）で、代付けの溶咋砂を大きくカンナ削りして

ほとんと泰J落させているため、断面形状は一定ではない。口径38.5cm、底径19.0cm、器麻8.3an。福建系。

C)江戸期 (Fig.94-94-ll2) 

図示可能な遺存度の貨料は19点であり、すぺて肥前系の磁器である。

94は本曲輪S8003建物跡（能精台）上の表土中から出土した染付,jヽ 杯である．暗灰色の胎土に白iJiした釉を

印く掛けており、外面には蘭花文を施す。小さく削り出 した高台部（高台径2.6cm)は露胎であるが、部分的に

釉が流れ及んでいる。烹ノ辻烹 （佐賀県山内町）病の可能性が高い。1630-1640年代。

951よ北西曲綸A区の表土から出土した碗である。粗製品とみられ、釉Ii黙ずんだ灰色で、胎土も灰褐色を呈す

る。17世紀代か。

96-98は本曲綸内からの111±遺物である。96は表採資料で、 17llt紀後期の芙森手の染付nnの擾品である。口絵

部を外に屈曲させ先端を1勺側に押さえた折絃皿で、外周の窓に宝文を配したi/..J面文様を施している （所計Ir名ill

手」）。 97はSB002建物跡の北憫付近から/JI土した染付碗 （広束碗か）である。1820-1860年代。98はS8003 

建物跡西側の王砂利敷上の表土から出土 した染付の碗か小鉢で、 口緑内面に網目状の幾何学文帝が、外面に芸文

状の文様帯が迅紐するようである。19世紀代。

99-101は大手訓輪l勺表土からの出上遺物である。99は外面に一限線の網目状文を施した染fat皿である。復元

口径13.4四。1650-80年代。100は17世紀代ー18世紀初頭の染付小杯で、外面に洋花文がf//iかれている。復元口

径5.7cmo 101は灰色味の強い胎土の皿 （文様不明のため白磁とする）である。18世紀代の波佐見焼か。

102は本曲輪搭手口でIll土した染付瓶 （徳和1か）で、純白色の堅級な胎土の薄手の製品である。外面にやや思

ずんだ発色の共須で花店平文が描かれている。18世紀前期ー中期。

103-10811、ほぼ同一時期の遺物で、硲木の1820-1860年代の所産の製品である。103-105は1叩密製品 （染付

小碗 ・場呑）で、本曲綸空堀内の表土中からIll土している。応台伐付け以外は総釉で、体部中位 (103は口緑寄

りに） 外証に、小Pl文 (i肖JI?)の中に秋1',iをあしらったような簡紫な図柄の文様を描いている。復元口径は

103で6.6cm、105で6.9cmを測り 、器窃は105で5.6cmである。106も本曲輪周囲の空堀内の表土中から出土してい
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る染付の沿反り碗で、口柑内面に;l;文を、外面には立竹を描いている。107と108は北jltj曲輪A区内で出土した1司

陪製品の染付碗だが、 108は焼き損 じによる爺みが秤しい憐体で、 搬入された事情が想像でさない。口紺JAJ面に

屈鯰文帝が、外画では区両割りによって11,水文と草花文が描き分けられている。復元口径11.8cm(107)。

109は、西曲輪 S020戟tり）から出土した染付碗である。見込みにが文 （？）を描いており、外面は全体様が判

らないが、 111水文ないし1.i'ifil文に悔文とも息しい文様が描かれているようである。1820年代。裔台径5.0cm。
... ● 9 

110は、本曲輪S8002建物跡東開付近の表上より出土した小杯である。 総釉で、内面に共mで r呼•了· い□
ロゃ 加 l恥と記されている。天保年1り1頃 (I糾0年代か）の所産。器,-::;2.8如、復元口径5.7叩 o

111は本曲輪S8001建物跡と S8002建物跡との中間付近の/Uから出土した色絵,1ヽ 杯である。高台伐付けを
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除いて総釉o [I柑に鉄銹を喰り．内面に梅花文を/.f'愚、緑．朱の絵具を用いて写実的に!/Iiいており．梅の太幹

に相当する部分は、釉を様さ取った後に輪祁をhそ絵具で椋、FさLて表現している。見込みは蛇ノ月に釉剥ぎして

u絵具で界線を象糾取りしている。-~ふ求から明治初頭 (19111:紀中期～後期）の所径。口径7.3cm、器船3.3cm.

112は本IIIJ綸 S8001建物跡南開の表土より出土した碗だが、 二次(t-J被熱により芳しく原形が損なわれているた

め時期 ・荘地の特定は困けで、当mから磁化した胎上であったかどうかさえ判別でき ないが、 1更直上.::.::に掲ぐ。

器協が低く 1勺沿気味にヽ't.ち上がる（本部をな し｀底部の器照は薄く、低<ia:立した削り出し砧台をもつ。極めて略

緻な灰褐色の胎上であり賠いページュ色の釉が施されているが、被熱以前からの特徴かどうか定かではない。無

文で、,:・村合部は硲胎である。

(3)瓦質土器 /Fig.95-113-126、Fig.96-127、128)

令部で52点が出土しているが、その内のI~力；可能な遺存状態にある16点を掲げる。

113-116と122は北jltj曲輪D罠へ降りる SX 118階段付近から、 117- 120 と 123 、 124は l•J B区北西料で出土して

いる描鉾ないし鍋である。Cl秘端部をjlらにfl:上げたものがほとんどで、113、114、117、118では内面に横方向

のJ ケヽメをWIめる。外面の細かな閾整痕litな誠が培しいため観察できないが、 117、119には整形時の指頭庄痕が

残っている。稔じて焼成が不良で、賠い黄褐色を止する軟牧の胎土の製品が多い。119は4-5条 1単位の摺日を

lもしたt.:i釣である。124も4条 1tji. 位の揺目を持つ揺鉢の/1足部だが、使｝り頻度によるものか粗製品のためか （砂

粒を非常に 多く含んだtllい胎土）。器面の限滅が甚だしい.lo1J質の胎土である122,123も揺鉢底部の可能性があ

る。 口径復元が可能な 117と 11 9では、前名•が26.0an、後名が29.6cm を推定計測する。

121は本1111輪ー北1tl1輪JIilの妍手道から出土 したば鉢iif:部で、 5条 1単位の船目が施されている。器競が薄く

＂収さ0.6cm)、他に比して硬質な焼成である。外庇面は被熱により赤褐色に変色している。

125は鉢ないし小判の売で、本曲位のSXOl4不明遣溝よりlll±している。lffl沃色の密な胎；I: で｀非岱に薄手の

体部 (1/'f.さ0.San)をが.'Tl勺均気味に真っすぐヽi冷上がらせ、口松端部を横方向につまみ停めてまとめてあり 、

上端部は水平にナデて整えている。 ロ-~部l勺面に斜め方向のハケメが、体部で1よ内面に横方向のハケメ、外面に

指頃,,浪を残している。復元口径は20.4rmを測る。

126 1よ 、 本曲輪周問の窄堀第 3 地点で明~UE位 (Fig.93-93) とともに出上した外J.f沿である (Fig. 28出土状

況参照）。黄'1i.色のやや軟質の胎士で、表面は炭素の不均ーな吸済によって rむら」のある脳灰褐色を旦してい

るが硬い。底面をはぽ平らに保ちつつも腔部を大きく丸く作り 、体部を外方向に兵っすぐ立ち上がらせている。

体部外周面には整形時の多数の指頭圧択が連続帝をなしており鳥底部との坑でr1器形が軽くくびれて小さな稜を

作っている。体部の．、i:ち上がり付近の1勺面にも底部競形時の指頭If.Jiしが残っており 、横 ・斜め方向のハケメによ

る.ti謡が行われている。体部外面下位から外底全面でも1こ定方Iiりのハケメが残る。全体に簿い器隈 （印さ0.5cm

-0.Gan)ながら口紺部付近では心持らJ把I'{.し (1'7,さ0.8cm)、端部は丸 く作られている。口松外面には一対の三

H 月 ~/(O)耳が張り付けられており、それぞれに吊り下げのための紐通しとみられる 2 箇所の穿.flがある。 口径

27 .0<.-m, 底径10.5cm、器高9.3叩を測る。

127と128(Fig. 96)は湯釜で、ともに北西Iり1佐C区からG区に降りる SX 125石段跡の段石」こより出土してお

り、 I•り一債体である可能性もあるが判然としないので、級密を期 して この場では別例に取り扱う。127は口粒部

から府部にかけての一部が残{;:しており 、tn:1勺傾する頸部 (r¥i};」）を持つ。外面に斜め方向の組かな Jヽ ケメ、
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I'、Jl{ijには横方向の枡い9ヽケ ．メが残る。!1/部には r涵./£紋」と 「四ツH結紋」の印刻が施さ れているu

128はイ本部下位ま での令休形状が把握でさる状態で遣存しており、日部の下に一対の外耳をも ら、,,足部とのJ兌

1:f:j (r,J:JJ) を巡らせている。 r~:J」の必側から底部外i1iiには煤がiv. < 1-rnしている。内栢気味の頸部を紺＜

、'/.ち上がらせ、訂の張 りが人さく ．令屈製 r平釜J の&l放を衣識した低い器店の全体形をなしている。顎部と体

部内1fii(こ横方向の柑い 9ヽ ケ メが、底部外面に斜め方向の Iヽ ケメが部分（内に残るが、イい部外1fii全体は丁寧1こナデて

ff: I: げられている。M部上位に r菊IE紋J Iこ「四ツ I~結紋J を爪ねたf:(l刻文を施しており 、その上に 1条の沈線

を{tJIしている。外耳 (「fRIむ ）は正面からみる とやや上(iiJさの猿面に似せて細_[しており、 m、§I.fl、17をヘ

ラ，,,きして1贔i耳に当たる部分に穿flを辿・すといった非常に登．匠に甜＆作りをしている。復・ii:Ult.15.2c111.復元胴

径 (*LI・.部で）24.0t't1lを瀾り ．残{f.器，埒は15.0cm以上と推定でさる。

三 ミニ`
北,,り曲蛤c-c1-< 127 

界
／

~ 

ー、-~

--= ":s--s 

北四曲綸C~G I~

Fig. 96 瓦'ttJ: ~g (沿釜） (1/3) 

128 

。
l知

(4)瓦

細）tを含めて609/!'.が出」；しているが、令体形が把握でさる程度の遺存状態にあるものは数点に過ぎず、ここ

では.l1~fl~ でも表裏と上下（尻 ・頃）のl•iJ きが判別できるもの 、 ヘラ ilc'(只名の特徴的な要索が窺えるものやに限

り、 101点を選択 してri1示している。形態上、 f.f丸瓦、噸fギ瓦、平瓦亀丸瓦に分煩でき、その).:半を平瓦と丸瓦

が，1;めているが、瓦当面の欠落によりti'瓦としての判別がつかないものも｀ 一定i,(.:れに含まれている可能性を

r.め断って おきたい。

なお、文中で使用している各部1立名称は、 J炉本的に小林品一氏 ・佐Jllil:敏氏 r平安時代ー近(II:の曹f)L瓦」 (it 

悦；'fll(Ui噴材戟編媒祈紺 'i却笞寺昭和沢材般潟1t既報10ー伊Jil留我』 1989小学館）での使Jill鑽1こ池拠している。
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①軒丸瓦、 針平瓦 (Fig.97-129-134) 

軒丸瓦5点、粁4'1-L1点が出J:したが、後迩するように 、f.f平瓦は他のIll土瓦の製作技法とは人さく111返した

特徴を Iii えたもので、陣のイi紋時期に係る息f瓦としては、 ♦-1'丸瓦のみに限定して捉えるべさものとみられる。

軒九瓦には4クイプがあり．すぺて本JIii輪～北11JJ輪1111の！計f-j{iの下f-(北西16根の北枷区域）

る。いずれも瓦当1(1iの一部しか遺存していないため、令体形やコピキ板跡'.iは4澗lである。

よ1)/11l:Lてい

129は、瓦当面復IC外径l6.5c,n1iif後、.,そ松周松部のili,Iは2.4cmを測り、 t,:谷さ .::-: ツ巴紋を1勺1え文様とする。巳

fl¥部は細Ofいが、にのじ紋J(¥部に接してlf!A線をなすクイプではない。 7個の珠文のみが残るが、 18-20俯の珠

文帝をもつものと思われるa 胎上には 3..,前後人の砂が多く札じり 、焼成1よイ；良で令体に黄灰色を出する軟1'!の

凡である。

1 30は比·•涌i復元外径IG.&-ml前後．平Ulhl象針部の船は2.3叩 -2.6cmを測り .1r. 巻き ・三・,巴紋を内I~・文様とす

る．巳竹部は比較的幅広 (6mm)で、「6のA螺r.ir!l'il'i.に接さない。1む当面の作成段階ででさた版木との「スレ」 と

みられる咲m痕 (,j,;rl)が残っており、巴の1'I部から1'6部にかけて平たくつぶれた様相になったまま製品化して

いる。珠文は 7ii,1残っており、全体と しては18伽の床文常が巡るものと息われる。この帥跡から：:IU: している凡

の中でもm送された胎 I:を用いたill頃に属し、焼成も良好で竪徴なH:L:がりとなっており、外面は昭灰色を＂飴

Kはやや貨色味がかった灰色を店している。

I
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0 I Orn 

131と132はlul笛瓦で、瓦当面復元外径14.5cm-15.0cmを

測る。平緑周紺部の輻はともに2.5cm,前後である。残存す

る珠文の一つに使用版木のキズによってでさた小さな凸部

をもつものがあり （閃中の用矢印の珠文）．これによって

両者のlaJ第1関係が確認．でさる。同じ版＊を使用したもの と

みられる粁丸瓦が、名護屈城跡の本丸人1 手や遊奴丸で数十

点出土している他、・⇔臣秀保袢跡主邪1J,Jでも見つかってお

り (Fig.98ー名践段城跡本丸人手ill:l:ff丸瓦）、名汲屈城

と陣朕詳の造裳に関 して、最もイ；明咲紫が多い建染沢材の
l'ig. 98 <参考＞ 名謹屋城蹄本丸大手出土軒丸瓦

(1/4) 調逹 ．搬人の具体的経約を知る上で、極めて重悦な事象の

一つと なる。

なお、これらの瓦は、胎土や焼成の程度に統一性を欠いており、本遺跡から出土しているr,;J第瓦rこしても、

131は令体が黄色味を帝びた灰色を兒する禾らかで祐な胎J.:を用い、中途半端な不良焼9必であるのに対して、 132

は外面が憶 し焼により黒色化した妥級な焼成で、胎土は米粒人の白色砂が多く混じった黄褐色の粘土を使用 して

いる。Ii/.みにも発があって、周松部で測ると131は2.2cmなのに対して、132は）. 7cmと薄い。

133は瓦当直j中心部分のみを残すが.tr. 呑さ ・三ツ巳紋を内区文様と していることが分かる。それぞれrn,閑を

でけて配列されている巴頑は直径I.7cmと人さく、断面台形状をなして明煎に突出している。行部のくぴれは強

く、細<:長いJもは朴11i:に＊端で接し合ってll¥l線を形成 しているものと、思われる。外面が賠灰褐色．飴土は黒褐色

を'ilして略石更な感触ではあるが、破砕而にまで細かなひぴがは Lっており、 二次被熱による硬化とみてよい．

134(J')軒平瓦ば、北西曲輪南殿の谷部での表採脊科で、内区には脇文様のJ廿浮先沿Lか残って おらず、瓦当iJ1j

のヒ下り出.7cm、1勺区上下幅3.0叩をiUIJり、脇幅は8.0cmと長い。mみはIJ..J区下端部になると I.I叩と薄く、平瓦部

でも 1.5叩である。瓦当端部のjjjj取りはない。胎土は白濁色に近いJJJるい貨白色の徴密な土で．外面は億し焼に

より銀黒色を閲 して鈍い光沢をもつ。 非常にT究なヨコナデを全体に施しており、忙めて良~I-な焼成により屹硬

な仕上がりとな っている。こうした特徴は名湿用城内LL¥土の軒平瓦にも見受けられず、原みにしてもこの陣跡内

でIllI: している平瓦類の中で妓も薄い。こうした特徴からみると ．時代特定はでさないものの．日jiで述ぺたよ

うに陣民に伴うft科とは名えにくい。

②平瓦 (Fig.99-107-135-203) 

I吐．瓦令体の76.5%に当たる466点が出土しており、その内の同示に耐え得る69点を掲戟した （個別ごとの特

徴はI<-3出土平瓦観衣表を参照のこと ）。完形品は出土しておらず、唯一、203が谷部を境に：：：．分割した状態

で遺存しているのみである。

〈胎土・ 燒成〉使用されている粘土は総じて精選されておらず、砂の混入もIll当多い （所謂 r雌れ砂」の性格と

は柑述する）。 数nus!il!立以下の微細な砂粒を含むものもあれば、147、179、196、202などのように小石と表現し

てよい程の礫が混じる ものがある。当然．焼け歪みやひび割れがH立つ製品も多い。

焼成の加減による ところも多いが、 外而．胎土ともに貨灰色の発色を旦し ．触れると粉を吹くように咲耗する

状態のものが多く、 142-147、170-178、182-190などがこの種だが、特に本LLIL綸SBOOS建物（楽柑） 跡や本

曲輪措手近から出土している瓦に斯宅な特性である。対するに、人・手曲輪で出土している瓦には、砂の混人が少

ー142-
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ない褐色系の土を使用した竪硬な焼成を施したものが多く、燻し焼と思しい外面焦色の瓦もある

161、166、168)。
(158, 159、

〈法量 ・形状〉半完形の203をみる限り、縦長30.0cmという規格が存在するようだが｀上弦輻長は不詳である。

166、167の遺存状態から推測すれば、 22.0cm-24.0cm前後という0出長の規格がi癸然とながら考えられる。完全な

方形規格の製品は少ないようで、尻と頭との辺長が相迫した平面台形状を呈する例が多い。

原みは2.0cm-2.2cmのものが優位を占めており、貶大税で2.泌m(202)、最も薄い153で1.5cmを測る。国側縁

に向かって漸次”みが薄くなるタイプがあり、 150、186はその典型例である。

（製作技法上の特徴）観察できるコピキ痕跡を見る限りでは、鉄線引きによる粘土塊からの切り離し痕を留めて

いる例ばかりだが、ほとんどナデil'fされており、 140、164、181、194、199などで比較的明瞭に認められる。

表 ・般面ともにナデ調整を施し、側籍付近では縦方向に、谷部では横方向にナデているものが多い。164、165、
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202では板状の1具使用、 148、152、167、180、200ではヘラ状具使用、159では指による霜整痕が観察でさる。

偲l絃面取りの形態には2種あるようで、鉛直に切り活と して表聞 （凹面ff!ll)上端部はシャープに角を立ててい

るタイプ (148、151、164-170、177,181、193など）と、その後さらに上端部の角を落とすように紐0.5cm-

1.2cm程の面取りをしているため、断面「<J の字状を呈するタイプ (191や198を典型として143,144、150、

160, 161、197など）とがある。なお、後者の特徴は、徳川家康陣跡空堀内、木下延俊陣跡W-7Trなどで出上
（注6) (注7)

している平瓦にも認められる。

後者の形態が発生する事情だが、側は而のり） り落と し.・J-デ詞整、表面のヨコナデなどによって側秘上端部分

に寄り上がってしまった土を除去した結果かと想像したいが、無論、確証はない。ただし、こうした測秘.I:端部

の成形の rこだわり」の意識は、 137、141、156、159、186、201、202でみられるような、縁面を切り落として
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から｀さらに上端を指でつまみながら縁に沿って

スライドさせ角立たせている様・(・{156、201に

至っては請様が/l;J堤状に盛り上って L.まってい

る）からも理解できる。しかL、平瓦と しての本

来のJI'上を考えれば、この部位は丸瓦を乗せた段

附で阻れてしまうわけで、美観上の影響が無い部

分のはずではある。瑣求な点ではあるが、従来、

舒瓦よりも比較rrrnとなる特徴的要紫が少ないた

めか、検討対象とされる横会が多くはなかった当

該期の平瓦について、具体的な製作過程を考える

ための一材料として．あえて提示しておさたい。

〈ヘラ書き・ヘ ラ記号） 154には尻部粒面に横

rv」字状のヘラ記号が残っている。また、 144.-

201、203には衷面 （凹面）にff:!:線のヘラ啓きがあ

る。1441よ縦方向に、 201は横方向に引かれている

が、201の場合、憫舷部の餃終潤益の後で打かれ

ており、粘土接ぎやコピキ痕ではないことが明ら

かである。 203では縦方向に 2 条の平行線が•J I か

れているが、向かってfi側の線が尻部付近で外に

—— 
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Fig. 102 大手曲輪出l:平瓦② (I /4) 
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‘‘ 

流れて両線 の 間隔 が 開 いていることから、

これも調 整 具等の接触 痕ではな く、平行

線を意織して手苔き したものと考え られ

る。なお、この場合は尻 ・頭の術緑 部で

のナデ調整 に よ り線 の末沿が消えている。

いずれも性格 は不明。

疇 ;_
203 

゜
20cm 

Fig. 107 本曲輪沼手道出土平瓦④ (!/4) 

表 3 平瓦観寮表

挿因着~:
出上地

法筐<"'I e: 潤
焼杖 製作FL法J:.の特徴的択鰭 鋼 考

Wぽ ri1t.J 直 隕

” 
外而 姑土

99-1:!S ＊創~SBOOS 11.5 6.? 2.1 灰出色 貨褐色 ややR 外面屯洟"よ り ~'if. 代面のみ二次餃然により只色t:t/
色、

・Iお ． 8.7 S.6 1.9 貨灰色 苫灰色 i•!l. 外面序減により~-;i. 祐土が1でなく外面にし孔泣多い．

-137 • 8.2 7.1 2.1 苫灰色 貨灰色 -~-fl 外面ば蟻,:;;り ~-詳 駁以公;IIでな（外面にし孔m多い。

・138 會 10.4 8.0 2.2 賀灰色 灰迅e ~'ft 外面ば減"よりHf, 給土i;f~S一禎棧の砂が多 く況人。
・I珀 ． 10.7 11.9 2.2 沃褐色 沢灰色 ややR 外iii喧減"より ~,;i. X面が二次穀熟により）§褐e;i:,e:

色．

＂゚
令 H.5 12.9 2.1 杖色 仄色 ゃ,,ft 表ltil:鉄線11さ択と．へ9状I'.!',

による縦Jii•I•》翼笠叡が残る。
・141 令 II.I IJ,3 Z.1 ilililll色 氏色 i'fl. 指による冑,~直と嬌の成ll">fl玲

が＂る．

-142 ＊ 6.7 5.8 1.8 沢灰色 賓灰色 ~-ll 外Iii<;!減により~-,f..

・1'3 ． 13.5 6.9 2.0 貧褐色 暗出色 々々 R 外面咲滅によりi'詳．... , • 12.; 11.0 1.9 賞灰色 賞灰色 ・i'A 外慟ほ滅によ り~,,,. 哀面に縦方向のへ9斉さあり．

・145 令 IS.6 8.7 z.o 灰11)色 暗灰色 ~•R ,1函改誡により~,Jll.

-146 ． 9.7 10.S 2.3 灰色 灰色 ~'I\ '}<iii-,. ヤ? 衣而"へう書＆？（やや小鮮町）．

・1,17 ． 12.s 11.0 1,9 苫掲し 貸Ill!!: 1'!t. 宍画に鉄艘11~損が残る． 10-x.v, 紗ゃ指た大の小石が況

人．

100・148 • 24.S 15.2 2.1 仄色 灰色 It 表ili!C:ll-織11さ樹.Mけ近9こ板状

!¥による縦1;ル1のIll霰あり．

・149 令 19.3 8.S 1.9 貨褐色 峰褐r, I¥ Uiiilこ film~による搾賓.lllltii 憾L焼？

情によるナデ調笠．

150 ． ね.6 12.5 2.1 瓜灰色 沢灰色 ~'II 外面ば撹I:よりNJ.

・ISi ぶIIIJ鯰火平口 13.S 12.0 つ•• • つ一 ：r-灰色 騒灰し A 襄面に氏状l¥による惰痕か...かに 非な"咲硬.11.2-sー大の白紗汲

表床 残る 1籍l! III、谷製9バ員:h'l•Jl. 人。

,si 本IIIJ綸SUOOJ 6.9 7.3 1.8 睛仄色 睛灰e {'良 l<llilllt付近にへ9状T.J¥による

西胃王石兼ヒ lil/;1,1の調笈帆あり．

-ISl ． 6.6 8.0 1.5 裏灰色 灰色 i•fl 火面9こ"'篇111 さ痕か~-かに残る．

-IS. -1'~1 翰S11005 <.7 6.S 2.Z 貴氾色 鰭II)色 良 ,i面ば滅により1<諄． 尻の給1111:'v,キ状のへ,r,~分あ

り．

ぼり法虻の内．＆，以>JIii!!以外の111・横~l!l\7f数佑である ｝
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JO Hお A:f<釦輪虎II 7.9 7.3 2.1 暗灰色 疇灰色 A tlilil:1鱗が9し く ~-.1-. 鯛l,llliヽ：へ~ -~さ？

・ I ~ ． 5.7 6.9 2.1 贖灰色 司岩色 II 尻 ・ 鯛~illの t溢に指による成彬

叡葬があり.l'JJ:.'.状に亡り上がる吟

-157 K手畿"'柑崎Z 11.0 8.< z.o 仄色 灰色 FL 表illiヨコナデ．

• I捻 ． 9.5 10.8 1.9 黒仄色 仄色 II. 炎両ヨ コナぞ． 憶し焼．

-159 ， ぉ.. 13.7 Z.2 黒閲色 i'.:lll& N 決面谷品にt1くヨコナデしたよう 憶L煉か．

な指~flが残る．

・160 拿 15,0 14,0 2,1 明灰色 賞!/;I!,. fl 宍面州"'"・iii収りIYのが土を1li If.I ~3一創後の約が多くれ人.□ 
でのぐい取った絨恥がある. ~iii !!:. 「長色、賞灰色の帖:t.カ</.If.状に況

谷妬にかすかな鉄縛り1さf(あ"・ CLl;i分に諫れていない舶.t.

・161 ． 8.4 12.4 1.9 嵩褐色 曝 仄t It 裟面にかすかな鉄鍼11さ釘あり． 慣し也

-162 大f>lill鯰虎[I ,.s 4.8 1.9 仄賞Ille賞応色 ~-良 折による欝U面のナデ調翌．

•163 ． S.7 6.3 2.1 llif灰色 明灰色 FL 代貞!licfll:のw,~1って指導で+'Y 非•;;;,こ妥硬。

て鯛笠し,,~蹟あり．

102・164 會 13.3 14.2 Z.l 騒仄色 貧仄褐t A 宍面,:鉄鼻り1さ叡あり。¥ll1tiに位 外ili ":n.1裏多い。 臼~- fl<色、貧灰

状~•-:よる綴）il• りの揖板が惰る． 色の帖土が直状 ：ヽ況0し"''分に練

れてない胎.l:,,

-16S 大手H llil'i/J. 13.0 10.S 1.9 鴫灰e明灰色 Jl 宍創I:鉄縄11さ釘が汽り.I!<状R 白色.lll!IJi色の帖:t.が夏状I:祝わL

でナヂi!ILt;lll・//1;,1の棺1141り。 t:・I・ 分1こ緯れてないIf;;!:.

103・166 大手111'1細 13.4 19.0 2.1 累褐色 賞旧色 n 火面に鉄織り1さ択あI)。 燻し焼e

・167 • 22.7 15.< z.z 灰色 明灰色 A 火創に鉄緯~·さ“があり． 鋼は品

1:1,6-2. 如蘭後の紺のへ9伏1:

JIによる糞堕叡が縦）iJf41:ltる．，

・I鵡 令 10.S 8.2 2.0 IIAMl色 ~la色 A 宍術硝沈のIi!!:沿って指等で,j-'f' 諏細な白色の紗が多 く況人．患し煉，~

l111笠 lttい面If'{ ~ か）^

104・1砂 ＊●綸附手.i6 s., 7.5 1.7 障1/>lit 11/ICI色 .i, 良 外面M霞がむしく flf,. a~、灰色｀賞灰色の帖上が鰻状i:

況介した 1分に緯れてない胎.~.

・170 ． 5.7 7.1 1.8 賓灰色 ｀沃色 ~:n 外嘱亨誡"ょ ~ i',I~.

・171 ． 7.6 6.3 2.1 苫1ii.包 賞灰e 1'良 外iiil'I:滅によ りNll. 10ー前後の紗が多<ill人｀

・172 令 5.3 J.7 2.0 咲褐色 濱灰色 i'A 外iii改減によ りふ恥 1u-前後の紗が多く況人＾

・113 會 9.2 6.2 2.0 苫灰色 賣灰色 ~'良 外面度減により~'"し・

-174 ． 8.7 6.9 J.8 賞灰色 賞灰色 ~-A 外Iii虐滅によりふIt-,. 托s-曲後の紗が汎人し

・175 ， 8.3 8.2 2.l 晒灰色 灰色 ~' Jl 外創虐滅により~:J~.

•176 令 12,2 9.~ 2.0 '/II灰色 疇灰色 1'1l 外iii贋滅によりN恥

・177 ． 18.1 9.• 1.9 哨灰色 明仄色 ~'A 外iii環滅により ~,.w.

・178 會 12.0 13.、1.9 苫灰色 沢灰色 -~-R 表衝ヽ こ鉄緯り1さ訳らLさ釘跡かす

かに＂る 。出面1よ剥IIが苔い・＾

・179 ． 9.0 11.8 2.0 灰褐e靖貧褐色 ややR 代画ヨコナデか， 指煩大の小石が況人、燻し位？

・180 ． 12.1 10.3 2.4 •沢仄色 以褐色 /l. 表面に1.6-2.2(書lii後.,紺のへ9 沃色．貨褐色の帖．十．が瓦状に況合し

状.,: ~,. Iii状 l!, Iこよ，，潤翌叡が~- た十分に織れてない鮎上＾

.1>;ir,1に,.る IIXf.J近で憤Iii切．

夷面1t1i!•J; 1~Ji:l11< -tデ調!.I.

-181 ． 13.2 11.0 2.2 黒褐色 灰閣色 A '/liiに鉄緯り1さ輿残る．

・182 令 10.5 10.1 1.8 賞灰色 賞灰色 ~'良 外ill拿誡により~-Jr,.

105・183 ． 6, 1 3.9 1.8 責灰色 賞灰色 ~-良 外面摩減によ りNt.

・I訳 ． 7.0 S.J 1.9 貸灰色 貿灰色 Nミ 外iii虞誡により4辻k

・Iお • 11.2 8.2 z.o 哨灰色 貧仄色 ~' A 外面攣誡9こ よ り ~'.11'. 微細な白色の砂が多く況人。

-I齢 ． 9.8 11,S 2.0 騒灰色 苔灰色 ~-良 表iii胃鯰上靖の折による成形の帆 谷乙から冑綽伍に向かって厄みが河

淋あ り． くなる (2.0.-→1.S,. 箭後）．

•187 ． 12.S 11.2 2.1 賞灰色 賞灰色 ~-ft 外面摩誡によ n·~,↓ t. 
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-188 ． 11.8 IJ.l 2.2 賞灰色 灰褐色 TI 犬面に鉄緯り1さ賓かすか"llる． 噸糾付近のmみが薄い (I,い）．

-189 ． 9.S 8.0 1.8 用灰色 賀灰色 イ'll 外面喧減によりN•゜
ー190 ＊ 9.9 9.5 1.9 賞灰色 賞灰色 ・イ•/1. 外面烹滅によ り~,;,.

-191 ． 9.3 9.2 1.8 藷灰色 疇灰色 ややR 胃ltiliと頭部秘iiiの上鴻tili取り

している．

・192 ． 11.3 14.Z 1.9 騒灰色 賞灰色 ~,a 火面に汲緯11さ賓かすかに穫る．

-193 ＊ 17.8 12.S 2.0 賞氾色 灰褐色 ややR 表面に鉄緯11さ賓かすかに残る會 IH-Sー＂伎の砂が多く況人

-19ヽ ． 13.2 11.3 1.7 睛灰色 貨灰色 凡 衣面に鉄緯り16賓が＂り．尻 H近 1t2-s.111後の砂が多く況人

でのヨコナデ明載．

•195 ． S.) 9.1 1.8 暗灰応色 漏出色 ややR 11:~ltllilから谷鱒に向かってi,め 外ill"小さな孔類が多い。

1;,,1の隕霰がかすかに残る．

＂`・ 196 ． 21.S 10.7 2.0 疇灰褐t沢褐色 R 二次穀熟によって外iiilこ亀焚が縦 Zoo!Xの小石が汲人．

隕1こ ば しって IJ ~. 1111竪等'!'lt,゚
・197 ， 17.8 IZ.7 2.0 岨灰色 灰色 A 二次饉晃と外面摩械により4淋．

網樟薔上嬬を牡く面取り。

-, 繁 • 勾,413.2 2.0 賀灰色 貨褐色 ~-It 欝樟直ヒ漏を面収り．

・199 ． 17.0 IU Z.I 貨灰色 貨出色 ~'ll 'I<面に炊縁引さ賓が残る． rt.1-s • .-. 授の紗が多く況人．

•珈 ． 16.8 IZ.7 Z.I 輯灰色 灰色 ややR r11裏ll}jjj,:炊織り1さ叡がかすか,: 托 1-sー隋1費の紗が多く祖人．

残りへう状T. ~,による調望載が

ある。

•以I ． II ,8 6.8 Z.3 月置灰色用責灰色 々やR IIIN薔上遍を折により成形.I.I! 羹 裏面に隕HloJのへ'"'さあり．
状に這り上がる．

・202 ． 11.1 9.3 2.S 明貨灰色賣灰色 ややR 裏iii頭ぃ品I:板状凡による糾，，1iO.S-2.Soo: 大の小l,が多く況人．

舶1の儘い攘慣が債る．

107-203 令 30.0 12.S l.9 k貧褐t賠Ill色 i'A 'II.iii に 鉄繰~·さ痕かすかに残る． 裏面に 2 条のへ9書さが1111il•lに主

尻・l!IIIIWillの下靖が指でナデ搾 走する．縦長尤存 （令体のIH?l/

さえら1¥,(1かに!l!lllする。 21tカ・）．

③丸瓦 (Fig.108-114-204-229) 

出土瓦総数の22.5%に相当する137点が出土しており、その中の26点を図化掲載した （各個別の特徴は炎ー4

出土丸瓦観察表を参照のこと）．

〈胎土 ・燒成〉平瓦と同様に精送された土は使用されておらず、黄灰色に発色し外面が粉末状に庶耗する状態の

ものが大勢を占め、焼きひずみが著しいものも多•~ヽ。 本曲輪 S B003建物（能沢台）跡、同SB005建物（楽屋）

跨で出土している瓦は等しく この種に属する。対するに、やはりこれも平瓦と同傾向にあるが、大手曲輪での出

土瓦は総じて暗灰色の胎土を用いた良好な焼成のものであり、 223、225、228、229の外面は燻し焼が施され凩色

化している。

〈法量・ 形状〉 全体法益を知 I')得るのは227のみで、次いで、 207が半完形に近い遺存状態にある。llり者は縦全及

31.1cm、後者では31.6cmを測り、 Iiぽ同 じ規格に属するとみて良いだろう。胴部幅は227の中央付近では14.2cm

を測り、唯一、実対比が可能な216では14.5cm(尻＝狭端部）を測ることから、これもはほ統一された規格の範

疇かと思う。胴部嵩は7.0cm前後 (6.Bcm-7.2匹）のものが致も多い。

L'{. みは、残存状態によって計測位詮が制約されるため、画ー的な計測数値に基づく規定ができないものの、平

均して2.5cm内外のものが多い。若干例だが、224、225のように2.0cm未消の薄手の例もある。

相遠点が顕脊なのは玉縁長で、 227に代表される3.0cm前後 (2.7cm-3.2cm)を禎＂ボ 9式 (A類とする）のもの

と、207のような5.8cmという 長い王縁をもつ型式 (B類とする）と に分類でさる。

A類には、227の他に図示したものでは217、218、223、225、226などがあり、大手曲輪での出土瓦1ここのタ イ

プが多い という 傾向が指摘できる。

B類に含まれるものとしては他に211(5.4cm}を回示しているが、共に本曲輪 SB005建物 （楽屋） 跡で出土
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Fig. 108 本曲綸出士丸瓦① (1/4) 
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Lている瓦で、 1司箇所出土の他の小片も同形状の

王粒を持っている。この型式に共通するのは、黄

灰色の胎土の極めて不良な焼成の製品に似られて

いるという点であるが、この遺構から出土してい

る瓦頑 （平瓦、丸瓦を問わず）全般に指摘できる

特徴でもあって、この注物専用に製作されI:瓦と

解釈することがでさる。

また.207と227との対比により両類とも全長は

はぽ同じと考えられるが、胴部長1ょfl類の方がA

類よりも 3cm前後も紐い。したがって會五足の取

り方にもよるが、平瓦の縦長規格にもこの型式に

対応する類型が存在していた可能性が生じてくる．

これらの他に、 210、213の2点しか出土例がな

いタイブだが、王緑長が4.0cm強のものがあって、

まだ若干のパリエーションの低訟があるものと思わ

れる。

〈製作技法上の特徴）衷 （凹）面に残存するコピ

キ痕跡は全ズ鉄線引き fjiであり、特に209、214、

222、224、225、227、228には鮮明に残っている。

玉秘裏面を中心に、製作段陪で粘土型キネにかぶ

せる袋 （あるいは成形台の敷物とも推定されてい

る）の痕踪とされるゴザ状の圧痕が残るもの

(217亀 224、225など）や、胴部楽面上位に吊り

紐痕を留めるもの (205、211、212など）がある。

また、これらの哀面に残る成形段階の圧痕跡を

丁宋にナデi「Iしているものも多く、 219、221、
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229ではヘラ状のIJ!しを使用し縦方向にナデて、 Fig. 109 本曲輸出士丸瓦② (1/4) 

コピキ痕路をは1も完全に梢し去っている。

表 （凸）lfiil;i.、王紺部をヨコナデ、各端部は緑に沿ったナデ書抒の全面を概ねヨコナデで仕上げているが、ヘ

ラで縦方向に成形した際の痕跡を胴部に留めている例がある (207、217、219、225、229など）。

各部の面取りの状況だが、広端緑 （頭）衷面の面取り幅に差があって、 4.0cm前後の例と 、5.0cm前後の例とに

二分でさる。これは、実際のlfJ:. の状態を考えれば、前述の玉緑長の型式に関係している可能性があり、 227

(A類）では面取幅3.8-4.0cm、207(8類）では5.0cmをlit測する。A類が優位を占める大手曲綸から出土して

いる228の場合は3.San-4.0cm、B類が多い本曲輪SB005建物 （楽段）跨の出士瓦である209でも5.0cm-5.5匹

となっている。

胴部の両測緑端部の面取りは、衷llii側を1.5-2.0cm幅で面取りした後、さらに緑辺端部を0.8cm-l.Ocm幅で

削っている例が必本的形態と見なせる (207、210、213、217、227など）。 これに混在して、 205、211のような
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Fig. 112 大手曲綸出士丸瓦② (1/4) 
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Fig. 113 大手曲綸出土丸瓦③ (1/4) 

表4 丸瓦観察衷

2段陪の面取りが不鮮明なものや、 207のよ

うに楽ilii側の面取り幅が一定しない ll.Ol'Ul 

-3.0cm)粗帷なものも見られるが、いずれ

も若干例で、概ね一気に平らに削っている。

なお、この而取りの際に使用したエ具の擦

痕が観察できる例がいくつかある。209

と228の広沿緑衷面には、コピキ痕を切って

斜め下方に流れる採痕が認められ.207、208、

221では開舷端郁裏面に縦方向の引きキズが

深く残っている。

〈ヘラ記号、他〉206、218、220には、玉緑

表面に成」印状のヘラ記号がある。いずれ

も中央に当たる部分に記されており、 rへ

力と肯うよりも、先端が鋭利な釘先のよ う

な道共で行かれた細い線刻である。

208と214には釘穴が残っており、 214の形

状を見ると 、一方向から胴部を貫通させて開

けた穴ではなく｀表 ・裏両面側からヘラ等の

迫具先端を刺 して、袂り回して穿っている様

20cm子が行取できる。

1 カ • コ !,JoJ.'-'• 1\ /1' 1'(偵l

“旧6ぢ i/. ,>I~) 色 ： 
/II t. 津

'l:n 1111'1: 髯 ” 
煉戚 代作ltiJ.J:の11111的馴鯰 偏 弓

If屯•ふ.l a モIt~ 外惰i ぷ9土

108-204 よ虜ilf<SB(泊3 IIS,41 <8.01 11.?) ?.7 /f/lfl色 灰Ill色 ぐぐn＂瀾令 ft:#)改減がhしいが.f!l 

柑鯖 ピli~ S. 1111'紅騎11さ賓.,,; り積帆カ.., 

か1:+tる．

•函 ． Hi.ii (6.Jl 17 .Ot ll.$) !.< /fl掲し 沃鴫し 1'11 ,Siliel! 減，，""""'''"・~J爾
に紅繊，J1さ貞 h¥oiftdl.ll←

・函 "'•, u大・fll flO.•l 19.6i 2.8 Z.3 幻沃＆ ~fl<色

＾ 
凸llil!Tf'諷¥¥,l"Jtlil!l',j(な 11111.111! 鯛'"印状のヘ

.,.ャコ繁""' "う コビ+I/!~渭I. ., ill! のあり

-2')1 年貞,~,eoos 31.6 t9,:?I 19.3l s.8 ?,7 沃色 ぷ色 ~,n /¥dillヘ,tt..tnによる潰苧軌

がわずかに”る4 門載1111:,e.,;1

＾叡が明駆1:1¥る．

• 霙 ＊貞1輪空瓢 '13.41 (9.$1 IUI 3.0 ?.S ＂釈し lllfl<t. ゃゃn凸ililJ へ,~1.凡による鯛9叡 1t<=itlm蒙怜のIr六あ

がかすかに情'.;,• l!Jfil I: 11 tlfQ り

りl~l/1が＂り ．ゴ'l'IIJJ,l/(が"

ずかにi!!'>られる←鯛は面取り

(J')JQの霞Ji内のキズが残る．

•磁 ---,~~0006 HZ.81 〈9.6' 7.3 ?.I 長灰色 肉沃色 ~'fl 凸鍼urr減のI.;~ ,i;Jfl. 巴紺1.;

“鉄輪'JIされが内るe
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109.,:?10 ． '11.Sl 18.31 7.1 '・' 3.0 州灰色 逆灰色 ••n 凸-,:J.ヤヤ躙咬か 曰ilil!t: 烹

tt1; 1 で9よぷゴザ~1., 1:.躾．吊り

♦'"'が｀｀り コピキ4渭i
・211 ． t?S,01 19,?I 1., 5.4 t.6 萩し 灰包 ••n 凸面にへ9状 I.!¥による置〇軌 外面・ f(;;t~ も1:fU簾が

がtlる 巴面l!llMf1f長帆・ 鉄 多い

緯，）＂成が9貸る

110-?1? よ爵,~裕,r,;a •IS,:?/ 19.!I 
;_, ,., 

.ー・'一 3貨嶋I 貨聾色 <'<'fl ＆面'1cH;!,<Hf'置~- llftli t!,l也

IllゞX061鵞"u J ょ へ 9置~..., し ~ tH樗あり 玉

lt!!:ltit:11ゴザ状；上帆が

i:l¥n. 割沈口釦：h捻•JI さ桝

>16り柑帆が惰る-

~:13 l'褐1編附f-iQ rs.o, 19.6) 7.8 , .. ~ ,.、 11:lli色 貨良色 や <•(l 外面改漬，，'"り翼"<'l' • 玉は I -:? . >;.~ 紗が多切こ

凸面に日コヤ.,,. 馴芯凹面にゴ 直人．

ザ状£帆ヽ ）ずか1:.,:,-,.;,れる：

-?"1 . 19,0) 18,9) 7,7 - ?.3 烈ぷ色 貨尾色 n 凸面慣'Jj臼I!.-t-ヤ翼Q,凹面f~ lfl:1#0.4-1. 如俯惰，，

n緯，;＂伯 ・吊1)11紺が剛,g." 111-: ぁI),l',L<tさ

Ito, 
-11S ． t15.6) 17,6) ff;.?> 2,7 ?.• 滋と ＂阪 色 ~,n tfiliな漬，ヽ,,,,i,:↑ . l!J漏t:/i¥ 2一伯怜大の紗が多汝1;

t) 樟賓 と炊鍼'.ll~刈しがかすかに 混人し ，tliliv.Wにし霞

j!,-, らItる． rh皐怜りても，，，t,.

・216 ． tl!.8) 14,S 7.1 3,0 ~- ' 61罠色 附患色 や <• !'I. ｛り面債Hf!IJI:..,.ヤ濃~. コピ年

氣~'Ill"' I鉄鼻11 さか｝
111-117 大手膚1綸虎〇 04,1) tJ?.5) 1,Z 2.8 ,., “沃と G灰色 Jl 凸面ばへ9状 l.凡に よる :iii~

北111r;~ fl. ョコi"-F.FJ面1;u: ゴザ状

O;tft :-11: 縁,;1 ~賢が”る！

•?18 ． 17.3) 19.7- 3.0 3.! 代駈色 ,. 駅色 n "ililJョコ.,...,調やかーコピキ 王』、凸飢欝にへ?iti.!・サあ

ィ渭}, t) 、 x, F~ Iカ ・ j~

-219 ． (24 ,3) 1Jl.Ot 7,1 Z.3 印灰色 鯰灰色 fl 凸面鱒嬬fl近でへ9状J洪ぷ よ

み講9射が"11!11!惰るが.ffl-t 

近で：l I'It(I; -t・ ・Y1l'I L'(いると

i町面l .i ~ff;を柑・ヘ9によって

嶽/ii11:1• デ濱咬，コピ "'~'"I,
-2:!0 ． 113.S) 19.0) l?,Ol ?.S '~°'色 IJI我色 n 凸面l.if *,;_• +iべ胄,.,,i!l面“ 玉ft凸面鯖1:x印状のヘ

ヘ9状 Ut• によ llUり'"'に糞 う記かあ＂ 外,Mやし仇

誓-

-??1 ● 19.0) 17.S) 17 .9) - ?.6 ltl•~!!e ＂ぽ色 ぐゃn 凸面にヘク状J.H•による翼聾叡

がHる亀凹園I.!'1J;tnJV>..,・デ

コピ.+,f渭J,

-!~ ． 115,8) 03.5) 6.9 - ?.8 “灰色 咲色 (I 凸面にへう状 LH-による翼ヮ叡 '-'CL邊？

がか,tかに債る、l!llil.!tいかf

ふl~ll( ・ 11鍼11 さ禎が11J駁l:f隻

る．

11?・:??3 畢 !6,7) (9.5) '・' 3.1 ,.~ !!¥"'色 灰＆ i•fl 外面点直の""1'Jf,11"J面紅編 ~ Lit, 

•J I さ h•l i

-:!'.!• . CU.1l 111,51 7.? l:?,31 1.9 ~.,,. 色 貨沃色 (I 凸面尻H近1よ＋・，，翼咬．王"ヨ

コナIf' fff-t近はへう諷~U!ナ

，，，．門鍼'"よゴギ状11.lf(・氏編

,;1さ“力9町嶽"'lるふ

・:12> ． (17,91 (9,Z) 7.1 3.2 1,8 !!.I灰色 但患し n 凸面冑漏什近でへ9状いしによ 也し袂

るIll電4-lll~Ol£i》 11 , £It凹禰

にはゴ-t'W£帆が． 馴沈曰漏に

R綽11~1/(が町尉"~る，

・?26 ． ≪9.31 HJ.41 1.2 3.0 ?.7 灰色 叫灰色 n 1-ヽ面ナデ鯛霰か、1!1面仄磁H近 孔悶多い拿

で鉄嶋•JI! らしさ帆静あるが．

... 1.; .,. ..,, 潤・r.
•227 ． 31. J 14.2 &.3 3.0 1.0 貨灰色 11i灰色 ぐゃn 凸面仝体に,.,.,な+f'調II,l'J 

園に i,i,.IQ•Jl• <I< . :1-1'印 I:帆

が9しr,.

113・?28 ． <11.Z) 00.0) ,.o 2,0 烹沃色 砧灰色 n 凸面帽1;.,::1・デ置曹,151Mi: せ し娩、

IJD. 撼•JI さ叡が町観に残る 鼻 ,t.

嬬は r匁元賢JI)に"・図取り

il'"'J.!¥nfll割が訊，，・J;1,11,

虻っているg

-Z:!9 ． 04.7l 110.01 1.0 -u In灰色 鳥9灰色 n 凸ailこはヘ'1U:.いしによる翼繁 侵.l. t:t. 
貞が.l!! 創 ：は縦}iVIJV>へう翼

竺≪がゴビキ哀をiffしている．
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( 5 ) 土製品 <Fi~. 114-230) 

北1Jtilll l ♦ら D Iメ．の北i』で、はJ;JU 1230)が 1/(1じ± してし・る。中心部に'i'iをもつ筒形の形状がかろうじて推測で

さる粒度の遺{{,・状態で、た溢付近の一部位に該当するとみられ、残{J:長は5:2cmを測り、外Mの復元径は7,0cm前

後と推定されるウ木柁Kの砂を多

く含!cl.:mい胎：I: で、令体的にij/L

色がかった,A,ii,j色の色、且を',!する

が、J'-膚の収は賠・I長色に変色して

¥'るJ

.: (/)他、本曲輪内部や北西仙輪

1t.ilv: で、縄文Ii•/期 l11 < l l.Oと弥

,,~ 後期頃 (4.'・'!.)の I:器細片が出

I: しているが、いずれも細J¥・で図

化し11,1る状態ではなかったs

'羞璽賣'..

喜
北伍曲翰DI~ 230 

゜
10cm 

Fig. 111 I: 製品（翰羽口） C 1 /2} 

(6)金属製品

鉄製品としてjJ.)J{-(}J祁）＊かが出土してお1).鉗製品としては洒符、 JJ[-の柄部、袢・・りがある。他に、城

館ltl池滋跡特イiの；rt料と して鉄砲用があ り、jl!I'{も出上してし，る。

①金属器 !Fig.115-231-244) 

231 -233は鉄悦釘である。 231 と 233は人:'f. llk輪内部の 1H 11liほ付近で、 232は北洒1U1輪 F 区内の遺情i面~-で出J:

してJ;り．いずれもftiirと思しいが．劣化が吝しく特徴の詳細に触れられない。

2341ょ性格イ,II/]の鉄製品で. litkl~4.5rno, 最).:.~4.2crn. 11/. さl.2-l.9cmを測るが、 1(1.形を留めるものではな

く、ある特；色の棧品の一部分かと．思われる 本1111輪f.',Jflllの空堀l'・J祁からILU:Lている

235は北IHI輪SX0-15石迅の先端付近でar1・. している銅製品で、直径0.9cm · 1•7, さ 0.,1叩の小さな＇）ペ ッ ト ~J:.全具

の頌部に類似•する ． 性格不明，

236-240は鉗製の姓11で、 236と237が吸II、238-240は雁i"iである。帖溢からいえば、小以弘）しによる紺年案
滋 8)

U)',i¥ J役附（文仕期 ・疫灼iiJ半期）に該当する形態的特徴を協えたものはなく ．すぺてfft.iり炉代中期以1:,1':のiir~

とみられる 236は !1 I部のくぴれが明確なタイプで、 川部は1折t!ti六角Jtiを？し,~:む1.::のある辿形をなす 、1.s... 111 

の銅板を使川した頑よな作りで、令体L-i:は8.7cmを測る．小呆氏編年第2-3段階の吸IIii/部の特徴に合致する

ものとすれば、 17111:紀代と名えられるが確.liJ:はない。本1111袷S13002建物粉付近の表.I:中より出土。237は小泉氏

紺年り~ 4 段翡V (18111: 紀,i,J!f.)以降に0女当する吸I」で、全・艮5.0cmを前1る。本llll輪惰手辺・長土よりIILI:。238は北11ti

1U1輪Br,もからIll.I:しており、火IDIおよび11部との接訣部が残存する。脂返しの約曲が小さいが、火ITIIはなお,,,球

形をなしており、 小以氏編年第5段階 118111:紀後 'I') に該当する。 北洒1111 帖 D~からのI~予必 (SX 121石段）

よりIIU・.した雁i"i240も、火nnは残{I'.していないが、脂返しの；［ち上がり方から見てlnJ一咆式と思われる,,2391! 

火1111と1"1・部との接粒部が深くくびれるタイプで.~, 田裕咲)¥;による近畿11l」:.の謹芍；分類でじ類 (18111:紀以降）に
（注9)
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＼ < ゜北西11111,11'~ 232 

゜ ~-~-fl 
大和IIJ鯰 231 

(2, 

大手曲綸 233 本曲綸空堀 234 

-O-R 

゜ ゜
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G'S> 

゜
｛ - ..--.J 

北曲輪 235 

本曲位附手道 237 
本曲綸 236 

蕊 ⑥ : C 

゜ ゜
J D 

~-
芝．．．． ·•. 

‘ぐ

北和111綸131,: 238 北酉llh輪B区 239 北り＂曲綸紺平道 240 

I 

．．．に一科 1 -0-::~ ．．糾 竺四 • ） .. 

:i「 @ 
---) 戸 i:s:: き（ ＇ --.. -. ~ → ,, 一、 うr.., •• 

,!;JIii輪大手17
242 

゜゜
w ， 

゜゜北凸曲怜E区 241 北屯曲綸B区 243 

.. 仁＝＝
,• I 

ff 
北直曲綸DI!(

且... ~ 

10cm 

．
 

゜244 

Fig. 115 金属器 (1/2)
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該当し、東;;(tf;))'_一捻高校内遺跡で19111:紀初頭の遺物と共伴して出J:している タイプに近似している。北洒曲輪

B区より出土。

241-243は])子で、））の鞘に淫L添える r品IJ-T・（そえご）」と呼ばれる小））である。一般的には})部をも含め

て r小柄 (.:.づか）J と総．称される.:とが多いが、これは正式には柄部分のみを限定(1りに示すIll面であるので．

この場では部位名称として使用する。241は北西曲輪 E区 (DI名石凩北i咀渇部の根石付近）で出土した品1J子の銅

製小柄で、})部は滅失 しているが内部に中茎を残すため銹ぶくれが生じている。全長8.7cm・幅1.3cm・f'l.さ

0.5ぐmを測る。片而中央部に蟹の図柄の装飾が施されている。242はjJlj子の銅製小柄の柄尻部分で．本曲輪大手IJ

のSX033石段上で出土した。 残存~1.8cm · 紺1.3cm・lf/.さ0.4叩。243は甜Ff・の鉄製｝）部と別製小柄で、北西訓

輪81'1:の北i咀渇でIll土している。小柄は艮さ8.8cm・幅1.3cm・117.さ0.5cm-0.4cmを測り、内部の中ギの腐食によ

る銹ぷくれが生じており片面に(fl裂がはし っている。 I'「 i面中火部に)Ji~~の図柄の装節が施されている。これらの

湖子の小柄ははぽl•Jーサイズであり ． 共通して隅丸形状の柄尻をもつ点と施文の位骰や状況からみても 、鉗造の

J.;,-:,t製粒品 （片面ずつ別偵に鋳造Lたものを合わせて製作）であったものと考えられる。

2441よ鉗製の昨とみられ、北西曲輪D区から 8区に入る1R.c1(S X 118石段）前面の王砂利敷さ上で出土してい

る。残イrnは14.1cmを瀾 り、飾 り部分が欠落している。鉗nとの附駈部付近では9品0.5cm・If/.さ0.15cmの薄板状

をなすが、先端に向かって漸次幅が狭ま っており 、よ端は細く尖っている。

②鉄砲玉 (Fig. 116-245-248) 

4点の鉄砲王が出土して

いる．当，後期には鉄製、鉗

製の弾丸も存任していたわ

けだが、灰白化した表面の

発色からすると、化学的分

析こそ踏まえてはいないも

のの、外兄上からは鉛製と

-0--G--0-

• • 本曲綸大手n 245 北丙曲蛤M仄

Fig. 116 鉄砲玉 (1/1) ゜246 l!i曲綸 247 

゜

忍う—

• 本曲輪溺平道 248 

5,in 

見なして).:.過ないだろう 。

245は本1111輪人手口のSX033石段上で出土した もので、最大径1.25cm・最小径1.0cm・重飛7.89を測り、王凋

でいえば r三匁王」に相当する。湯注ぎに伴うヘ・ノ状突起が残されたままであることから、薮*には未成品と

いってよい。246は北西曲輪M区Gトレン＋の表土中から出土しており、直径1.20cmの整った球体で、 )T(jjtは

8.5Qを測り「三匁王J に相当する。2471il世曲輪 R区の表土中から出土 しており 、最人:!fl.20cm・ 最小径

1.05cm・ii¥紙7.約を測り、これも r三匁玉」に相当する。中央部分が溝状にへこんでおり、錆屯合わせに（半う

筋jj';_jji跡を調整するために削ったものかもしれない。248は本曲輪ー北曲輪Ill!の附手迫で出土しており 、紋大径

1.15cm • 紋,]ヽ径0.95an · !fi•r.14 . Sg を測る。 他の 3 点 と 比ぺてサイズに大きな相遠はなく、 r::: 匁予:J札1当なの

1: 煎•りしが軽いのは. 0.3cm-0.6叩人の石英質の砂がill:人しているためで、表面は部分的にIii.Iii状に紺l痘している。

このわずか 4点の'rt科の出土からでも推測できるのは、製品化した鉄砲玉を搬人しているばかりではなく陣l勺

部でも製作を行っていた可能性があるという点で、忌点の低い鉛製鉄砲王の楊合、火鉢でも十分に製作可能との

指摘もある。245のような未岡整品や247のような粗製品の存も：は、その証左の一例となるように息う。
（注10)
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⑥践貨 (Fig. 117-219-261) 

令郎で18{/_(J)jQ!'tが出 L:Lてしヽ るが．その1勺"'s..:.r.がil:1 •時代のl'i'幣で、 9lXが‘ぶ$!!である 残I)の 1点は

249U>lil, じ通i:.Iわが、如(11↓(.\ftが行 し く ， ＇｝ （似1)~村数が把拙しにくし·~人態のため、 IM!lか．、i';il尻!$i i!/( 践か、 1•11勺 fl.

幼銭 11lr,,1'lr,: 滋 」、 r鯰銭」） かりJ確にはllJ¥)IJしかねる l.'f代のMfli代より1勺径がやや）くさ く.l•I内のf$1i凶銭

とIJ.,1f体の 1-.でfflj;jlしてし，るよう で、確,i!的ではないが、.:.こで1ふ・::iim銭としてのuTfmttを指摘し ておく

なお. i!tdl:i直'i( 、 ,Ii.'ほ辿·j(に代 }<される•! • (II:後'f.lYJの -I:~流通!'i'幣であったりJ践1よIllI: してし・ない (}t- ~ 践

!'i' . 屁｝投参照｝

It和u,綸~JI,(249

北1町曲伯Bl". 253 

I

I

 

ヽ

I正
9

北,,り1111幅Jf<; 257 

It西1111綸UIく 250

北西1111輪Illく 25•1 

◎ 
北,,り1111綸HJ,( 258

匹（グルに一

‘” ／ 

I 

I 

＇ I 

＇ ヽ
ヽ

ヽ---
水1th位k「:11 261 

◎ 
北凸1!hl,1MI< 251 JttりIIUla.¥11{ 252 

◎ 
ー、

北,,り llh~ l !I( 255 北,,り出TI白~II~ 256 

心Ill綸射T-i!i 259 

゜

＇ 

木11111,;~l'il! 260 

5cn1 

Fig. 117 m't (I / I) 
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表5 銭貨一覧表

遺物香サ Ill土 地 名 祢 外径(c,,) 初鰭年代 偏 -~ 
249 北丙曲輪M区GTr 開元通立 2.1 櫓宋 5年0002)カ 鋼錢 麻麗It幣か 真l'F

253 北洒曲綸ar;i:北否邸 祥符元宝 2.5 兵宗大中祥符元年(JOOS) 鋼銭 1'{杏

250 北洒曲輪ari<: 天籍過;i( 2.4 只；ii天禎元年0017) 箪錢 真杵

251 北百曲輪MlえITr 呈宋通宝 2.4 f'. 宗宝元2年0039) 釧銭 252と¥lll'i “押

254 北i!!illll綸Blえ 皇宋通：K 2.3 1.: 宗宝元2年0039) 銅錢 豪杵

255 北百曲輪 RI><'.・ 治平元'.i( 2.1 炎辛治平元年(1064) 銅銭 J'¥芥

252 北丙1111綸Ml><.iTr 熙＊元宝 2.4 檜京煕＊元年(I磁 ） 銅銭お1と腐沿 兵杏

256 北洒曲綸B区北西柘 'Tj; 於元宝 2.4 徹9阻皇中1400元年(1101) 銅銭 箪杵

261 本曲輪大手口贄段 栄＊通'.i( 3,4(復元径） 徴糸栄li(3年(1102) 鋼銭 真害

257 北百曲輪 Jl>5. 不明 2.3(/ll元径） 釧Jlr元J rゞ J ff) 2文*残 箪杵

258 北百曲輪B区 寛水通：t 2.3 ℃水13年0636) 銅銭 所盈 r,,浅：水J

北西曲輪Dll{. 突水通'.i( 2.3 霞文8年(1668)以後 銅錢所澗 'lfi屯永』

本曲輪空堀 3Tr だ水通'.:i( 2.4 屯文8年(I統8)以後 銅錢 所泊「祈℃水J

＊曲綸大手口陪段 宣永通宝 2.2 克文8年(]磁）以後 銅銭 9行開 r祈さ水J

259 本曲輪拾手道 寛水通宜力 2.6 元文4年0739)以後 鉄銭

北酉曲輪Ali.( 寛水通'.itカ 2.5 元文4年<1739)以伎 鉄錢

拗 本曲綸惰手辺 仙台通：-.: 2.2 天明4年07M) 鉄銭

北百曲綸ll区 flll台通--~ 2.2 天明4年(1784) 鉄錢

(7)石器・石製品

表土層、遺構の埋土から、旧石器時代、縄文時代の石器と、文保・慶長の役あるいはそれ以降の石製品が若'l:

出土した。

①石器 (Fig. 118-262-273、Fig. 119-274-277) 

a)ナイフ形石器 (26 2) 

旧石器時代のナイフ形石器が 1点出土している。幅9広の縦長鯖片の側辺にプランティングを施し、他方の側辺

に鋭利な刃部を残す。打面を残す基部は幅広で、先端部は尖る。黒晰石製．

b)石鏃 (263-269)

縄文時代の石鏃が8点出土 しており 、7点図示した。いずれも黙曜石製。 2631よ布脚、長身の石鏃で、片脚を

欠損する。調整絹離は丁寧である。 264は殆ど平甚の完形品で、調整剥離はやや粗い。2651よ、有脚、托身の石鏃

で、 l~i脚を欠損する。 調整剥離は丁字である。 26611三角に尖った短い脚の石鏃で片脚先端を欠祖する。 調整剥

躍は丁平である。 267は布脚、長身の石鏃であるが、 i贔i脚と先漬部を欠損する。調整斜離はやや粗い。268は鋭く

尖った脚の石鏃で片脚と先溢部を欠損する。講整剥離はT寒である。26911脚部を大きく欠掛する。調整刺離は

やや粗い。これらの石鏃は、形態及ぴ調整剥隧等から、お3、265-269は中期、 264は後・晩期のものであろうと

考えられる。

C)削器 (270-273)

4点出土 している。 270は安111岩製で271-2731:t.摂耀石製。 270、271は分序い剥片のi所面全f.'ilに祖い潟整剥攘
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Fig. 118 石喘（ナイフ形6器 ・石鏃 ・削器） (2/3) 
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を施して})部を作成している。271は）J部の一部を欠紺している。272、2731;tf.l広の不定形捐｝｝の開片の一部に

細かな雑離を施Lて）j部を作成している

d)居製石斧 (274-276)

4 .•.!/.Ill l: している11・J3点を('11示した。2741i}J部が丸い袖j)Jの射製石斧で、片面の頭部から、体部にかけて破

mしている．りi.状の玄武沿を素材としており .1,lj側辺は素材の形状をそのまま残している。器而の凧化がもしく

,1,iiiや使川痕は必められない。21s,n1部が直線に近い,,i})のIi'/製石斧で、頭部を破捐している。l贔i憫辺には:?'i

柄のためと考えられるやや!!'I状の調糀絹雌が施されている。器面には窮艇、）J部には使用艇が絡められる。玄武

む製.2761t }}部、頭部ともに人さく破損しており・ 令体の形状は不明であるが、 ,,illll辺にも丁宋な屈さが施さ

れており、本必1よ器rfri全体が丁釈にl[Jかれていたと考えられる。風化した器面は白色であるが、 ＇i：石名1いわから

な''
e)敲石 127 7) 

枠状の海;;::石の両端が破祖しているが、舷石として使用されたと考えられる。玄武岩製．

乙 ノ 木曲輪 274 

こ 北1111綸 275 

こ 北西Iり1綸B区

゜細Fig. 119 fi器 rnn,o斧．敲石） (J /3) 
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゜
火r'曲翰 277 
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②石製品 (Fig. 120-122-278-289) 

a)硯 (27 8) 

周礎部の蒻さからみて、小型の方形硯の一部と考えられ、陸1l!1の屈角部分のみを残し、哀画も条1)脱している。

灰緑色を只する粘板岩牧。北西曲輪B区北i閉悶辺の生活11ii上から出土している。 ， 
I I 

b)砥石 (279-288)

14点はど出土している内の10点を図示した。279、281、282、285-288は粘板岩

質の砥石である。 279はやや大I~であるが、ほかは小悶で固定してではなく、直接

手に持って使用したものと考えられる。281は片面が剥脱しており 、硯 (278)の

裏iiiiの可能性もある。

280、283會 284は砂岩製の砥石である。 280は粒千の細かな仕.Iゴflillに近いもの

であるが、283、284は大型で粒子の粗い粗砥である。殆どの砥石に大小の使用痕

が認められる。

c)滑石製直り (28 9) 

簿い格円形の沿石板の一箇所に穿1Lされたもので、一挫のJf(りとして使用され

北i!!i曲怜B区

に ＝＝ 278 

5cm 

たのではないだろうか。
Fig. 120 石製品（硯）

(2/3) 
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Fig. 121 石製品（砥石） (1 /3) 
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Fig. 122 石製品（砥石 ・!Tiり） (1/3) 
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表 6 石器 ・石製品観察表

香サ
岱 種 Ill 土地 1:1.

法 汝
石 !t 偏 Y, 

F;g-伽． M!rml 輻(..,.) l'/.(('lll) 

118-262 ナイフ影石溢 木曲綸SROOI!! 物跡西鯛 14.40) 2.35 0.80 ／，I.¥耀石 ・Ill! 辺IJtll:,先溢部やや欠m.

263 石凩 北洒曲~ Il l>'. 4.60 12.25) 0.45 1.¥¥耀石 片印欠り,.製性剥雇T-;t・
264 石鏃 北村曲I..BI>{ 2.35 2.15 0.40 /1,¥悶石 、よ形。綱蟄*'雌や々柑．

265 石鼠 北i"illl!l:iBI-. 13.00) (1.75) 0.40 焦耀石 騨部影;1;.潟整絹雌T'+'.・
2的 石汲 北阿薗1綸R(,(_ 2.30 (1.45) 0.30 集“石 )¥・!JI先嬬欠Ill.潤笠糾鑓r;:.
267 石鏃 ＊曲綸～北曲は間Ill手迅 12. 15) fl.80) 0.50 煤耀石 た溢・釦郎欠Ill.,,q笈続罐ややm.

2邸 石温 西1111輪Al>!. (2.10) (1.70) 0.30 /.IJ. 耀石 匹・ 片脚欠捐＂埠竺対攘Tl;{。

269 石淑 北丙1111輪Af,(_ (2.30) 11.40) (0.45) I.I.I耀石 ”部欠IU.IJl笞制鵡ややIll,

270 削召 北~lllilaM区CTr 6.30 4.50 1.70 安ill岩 胡整剥躍Ill. ・F.I次り1.

271 削岱 木曲綸ー北tlli~lfil惰手込 (4.30) 13.20) 1.40 焦躍石 渇整剥離柑.J}ffi; の1/3欠りl.

272 削お -1'1&1輪S8001¥t物跡N綱 4.15 3.15 0.85 /!¥耀石 ごく細かい潤空刹雌”

273 削苔 北刺IHI綸A[,( 3.60 2.90 1.40 黒耀石 •m;xrn. 
119・274 !l_j製石芹 本曲輪SX039石段r/f 114.20) 5.80 2.10 玄武宍 煩妬歓!ti.溢面絨ft閉1i.

275 rcrn<'iii, 北lill ~S X050石垣上 111.60) S.80 2.15 玄式'il 頭拓穀りI.mtに使JI)樹。

276 的＂石斧 北西1111帖Ill,/・ ti 1.60) 16.10) (2.30) .f'lll 団闇 .))郎破損k.

277 ~l石 大手il!J輪,,,央祁 12.50 5.50 3.60 女武・ぷ 倅状代の酎溢に使llllii.

120・278 硯 北i"II日伯Bl,( (4.30) 12.15) (0.80) 帖板笞

121-279 砥石 北i"il日紘n1;_sx 118石段 f13.30l Z.95 4.90 帖板'i; u・ 溢欠!ii.両価使111.使Jllfn/1).

拗 紙石 北西曲輪l)J,(_S X 121石段． 17,50) 3.•0 3.00 紗柑 .U ・塙欠m。

窃I 紙石 l"iil!i輪SX207吸石上 (6.65) 5.40 1.20 帖仮汽 k溢欠!ii,t', 面が）脱。使Ill廿m り^

282 紙石 本l~I位～北I白 I.ii川惰手i(J (6.40> 3.20 1.10 帖板i： k靖 ，11-,りi/lf欠Ill.糾面使'"・

122-283 紙石 北丙!l!!tiill><.CTr 24.60 11.70 7.40 紗'j; 大芍のIll紙＾周辺の部欠m。

28,1 紙石 '1<1111輪空堀ぶ3地点 04,60) 8.70 4.80 紗も 困面使Jll.」とド霰m.1:1:11111wり。

Z8S ＼ヽ石 北i'illll輪RI>( 17. 70 2.80 0.90 粘阪内 Iiぽ次；形，両面使111.使Jlll/{:{jl) •

286 紙石 北l"il旧輪DI.( (8.85) 1.85 0.95 帖仮宕 ・Ill欠m.,.i面tflll,

287 紙石 北'"'曲輪MJ>(HTr (7.20) 1.70 0.70 帖板沿 r. r濯欠捐• l'i面f<l!/11.tf/11根4iり、．

蕊 低石 洒曲t.lJ!え 14.50) 3.5-0 0.90 帖板苔 .1-.-ド1;欠捐.ill面使川.f•~/11摂イ（り ＾

磁 滑石ペ・rい） Willi鯰 Illメ・ 8.00 4.80 1.10 i11石 片lllilfjさ0 石議片使Illか．

注.I l:IR秀J;'11!:ILI、におItる“蓑 ・ヤ悧の囚凪Cについて,. ,,m店 ,_取和IU:,ll')ol/J!1NFII磁ねJ 'とい：『trn凶磁研究』 Nu.5 

19851ijfll 

il;.2 11り嗅忠1芦 r号,•;'?-~I プ')•J -60 編 rl~l紀 1二ょ ー・サイ エンスり 1991)

注 3 がりむ・!AIH'tt次印 r1,'9l~IIII上の翰人中日囚磁苔について-1l式分れと紺年を中心として一J I r九州しかl!'lif¥館蜻究溢氾』，'1,;J

陀 1978)

iiら4 ,, 、,fiEln'15、 16 1妬紀11'),t:Jj 鍼．員lll')分 ~,とその年代, I'{11!,FII磁妍氾即 2 I蹄2)

iU 細i勉 '1• - 101~紀の白l!ill')I\'!』tJJ~lと“年J I'l"I品困磁碩究』邸 2 1暉2)

ie..6 松J6法I'S 『飢11\jJf 文化財 Ji1c伐 ~;,~;r,3 忠 I?WU史鰭ヤ滋凩械W並び1:W.珠 比川家IK純給』 ,m..,,r,;tt全1i会 1鈍6) 出 l;:Fi•16

-No.23. 26'1'/t雲

iU lflilll情,'!· rり1111j員［文 ftM! ;;llfi恨如'l'~~8!l! -1:fit使＂ 跡一紺IH162・63年9虻文化財袖珈11茶町内沼紘ら9編分布潟ti-』 •ln o'i■Tftff全

H公 l函） fijl;:Fi!<28-No.1'l'lt, 

iU  小以弘『ilJ-'を比る』 llO<'tl;} I蹄3)• "'''iJ'J5の町11')/ttj:迅掬， ! 'firl・g、•;'i',』第13,r,, 践Ill闇出阪 1985) 

il,.9 ·:I. I ll裕•~r燻r,と近批 1,11111風fl直ー 1項紀代におけるぶ •),;坂 ・Jf/11')出上例を中心として一J I'llll~ 近世¥,・,';"f,研究』 19史）

祖 10出u正1l.;i釦IU漢， Ill!『以~f.,1/') 化？分析を過しr,-11!点-1\\内出上炊rヽ -~(/')ぶり1 -, I'lilt究紀応 7 財M法人詳馬出洲点文

ftll/Jllt坪 :i.1,1 19901 • 域1'1 でll')l'lc阻f~f),ll'),Jl·J;,11. いくつかI/')文献火f¥J:1こし牧Uでさる。 I rわれらい）人もJけ ぼ 中1/')J'J依

しす，，たらも仔々天,j:l:J,,沢1閃佐の：H い＄したJ , おあん1~話』 （谷川紐ー他編『II 本庶1心'~iii火＂集成, ~i 8を →一,'l,,i

1969)) 
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N. 小結

＜遺構＞

陣跡について

「名護I~城跡」の問1用に分布する r陣跡j に関しては、いくつかの諜坦がある。そのひとつは、各々の場所と

そこにlt定された陣主（大名）は、本当に合致するのかという問題である。今回の「堀秀治Jr,1, 跳の例でもそう

であるが、絆跡の現況調査 （縄張り ・虎口構迅・石垣構築状況など）や発掘調1tのなかでは、その傍証となる沢

科でさえ確認しえないことは今後も多いと息われる。残る手段としては。文献史料なり古象合同などの古典店に依

存するしかないのであるが．それさえもほとんどみることはでさない。その現状においては、かつて中け代氏が

拭みた研究からはとんど進展していないといえる。しかし、その中村氏でさえ、陣主の比定にあたって最も拠り

所としたのは各地に残る飩跡図であり、それが江戸時代未期以降のものでしかないことと、さる武士（常陸佐竹

義宜の家臣平塚滝俊）がこの名渡届から実際に発した杏状との相遠点なとを鑑みて、ある時点で r騨）M聞低が大

幅に代なるか」. r所J:i(J • i所伝に誤りがあるかj など r一部ドミノ式に改められるぺさ余地を残している」との

疑間のままで、論を提示し終わっているのである。

また、以上のこととも関連するが、それらの人名の配程には何らかの双図なり考怠なりがあったのかというこ

とも 、一考を要するであろう。現段隋の陣主比定においては、徳）II家康が求臣団と雌されて本師を構えているこ

と、木下延俊・ -e:臣秀保 ・前田利家などのltt頻すぺさ身内あるいは）if(臣の坪局が笠臣秀古の名設届城に近いこと

などのii定的な配骰がみられる反面、九鬼水軍の将である九鬼社性の陣Hがまったくの陸の上にあること、側近

中の開近である石田三成のi:,1,屋が名，；蔓屋城よりはるか南方にあること、宗氏（対悶） • 松浦氏（肥前 平戸）な

どは地理的な面からするとここに輝屋を構える必要があったのかなどの疑問も数々生じているのである。しかし、

この点においても、陣尺の1/11槃に関する史科がほとんどみられないことが人さな閃もとなっている。ただ。わず

かの史科からでしかないが、この名護屋城の築城時期をりり後する段陪には各々の陣屋も確かに完成し、詣大名も

:(1；陣あるいは渡海していたことだけは推定でさる。

さて、本陣跡の陣主とされる堀秀i台であるが、渡海することはなく、このr,~i社での滞在生治を送り続げていた

ようである。今桓1確認した遺構から、その日々を少し垣lnJみてみると 、能あるいは茶の湯などを必しむなり、庭

園を散策するなりして、渡海命令を待つ刻を過ごしていたことも窺える。あるいは、その復元でさる建物群の1/11

造 （広1111・中門廊などの配粧）からみると、いわゆる fil!J成り j を受けるに値する格式をもつものであり 、記鉗

にはまったく残っていないものの、数臣秀古が実際に訪れたことも十分に想9象される。

建物跡について

~；臣秀保陣跡の調企例では、 :r1· s 棟の建物群を確認している。 それらは庭園に面した 2棟の遠物を中心として、

その1,lj側に半ば一連の鉤形状に配誼されている。そのなかには瓦11'きの二柑建物や打院を付した内部1骨造が存{f.

することなども推定されており、それぞれ「泣侍」 「行院」 「御座のIUJ」 「+."I」 「数窃届J に比定されている。

その様相はかの「1肥前名渡辰城図J屏風にも描かれており、このような謂1c状況と「図J とに合致する点がかな

り多いこ とから、かえ って「図」の伯憑性を協める成果も得ることとなっている。

さて、本陣跡の場合、以上の棗臣秀保陣跡とはやや異なる様相を!ilしている。その主.¥1111-J部においては、礎
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石 ・弔石そして飛ィiの分布1/沿しから名えられる 各々 の建物は、中火の2棟 01:1111・卸殿）を中心として、1lf北,,,j
側の区域にかなり格然と）J叫1しているのである そして、その 2棟の）＜閉建物群のうら 、 「中l"I麻J をはえたS

ll001建物 (rv:in1,)の方が公的な場で、その奥のS8002建物 （「御敗」 ）が私的な場として、それぞれ想定

されているようである， さらに、その/.',Illりの建物の,,ziri.にもitMすると、その私的な r御貶Jの北ff!hiり1/1iには能

W:f, ・ <蹴絢場？ ）の窄間を、そして1tl11!1哀手には茶立窄1111を．また見IllI.: すことができる。つまり 、.:の師屈

においては、・",時のK名のII~みのひとつである「能J あるいは r茶のi恥の施設が、公的な場ではなく私的窄1:11

のIll!にl'ft!i社されていることを窺わせている。次に、その中，祁にほ抗する北illilltl恰の状況をみる と、さらに趣 を変

えていることがfl)る。ここでは、飛石を1日方に巡らせた窄11し1を中心としており ，建物はその一部として建てられ

て し•るにすぎなし・。 つまヤ） . .: の建物は、四1~, (あずまや）のようなものとして考えられる。このように、北西

1111輪はまっfこくの政煎(Iりな「;(J戌とそえられ、 t祁の(~よりもなお、これがいわゆる戦時下の陣l社であろうかとの

廷念を抱かせるl;lとである ，史料(Iりにもそうであるが、これまでに，一謁化を火施したいくつかの11'1(跡の例において

も、その1:1 とんど(~引；i秀保陣粉 ，堀秀治陣跡，山田織部r:,t,跡 ・後田遺跡）で、やは I)遊輿的空間は（紺えている

のも確かである。今後も、陣跡情込を探るうえにおいてはひとつの，．悶逍となろう。

なお、そのことともnl・・係わるが..: の地域のなかで本格的な硲石如．で構築しているのは名，護松城だけであ り、

倅射では徳川*!It袢跡とtiillll利家閉跡の名1aこしかそれらの技法がみられないこと ．いわゆる城祁としても心;,虻

に先達した段隋にあっては｀陣粉の堀 .l:J;\の配就や虎LI · 1Jh佐の消造などにその F法を、認めが,~,ヽ心とも ．ひ

とつの諜題となろう 。 ~JI絆半島での1出j軍の極めて厳しい戦乱状況に対し、その出兵拠点としての名；；ii社一•:,1にお

ける以.l·.Q) ような，：~t浪tll は. fJ!(,~)りを登減して情えられたとするには概 Lて弱い1面が多々見受けられる。

建物寸法について

・んの t~Hi秀保飩跡においては 、 建物踪の 1 11りの柱Iii] を概ね 6 尺 5 寸としていた. .:; の堀秀治坪跡の例でも、）＆

本的にはその6尺s・I・I1111])を採JllLているようである。特に、主祁の S8005建物跨の悦石には、 -t:l:Rir,:を

示す掘り込みが残っており 、その1111俯をI.98m (61<! 5寸）の車はでIPJ確に測ることがでさる。 しかし、一方では、

i, 郭のSHOO.I建物跡 (t/ili?.5尺） ・S ll002建物跡（梁11115.8尺）、 人手1111輪のS8080建物跡 （梁IIU6尺 .tii 

行6.21-'.)など、一部のものにやや）しなる尺度がみられるのも6'&;かである。

よIら 1111輪jl,Jのその他のl,'1/i'/i物にも、もちろkl,!をひとつの）＆準として使rn していたであろう 。 そのはぽ•~Jll'f.

な状況でiMIJi~でさる追栖のなかで、例えば、主祁のSX025敷石では船3.3)-<'.と長さ36.3)<'.. S XOIO石嬰跡では

輻4.6-5 /,!、SXOJ2石岨跡では3.3-3.6尺、 SX041延段では船2.6尺であり 、人手1りl輪のSK075」滉燐 ではJ・と

さ）2.51,'. と船1.2),!. S K 076日浜では長さ3.9尺. S K 077ヒ漿では長さ7.2尺と＊は4.3尺、そして北1/tj1lll輪 11-<'.の

S X l訊敷石で1よ長さヽ 1.8/--'.と船3.:ll-<'.を、それぞれ確認することがでさる。 しかし、前述の建物跡の例にもある

ように、.:;jしらにいくらかの溢数を伴う（割 り切れない）数俯を示すものが多いのは何故であろうか。このこと

が、その対象として!VJfに係わるものか、或いはf'r・M/のものかという.;;とでもないようであり 、また．測.>:Eの述

いによる誤淡として見沿ごすには．淋例のものが多いようである。粘，らとはし得ないが、.;;のI,!度に関すること

もまた、今後のひとつの，，贋遁となろう。あるいは、全1り各地から集結した祁大名による陣J,lの構染状況は. tl;I-~. 

秀古が押L進めたとされるり父；，t衡の統一J に関して、より具体的な実例となるのかもしれない。
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石垣構瑛（こついて

i'r•f述 したように、名渡l栓城跡の周1川には約 120岱 i所のi-1,跡が確認されているが、名汲!¥.城跡と1,;J様に，',:j石)1[で

情築された例としては 、 /t!lll~tli陣跡の主祁の一部、前田利求飩蹄の人·手一幣を掲げられるにすぎない。 さらに、

いずれの場合も石JTiは部分/1<1にしか用いられておらず、いわゆる裕石頂のものではないのである しかし、1岨i飩

跡の石JI.[は技法をそれぞれやや遠えてはいるものの、いずれの例も名、；妥！程城跡にみられる1肖格の例であり ．特殊

なものではない。そして、それらの技法を鑑みる と、この1肥前地域に在求した技術でもまっにくないと考えられ．

そ.:rこは石Jt(!柑格のし灯'I集rnである穴太衆の存{1:を十分に窺えるのである。つ王り、安上時代に本格的に始よっ

た，:・:;石.h(t,/格が、このf:和fl時代にはさらにその1/1/染技法を向上させていく段閉のひとつの好例と して．ここでは

みなすことがでさよう。

さて、..:の堀秀治飩跡の場合も｀沿i石.h[とされるほどのぷjさを:{fするも のはない。 しかし、fllくはあるものの、

七s11;の北面 ISX050石川）と北西1111綸のはぽ全政に石Nt,lt染の!11をみることがでさる。そして、この,,,jr,・のう

ら．北西JIU佑ではその使川している石材も（出I'で小似りなものが多く｀その石.f.1みに技il,を窺えるはどの状況I:!

ぷされていないが、五郭のSX050石Jt(にはひとつの技法として認められるものを確認することがでさる。それ

は、いわゆる古式「・火太梢みJ と称されるものであろうs このことは．堀秀治とそのような石J.:集J;りとのMらか

の係わりをぷすばかりでなく 。r,liM//11戻に関する実態の一例としても貨悦であ9っぅ． また、それらの石Jt[(S X 

050石虹）をJりいた箇所にも、t!Htl意しておさたい．位沢的には、主邪部のなかでもi立も北溢の、まさに名品J我

城の）;rlりに面していることをとらえると 、わずかな石)T{/怜格にひとつのr!l栄」としての．意味をも窺えなくもない。

以上のように、名没J社城と各人名の閥柑群の1111には、規ほ(1<1にはもちろんの.:とであるが、._:(/)石Jtiの使JIIと

いう点に関しても、かなりの格液を認めることがでさる。いわば、各陣届が林ヽ1:するなかに、忽然と総石)T(の城

祁がそぴえている情；えを想起せざるを得ない。 しかし、一）iでは．史料的な観点だけではなく、本例を含む数陣

跡の実状からも、 ，；t大名がすでに．＇・'i-1"1の石エ集団を保持 しているこ とは確かであり 、 その点においてはf.•li屈 1こ ，:·:;

石）llを構招し i!~なかったとは考えにくい。辿1:、r:,t(J{!の構足を規),iiする状況を窺う.:ともでさないが..:...: での

「fil'J;l」というものflf木が、時の r城邪J とはまた｝しなるI/II築であったことは明1'1である。この¥Iリillこぶしたよ

うに鳥 陣民がI~.なる戦闘的な空間ではなく、逍煎(1りな様札1をかな り示している点をも沿みると 、この文舷 ．疫K

の役に於Itる.:.の地域一術の示すひとつの特汎性が益々浮かぴ」．．がってくるのではないだろうか0

＜遺物＞

出土生活遺物の分布状況とその特性

逍物本編の¥I加でも述ぺたように、 I ,Jm' を越える，畠佑i昧1にもかかわらず、文保 - 1~1.f:IYl にかかる生が泌物

（瓦．石製品、金属製品などを硲く ）は総数761点のみと極めて少ない。あえてその側休数を考えると、 1:1'.ili器

llll・ 杯でIii却 I}可能な46例体以外に細片596点を数えるが、その内の205点がII松破片であり ．その他の土師悩と

瓦買 I:?.佑では⑱破片 (II松破）＇,数 II点）の内の 8個体、附磁岱類では34(附体を減りI}することがでとる。9反1こ」：師

岱の各 II W\l!il~ をI11,11体とみなしたにしても/il:.k.で290佃体以下にしかならないわけで、100111'当たり 3訳9ぷ前後

の池物含イ1'{-;にすぎないという、極端な,,,活色の希薄さを現したUI」:状況を'.itしている。

しかし、恒久的とも、iえる施設群を含めた多彩な逍情内容から見れば、当該の。l:ll"ftt会の実生泊がこの布Ill!で

貨 よれていIふ；とは事実とみなさざるをnず、能＂台や数寄l我、敷石辿蹄な どの存在はそのことを ~II'¼に物品っ
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ている。 となると • I免菜 ・ 沿粂対象物品の一定の取捨逍択 (l:,~J貨撒収段陪でのi,'il<~彎印人品の持ち船 I)など）が

行われたと見るか、 1;~外のl•ずれかに一括投定されたといった・Ji!/)¥を推測せざるを得ない 1少なくとも．，謁介範

皿l勺に廃寮 I:垢はrr-イtしていない）

従 って．袢1伐機能時の'l'.i和1{跡の内容を).lJるための定：,(/(-J検討に耐えられるIIけ：状況 ・経:-:,::かどうか疑1111も残

るわけだが、 一J.i::、容悩類の｛靱lj絹II&:の慨災だけは提；ドしておさたいげ衣 7) 総数の80%L訂••は上師器IUI · H:

が占めており、 j:l;J磁器類が8%、瓦質上器が6.7%1前後に相当する。 用途別で名えると、 一兄｀供膳具のl"E倒(ll)

俊1:1.竹．をふ しているようだが、実際には• Uh¥部を残す土師器皿 ・杯251点の内の164点にill瀬の付治が認められ

る.:.とから、その 6割以J:をtf明 Oilとして使用していたことを知る a ~j:秤K名『lでの哭応などの交流が文献史科

上で箱品でさる I:に、遊卯施設のfr・{t;が遺I柑JJ..j'ffからもl1J1らかであることからすれば、やはり不自然な・I漬1lillltO>
（注 I)

投企状態にあるように思う。 また、多数の将兵の駐留が推定でさるわりには、，渇埋具も遣物令体の7.6%にすぎ

ないし

遺物の分iti状況だが、これも日浪で触れたとおり、本曲袷空堀や消などから出J-.した例以外は、 K半の;rmが

旧'Ii.活面上に並ti:する状態で出土しているため、各il't情との11{接(J!J関係が行取でさる例は少ない 、広く捉えて1111

輪空1/11ごとでの出上i犬i兄を整理すると、 Fig.123と｝れ 8のようになる。

表 7 出士遺物 （容器類）種別絹成表

It 類 蕊 様 /.•!· • 数

I:~ 器 皿 .Ii、 6-12(46) 
....... -.... ー・ ・・・-・-・・-
湯釜 5 (I) 

---------・----........ ・

tin 鉢 I O l 

小 ~t 648(48) 

瓦竹土岱 鉢.t,~ 鉢 40 (3) 
........ 疇.............. 

鋭 3 (I) 
鴫..-......... -．．．．．ー・..

沿 釜 9 (2) 

小 JI 52 (6) 

凶磁沿 (@社） 難れ紅•松 2 (2) .............. • + • + ••••• 

碗 (!;'iii• ) 2 (2) 
.... ・・・・..疇...... 鴫＊疇＊鴫,.
船鉢 （偏前） <I (<I) 

小 JI 8 (8) 

Jllf::!il中tY・'l樽7ジ71 碗 JJ (8) 
... ・・・・・・・・・・.. 鴫........

JBI 6 (3) 
...  - ..  雫-. ・・ー・ヽ ＊ー・・傘疇...

瓶 2 (I) 
・・・・・・ ・・・・・・・・ ......... 

位 I {I) 

小 計 20(13) 

別磁岱 （朝鮮） 碗 10 (6) 
疇...彙.....● や●● ・・・.......

lnl 8 (5) 
疇●● 疇＇．．．．．．．．．事 ......... 

#J( 15 (2) 

小 .t~ 3303) 

::1・ 761 (38) 

※カ ッコ内の点数は丑別叶能な餌11'数

（訊位：点）

450, 

0ヽ0:

お.,

”゚i

お〇！

200; 
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4笠

!!,I 



Fig. 123 lilt迫物 分(11状況 lI /2.000J 

△•••土師器 （皿・杯）、 △••土師器 （鍋 ・ 湯釜．償鉢）、

口…瓦質土器、 〇…陶磁器、 ■•• •金属器・ 践貨、〇・・・瓦

（各記号内の数字は点数を表す。無数字の記号は 1点。）
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表9 曲輪別遺物出土率 （面積比）

節 ••r 北i町11り綸 k.f'IIIJ輪 北N11!1綸M区 *JIii輪 111/tYI輪 *'川はl計f迫 北IHI輪

改企Iii胤 Im') 3.290 357 423 5,085 498 -1切 630 

迫物点数（点） •122 30 32 25・1 2-1 23 ， 
1.~ がi.1出籍~~ 0.128 0.08-1 0.076 0.050 0.().18 0.04i 0.014 

※北西llllf.MI!.、1吋1111輪、本Iり1輪I計F迅以外1よ、 1111輪IりをはI;!'令拙ゥ

..:の仰の空/II)構成の中心的災ょである本JIii輪と北西JIii輪での111-1:遺物だけで、令体の89% を占めているわけI~

が、両1111恰の面積の広さからすれば当然の結栄ともいえよ む

しかし、ぶ介面積に対するIllI: 遺物の数・io(を曲輪りi)I:·,~I) I) /1¥してみると、表9のような員((位となる 他の布Iii)

に比して北i刈ill!佐での迅物111上率の，：：：iさがより明確になる・Jiで、本1111輪での状況はその 1/2以下となり、）＜

手曲輪の出」：比'tiにさえとどかない。これは、セ ・Ii,りIiil r会i祈」と ':t=.設」の慨能に柑..,, するか）と能は台ゃ

数寄J:ilを111成‘災ぶと した、武家の店・住窄1:11の許辿的な形態を蹄帳する本曲綸施成群の性格に合致した様態とみら

れ、その一方で、 toil]邪1こ札l:'lする1:r.四にあって実,,,.活の場として機能していた北西JUI輪の性格が罪・沿化してくる

ように思われる。 1AjJり1輪での追物糾成上の特徴と しては、本Jill輪での上師器un• Ii'の偏イ，：と ．北西1111輪での潟理

μを主体とした瓦れ上器の多さが[I立っている この点からも｀ 「表 （ハレ）」 .r公」の空間である4:illl輪と

H常の「ケ j の空間にfl!当する北西JUI輪との1111の、慨能.I:.のlfl述性が11;'1示されているものと~~釈したい

なお、北i"illll恰l勺部でも特に 13Iiでの逍物の集中が顕抒であり.1,;J』I恰令体の遺物-:,iの8;';1U'iに当たる333点

がこのエリアからのIll←I: で、遺物出土玲｛は0.'193点/m'と仕jい 特にその北西侶部の一l貞iでは.MIU! 輪11iの出 I:

土師沿の半数以上が集中散布している。 この点に関しては、 I,;)区での生活色の~!さをり1示するものと Lてぷ11(に

蛸釈すぺさか、 J~陣段階に1111輪内部の生活雑器をこのエリアに 4甜投梨Lたものと捉えるぺきなのか、 ,,,JIメ：令体
での遺構密度の低さを勘案するとl!P断しかねるところである。特に後・打のような!Ii釈I!D区でも適Mでさ、生活

空fillではなく虎II防Ii,のための勝IHI輪 (ilrt.¥1r虎l―I受け」 ）であるにもかかわらず，逍物は57点を数え、そのII¥

上玲o{,0.281点/11{に述しており、多低の鉄泣（後述）もnっている

一方で、k1f氏の逍物Ill土半を刀；している北tlll輪だが、 .:.ttt:ついては 4'1111輪に付駈する1廷 ,~,窄！：りとい った仕格

に起困しているものと．思われ、迅情J・.の特色に現れている'Iii竹痕跡の希薄さに整合した状態になってしる。

ところで、陣柑内の全体的な空間配列の状態を考えると．丘陵J和部のIIIJ輪群が堀氏の人名権力のりが~Ii()情造 を

少なからずμ現化したものである.:.とが推測でさるりその一方で、堀軍の大多数を情成する足t釈守の兵屯の濡{1;

エリアは111褐ー-:;";Iこ詮かれていたとみるべさで、今Mの滋査の対公箇所としては北1"i曲輪とillillll輪Ill)の谷部 （北

西IIU輪M区）がこれに該当するものと考えられるものの、 lll土逍物の実ttlにはl4立った特徴はない，．しかも、そ

の内のHx近くは北西LLLL綸l勺からの流れ込みと判断するぺさものもあって、生活痕跡は他のIHI輪に比しても令薄

な状態にあるとしかいえない。

開戟段閉の堀秀治の知Jrは、越1i1f・1Jllf'(I凸i国内での16万石の封地であったとみて良い。その軍役邸については
（注2)

史科上では,f,詳といわざるを得ないが、同じ越f前に知行地をもっていた長谷川秀一（旧1行11争H石1こl,tし5.000

人）、 ,t-:H重怪 (12Jj石に対して3.500人）.).:. 谷古継 (5/j石に対して1.200人）の軍役を参芳にすると、最低
（注3)

で試INても3.800人、最高では7.200余人という将兵が一時的にせよ,,;J陣l:i后{1:Lていfふことが推測でさる。そ
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うした生活の狽跡を明示する出土遺物の内容ではないことは、上述のように具体的に確認したとおりである。こ

の最大の疑rAJについては、他の大名陣跡、名護屋本城、あるいは城下町での関査事例の増加を待って、堀陣跡特

布の現象なのか、それともこの巨大遺跡群全域での苔遍的な特性なのか、相対的な再検討をなお要するものと思、

う。

表10 出土地区別瓦組成袈

(Mil Al 

"' 叫←— ,―----

匹 II II 
II 

'" 

出土瓦の分布状況とその特性

同評跡出土の瓦は、破片稔点数だけで見れば608点 （後

世の所産と 見られるN0.134軒平瓦を除く）を数え るが、

試みに総頂品（丸瓦24.25kg、平瓦61.1kg) から個体数相

当分を割り出してみ ると、N0.203平瓦を碁郎として平

瓦の完形推定重飛を 2.5kg前後と跨むと約24.5枚分、

N0.207・227丸瓦を必準に丸瓦の完形推定貨品を約1.9kg

-2. lkgとすると 11-12枚に相当するにすぎないわけで、

決して r大；；；；」という表現には当たらないことに留意して

おく必要がある。

まず、これを出土地点別に見た場合、陣内部での若しい

偏fl'傾向が指摘できる。表10、11に明確なように、本llli輪

を中心とするエリアと K手llliはでの出土ji(だけで全体の

98%近くを網難している。ともに生泊空trllの中心(tl)構成安

素であった本HII輪と北西曲輪との間では、llli輪象必辺を岡統

していたはずの塀施設やl"Iまでを含めた1.1l物の屋根形式に、

・大さな格発があることが容易に推測でさる。

3工＇）アの中でも本曲輪措手近での出土炊が最も多いの

は、迅の両サイドに瓦サの塀が)図行していたことや、中途

に門施設が存在していたことを想像させるが、本曲綸北側

表II 出土地区別瓦一覧表

桓 Ill ＊ 

捐手道1楽塁疑員台西瀾大手口餌口：堀高東区：東区：-~ilii不明1:: 1 B区こ~Jll!:~M=不明 ！西曲綸 I不明 1瓦IHI計
·1• Ji.I四II 62 : 3Z : 

. . . 
9 : 2 : I : I : I : S9l1(1(2: :IIJ IO 

It I 291 108 59 5
 

3101466 
. . .'. . . . .'. 

丸瓦I 10 I 51 : 13 : J : ,, : I : I : j I : I j 47 l I : : : I : I I I 2 .....•... ..........•........•........ : ..... : ........ : ................. : ................ : ..... .:. ..... : ..... .:. ................. . 
It 10 75 47 2

 
2 I 131 

lr'I'且 I O 1 ..... l ............. L ....... l ........ l ..... L ....... ! ........ ! ........ l ..... J. ... ~.l ..... l ..... l.. ... !.<1!.l. .... l ... ~.. .I..~.. 
It 

♦t九瓦
........ 
It 

。 。 ゜
(1) o I o I O> 

5
~5 ..... : ............. : ........ : ........ し.....: ........ : ........ : ........ : ..... ↓ .•• .. (..... , •...•. : •...• : .•.•. .:. •••• • , .•.•.•• • , ••... 

゜
。
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斜面」こに堆積した流士中に含まれていた瓦も多いことから、すべてをこの道の付随施設の瓦として限定的に把趾

できるものではない。本1lb輪の塀などに使用されていた投発瓦が相当欣混在していることを勘案せねばならない

だろう 。

本曲輪出土の瓦は、 S 8005建物 （楽展）跡l胡訓の;f.:砂利敷上に散布していたものが大半であり、隣り合う S

8003達物 （能罰台） 跡で出土したものについても、檎掛り付近の王石敷上に集中していることから、~/¥.だけ

は瓦升きであったことを示唆しているものと思う (Fig.124)。また、若lこ泌ながら大手 ・惰手の両虎口でも出

土沢科があ I) 、簡索な冠*l"Jではなく瓦尺根を持った r•1施設が存在 していた可能性を推剥せしめる。

また、大手ii~輪では、 S B080揺立柱建物跡の柱穴内でまとまった出土脊科を得ているが (Fig.125)、1尼□内

部とその北f1!1袖を1肖成する石J.!iの誤部に

堆積していた瓦が出土禁の大半を占めて

おり 、曲輪の荘入部を桓久（内外観の施設

によって装飾しようとした意ll;Iが想像で

きる。この曲輪自体は、大手口誓固の役

割を担っていたものと解釈できるが、そ

うした機能上の特徴に大きく関係した瓦

の出土状況にあるものと見倣せる。

次に、出土瓦全体の植別構成比につい

て考えておきたい。破片点数から見れば

平瓦と丸瓦の大fLの荊合は 1対4となる

が．資料の経頂汝から比較すると九瓦 I

に対して平瓦2.5前後の出土比率となる。

実際の使用状態を考えれば、通例の汗方

（丸瓦 1枚に対 して平瓦 2-2.5枚）

いるように息える。

地点別にみてみると

と

も矛盾せず、 一見、 j~j種の瓦の本米的な

七ット使用の形態が出土比率にも現れて

しかし、これも出土

（表12)、本曲輪と

大手曲輪の場合には、平瓦5.5-6に対

して丸瓦4.5-4というように、使用形

態からすると丸瓦の方が若干多めという

程段の組成内容が窺えるのだが、本曲輪

措手道では出土点数の95%以上を平瓦が

占めるという異様な偏りが現れてくる。

さらにいえば綽全域での出土軒瓦が

5点という状態は、軒先の表飾をせずに

板や粘土などで風雨の吹き込み を防ぐよ

うな、合栓特異に簡略化された屋根形式
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Fig. 124 。＜本曲~>S B005紐物跨

瓦出土状況 (1/80)
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の建物のイla:を想走 しない限り、ふ明がつ 表12 瓦種別対比表

く状況ではない。 もしくは噸f瓦のみが選択

された上で持ちl;られているものと 解釈す

るよりないわけで、恐らくは、本TLH輪妍手

近での丸J(の少なさについてもinil浪の経綽

が想像でさる。.:.のこと は、瓦の二次和）

J.IJ・ 他建姿物への転用の際の取桧選択屈準

のイHt:を11;,ぶ している可能性もあ り、その

．意味では，f(悦な1i象と して評価でさるだろ

，
 `

 

ヘヽ'

し・ずれにしても.111;1:Ji: の ：，tと斜l成内容

を見る限り、 11'時の使用状況が呂及的に択

えられるだけの廃梨状態にはないものと考

えられ、 ,1派遣物と (,;J様に、この飩用への

閉人粁材のごく一部のみが滋(i-していた も

のと理棺しておさたい。
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付 ー鉄滓について

心Ill恰のS13001建物跡の東膊と北西llll輪 D区では．鉄滓がまと まって散布 していた (Fig.123中の網掛部分）。

肛 Ii輪での採集分は 13.1kg、北西ILLL輪のものは7,4切をa1--:,しする。いずれも表」：中からのII¥上で、第冶II/Ji生施設

と ，認められる遺構はも と よ り焼土 ・ 炭化材の攻•+深祈さえ確認できておらず、 r-lOii lこ直粘するft料としての確.if.

はも てない。ただ し．北西!Ill輪 D区では如；J:Jn (N0.2:lO)もJHr.しているこ とから、l,;J地1-7)11りで一定時期に梨

鉄活動があ ったことだけは推測できる。中Ill:城節の内外で金属製品の節易生怪が一舵的に行われていた..:とは近

年の研究界では'iii哉化しつつあり 0 臨戟拠.•.'.(としての陣尺の本'l'tW1横能からすれば、この出 1 : (11) に ついても I•~様

の'I滋rniがとして捉えられるnf能性を残している。

今回、県」：深試験場に1成分糾成の化学分析を依'il'iした。その結果.LI視観tれでも土O)if沿}がliltbな本1111輪出」-,

の鉄洲1:ついて は｀シリコン、アル ミといった」1其成分のill人が明確となった。 また、これよりも鉄分含~,・半が

硲いと見なされる北j/りtUJ輪出J・・鉄滓については、届(I村は不IV)だが、強い塩¥の反I心が現れているのが特徴的であ

る um、14)。

il'. I r神船凍1-1• ..:, に（ょ．ふE20年11IJ 131・1から.l:M2年121)261-1にか(Iて.1,,1111松.11:.111'4(1k. /.:? 籾獣とい.,1,,:;1, J, 名の休柑

が） • ""令を I'.tLた公介がJ!{々わったことが、心さ 1,て"'』. 『J、111111,f,,i,'ill,il!.,でI,• .l:ti< 2't'Ill 18 11 条1: ' ~、 I t!l l l111l1E 

沼）へ苓. ill~• 飲Jり兄i記.1,1JIJ 20 M l: に国IIIIQl!'tlll/'dか）叱t'<lllt,• l•'l't, 5 IJ 1 31 1 条に 1よ r芭l~r+ 11杉；れ蒻什｝へ-/i:.

卸 II.やかた1沿 (fl竹茂rnillllll. ・ 瑾c : -::~バ冷ア＇りとい う よう t:,)ぷぷI•くるい）10笥ダぷ紅を・上 している他.r+-中での

連IIの 『ふる 1いJがあ.,,,~ と1,11・4でさる

iiら 2 Ji. 正18't'-IIJl4 llf.J・ 制秀祐li!・：：：1:, 令 ，•1:1-n,1~,; c延凶磁ぷ文,,;.i

ii:. :1 洩 ii,一郎 'OJl!titt:1" t る'•liill+:.fiぶついてJ ''史'7:lfル i5-t 1966) 

-178-



表13 本曲輪出土鉄滓成分分析結果チャート

Sptctru .. , 暉J•W8S·HYOU00 R● n90, 10 >.cV 
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表14 北西曲輪D区出土鉄滓 成分分析結果チャ ー ト
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図版〈遺構〉
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